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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　謎なぞは何一つないが、問題は山積みである。

　その問題を消化する為ために、僕は冒ぼう険けん中だった。

　二度と来るものかと誓ちかいは特に立てていないけど、取り立てて用事がなかったので足を運ばなかった過去の道を進む。小学校への通学路だった畑道は相変わらず舗ほ装そうなど無む縁えんで、緑色が視界の端はしを彩いろどる。ただ、電柱の数が増えているのは確かだった。

「近代化の波が押し寄せてますな」

　畑の作物が全すべて電柱になる日も遠い未来ではない。噓うそだけど。

　電柱とすれ違ちがう度たび、手の平でその胴どう体たいを叩たたいて歓かん迎げいする。返事はない。あったら感電しそうなので、無言の対応に努める彼らの度量に感服した。噓か真まことか、どうでもいい。

「……昔も思ってたけど、遠いな」

　流石さすが、集団登校の班分けで何ど処こにも該がい当とうせず、仕方なく最も寄よりのグループにねじ込まれた場所だけある。集合場所に到とう着ちやくするまでに子供の足で十五分はかかっていたからな。

　早朝に家を出ても、保育所まで母親の車という送迎がある妹に通学途と中ちゆうで追い抜ぬかれるのが日常茶さ飯はん事じだった。もっとも当時は感情の躍やく動どうが薄うすかったから、文句一つ出なかったけれど。

　今は心の螺ね子じが緩ゆるすぎて安定感が皆かい無むなのだから、何とも両極きよく端たんだ。振ふり返ってみると、僕に与あたえられた物心とは最初から歪いびつであったように思える。いや、人の精神が元から角のない丸形であるはずがない。歪ゆがんでいたそれを整えるのが、精神の成長だから。

　ようするに僕は、形成に失敗したことを材料の所せ為いにしたがってるだけか。

　かなりどうでもいいけど。

　僕のことは、今は意味を成さない。

　そんなことよりも、だ。

　汝なんじの隣りん人じんが非常に遠い、人気のない土地に建つ一軒けんの田舎いなか屋や敷しき。

　忌いまわしさも懐かい古こも持ち合わせてない、僕の実家を訪おとずれようとしていることの方に、着目だ。

　目的を達成するべく、けれど動機は曖昧あいまいで。

　価値があるかも、あやふやなままで。

　それでも足は自然と、僕の身体からだと精神を引っ張っていく。

「あら……？」

　一いつ瞬しゆん、意識が右に三十センチほど離り脱だつした。お陰かげで肉体は昏こん倒とうしかけた。

「ああ……そうだ」

　二日ほど眠ねむっていないことに気付く。

　ついでに何も摂せつ取しゆしていないことにも。

　足がまたよろつき、何とか踏ふみ留とどまる。

　歯を食いしばり、肌はだに乾かわいたうねりを与あたえる上空の光を見上げる。

　太陽が目に痛い。霞かすむ。眩くらむ。

「……残念。僕の冒ぼう険けんはここで終わってしまった」

　噓うそだけど。

　四月一日、本日も晴天なり。

　最近の僕の人生は、最低以上といったところだ。







　僕がみーくんを解かい雇こされたのは、春休みに入って二日目の、三月三十日だった。

　相変わらず僕の作った料理は『んー、みーくんのお料理は人間味がいまいちですなー』と酷こく評ひようされて、マユが両腕うでを安静にするという建前を得て『みーくん、お着き替がえさせてー』『ねーえー、抱だっこ抱っこ、お姫ひめ様抱っこしてー。んゆ、いどー？　いみ？　えーとね、じゃあ部屋の中をこう、ぐるぐるしましょーね』『学校？　だーめー！　まーちゃん独ひとりぼっちにするなんてみーくんの風かざ上かみにも置けません！　んや？　まーちゃんも学校？　……にゃー』なんて、振ふり返ってみると、あれ意外と普ふ段だん通りだなぁとか相そう違い点に悩なやむ、身体からだのあらゆる皺しわが消え失うせそうな毎日の続きの延長線上にあったその日は、少しだけ厄やつ介かいを内に秘ひめていた。

　別段の兆ちよう候こうはなかった。ただ普段通りにマユと買い物へ出かけて、スーパーで油あぶら揚あげ買ったり活いきのいい大根を買ったりピッチピチのヨーグルトを三つほど買い込んで、表通りで販はん売ばいしていた黄色の花をマユが眺ながめていたので『お花欲しいの？』『みーくんがくれるなら、嬉うれしい』というわけで私財で購こう入にゆうしてプレゼントしてからマンションに帰り、

「みーくん」

「んー？」

「呼んでみただけー」

「んむ」

「みーくんのほっぺはむーにむにー」

「こりゃこりゃ」

　などと、何気ないやり取りをソファに寝ね転んでしているだけだった。マユは僕の妹に負わされた傷が治りきる前に退院し、マンションの別室へ移り住んでいた。にもうと襲しゆう来らいで鍵かぎとチェーンを破は壊かいされたので、修しゆう繕ぜん費を支払はらいつつの退去である。

　階は一つ上となったけど、部屋の内装は大差ない。家具や私物は全すべて移し替かえ、変化したのは調理器具や洗せん剤ざいの類たぐいが整理整せい頓とんされたことぐらいだ。これも、後一ヶ月すれば元もとの木もく阿あ弥みになりそうだが。

　とにもかくにも、僕らは変わらずバカップル。今日も明日あしたも明後日あさつても。

　……の、予定だったんだけどなぁ。

　互たがいの頰ほおを摑つかんでこねくり回していた平和な時間に、空気の読めない子がぺかぺかと光り出したのが事の発ほつ端たんだった。

　つけっぱなしで、さして注目していなかったテレビにふとマユの目線が奪うばわれる。何をと負けん気を発はつ揮きし、マユの興味を取り返そうと躍やつ起きになる僕は四階に移る途と中ちゆうで放ほう棄きしてきたので、右に倣ならえしてテレビ番組を眺ながめた。映っていたのは、子供向けの教育番組だった。

　子供向けと銘めい打うつのは暗にマユ向けとかそういうことを言いたいのではない決して、などと何ど処この誰だれに弁明しているのかも定まらないまま、番組は進行していく。

　どうも、耳からボクサーパンツが流出しそうな尖とがった男性と、顔面が冷戦状態の女性による絵画を取り扱あつかった内容らしい。巨きよ匠しようタクヤ・ヒカザキの風景画や天才の名をほしいままにしたユージ・シラカバの人物画を懇こん切せつ丁てい寧ねいに紹しよう介かいしている。噓うそだけど。

　司会しているのは毎日クロワッサンとシナモンティーだけ摂せつ取しゆしてそうな色黒爽さわやかなおにいさんと、『戦争？　中学の教科書で習いましたー』と軽い感じで答えそうなおねえさん。

　その二人が、神経にノコギリを入れるような奇き々き怪かい々かいに明るいＢＧＭと共に紹介しているのはひかざきたくやくん（ろくさい）の描えがいた近所の河原、それにしらかばゆうじくん（同じくろくさい）が家族の仲良く手を繫つないで歩く姿を、画用紙一いつ杯ぱい幸せ一杯に表現した絵だ。それを、胡う散さん臭くさいほど褒ほめちぎっておにいさんおねえさんはプロのお仕事に徹てつしている。どうも、少し表現が過か剰じようだったかな。ただ、おねえさんの面つら構がまえが鎌かま倉くら幕ばく府ふを開いた偉えらい人みたいであるのだけは確かだ。趣しゆ味み（むしろ移動手段として）は乗馬とか似合いそう。

　マユはそんな番組に無言で見入っている。僕の頰から手が外れ、ゆるゆると床ゆかへ下りる。人の出演している放送内容に、まーちゃんが食いつく理由。

　僕はそれに対して大体想像がついたけど一応、「楽しい？」と質問してみる。僕は違ちがう意味で面おも白しろがってるけど、まーちゃんは素す直なおな子だからなぁ。色々かつ複雑かつ難なん儀ぎな意味で。

「んーん」と微び妙みような否定を上うわの空そらにしつつ、マユの目線の固定は外れない。先さき程ほどから瞬まばたきも忘れているようなので、目の乾かわきが懸け念ねんされる。不ふ肖しよう僕が、眼球の表面を舐なめてもいいのだけどテレビ観賞の邪じや魔まになるかと自重した。噓だけど。

「懐なつかしいなー」とマユが思い出に準備体操なく飛び込み始める。僕もそれに付き合うべく、「あー、確かにね」と噓の先手を放った。マユがテレビを見放し、僕の目玉を覗のぞき込む。

「みーくんも覚えてる？」

「うん、お絵描かきした日のことだね」と連想ゲームの感覚で噓八百を述べた。

　そして、大正解。

「そーそー。幼よう稚ち園えんの遠足でお芋いも掘ほりに行って、それと一いつ緒しよにお絵描きしたよね」

「だねぇ」僕は保育所に通ってたけど。

　マユがごろごろと、僕の上を転がって悶もだえる。僕はクッションの役目を全まつとうしながら、この話題が引き延ばしされて薄うすっぺらい知識が露ろ呈ていし、まーちゃんが不ふ機き嫌げんにならないといいなぁ、とかうすらとぼけた心配をしていた。

　マユの転がりが一いつ旦たん中断し、僕を見据すえる。顔は今ひとつ笑っていない。

「みーくんは何の絵描かいたっけ？」

「うん？」芋いもの断面図をつぶさに……じゃ駄だ目めか。僕じゃなくてみーくんの性格を考こう慮りよしないと。うーん……まーちゃんを描いたぜ。いやそれなら、マユが覚えてるかな。

　芋掘ほりおねえさんをモデルに裸ら婦ふ画がを一丁。今の僕が首を絞しめられそうだ。

「ごめん、昔のことだから少し忘れちゃった」

　あまり無言が続いて迷いを悟さとられるのも得策じゃないので、ここは正直さを演出した。マユも記き憶おくから抜ぬけ落ちているようだし、そこまで非難はされないだろう。

「んー……わたしの描いたやつも覚えてないの？」

　マユが怪け訝げんを含ふくませながら、第二の質問を与あたえてくる。どうも、僕の記憶力を試ためされていたらしい。参ったな、選せん択たく問題じゃないと正解は不可能に等しいのに。

「……うん。僕はまーちゃんとの今を生きるだけで精せい一いつ杯ぱいなのですよ。だからつい、ね」

　あながち噓うそでもない言い分で、被ひ害がいの拡かく大だいを防ごうと試みることにした。マユは唇くちびるを曲げて、自身にとって不満足な言い訳を吟ぎん味みしていたが、やがてついと僕から視線を外し、テレビの情報を再度取り込み、それからにへっと笑えみが零こぼれる。

「わたしもお絵描きしよーっと」

　マユが意気揚よう々ように宣言する。僕のことは不問としてくれたのだろうか。デデデ或あるいはチャラチャラチャラといった効果音が似合う素す足あしの走りで部屋を駆かけ回り、変色して表紙も歪ゆがんだスケッチブック、それに黒と赤の水性ペンを準備する。ちなみに、小指の白い糸で絶賛繫つながり中の僕も同どう伴はんしていた。

　机の前へ滑すべり込み、未使用のスケッチブックを広げるマユ。

「さー、何描こー」

　黒ペンのキャップを外し、高々と拳こぶしを掲かかげて遊ゆう戯ぎを開始する。マユが笑顔に伴ともない線となった両目で僕を見やり、創作対象への意見を求めてくる。ふむ。ここは保育所の先生に倣ならおう。

「まーちゃんの好きなものを描くといいんじゃないかな」

　なんて助言すれば、マユの反応は確定済みだった。にんまりと小気味良い笑顔のマユ。

「まーちゃんの好きなものは、もちみーくんなのです！」だよねー。

「みーくんの好きなものはー？」にこーっと強制。

「あたりきあんどしゃりきでまーちゃんだよー」と言わされる。

　ここで『ゆーちゃんだよー』などと一文字間ま違ちがえたら、生と死の字まで入れ替かわることになる。しかし僕は何の因果か言い間違えなかったので、マユの機嫌を損そこねずむしろ回復に至る。

「じゃーみーくんはまーちゃんを描いて、まーちゃんはみーくんを描こうね」

「そうしようー」見学じゃなくて、僕も強制参加だったのか。

　僕は残った赤ペンを取る。取り外したスケッチブックの中身を一枚まい頂ちよう戴だいし、頰ほお杖づえを突つきながら、右手はそこで宙ぶらりん。自じ慢まんじゃないが、美術の成績は１になったことがない。が、５というハイスコアを弾はじき出したこともない。そして凡ぼん庸ような３も、僕とは無む縁えんだった。

　授業内容に絵を描かくことが多く取り入れられている時は２で、工作系が主役の際は４を得る。それが僕の、中学時代からの常だった。粘ねん土ど細工や針金細工は好評を得たのだが、絵画の部門に関しては美術教師に『教育者にあるまじき発言だが、こりゃ駄だ目めだ。何にもない』と無色透とう明めいに駄目だしされる惨さん状じようだった。一度、完成した絵を叔お母ばにも見せてみたが、『上う手まいとか下手の問題から脱だつ線せんして暴走してる』そうだ。その後、要いらぬ心配をさせてしまった。

　図工の成績は悪くなかったのだが。相手と互たがいの似顔絵を描くという授業内容で、苛いじめられていて余った同級生の女の子と組むことになって薄うす気き味み悪がられただけで、それ以外は特に問題なかったはず。

「あ、そういえばね、ねばねー、今度ねー」

「ん？　今度？」

　なんて、ほのぼのしていたのも二秒後までだった。

　朗ほがらかに会話しながら、マユがペン先を白紙に付着させた、その時から。

　それが、醜しゆう悪あくな物事の節目。

　マユの活力が巻かれなくなり、僕が些さ末まつなことに巻き込まれる、物語の契けい機き。

　御み園そのマユは、自然に崩くずれ出した。

「……みーくん、の、みーくん？」

　その第一声が、引き金と呼び水を兼けん任にんしていたことを後に知る。

「ん、まーちゃん？」

「みーくんを、描く。みーくんを？　みーくん」

　マユの眼球に困こん惑わくが噴ふき出始めたのを、僕は止めるのが数歩遅おそかった。

「みーくん、顔？　みーくんは、顔……顔って、どんな。みーくん、知ってる、どれ、だれ、どの」表情が陰かげる。目の焦しよう点てんを失う。「マユ？　ちょっと」肩かたを揺ゆすった手が、はね除のけられる。「邪じや魔ましないで！　わたしはみーくんが、を、だから、みぃくんは……だれ」

　指先から、黒ペンが滑すべり落ちる。床ゆかに乾かわいた音を立てて落下し、小さな黒点を生む。ことり、と重心を失って床に伏ふす細身のペンを一部始終観劇してようやく、マユに目線を戻もどす。

　こめかみを手で押さえ苦く悩のう、なんて力を必要とすることはせずに、机に突つっ伏していた。腕うではだらりと垂たれ下がり、周囲に赤ペンキを垂らせば、死体と認にん識しきしないのは無理だろう。

「マユ、どうした？　マユ？」

　僕はマユの肩と机の間に指をねじ込み、身体からだを持ち上げる。暗くら闇やみの中でしか生じない発ほつ作さが、日中にも侵しん食しよくし出したのかと身構えたが、どうにも症しよう状じようが異なる。マユは叫さけばない。

　白目も剝むかず嘔おう吐ともせず、激しい歯は軋ぎしり、自傷行こう為い、一いつ切さいなし。

「みーくんは、これ、これ」僕の頰ほおに、両手を添そえてきた。

　伸のび気味の爪つめが僕の頰に突つき刺ささり、ああ、後で切らないとなんて、空気にそぐわない心配を触ふれる痛みの捌はけ口ぐちにして動転を嚙かみ殺す。

「違ちがう」僕を否定し「思い出せない」みーくんを否定し「違う」否定と「思い出せない」否定だけが「違う」

　ただ、記き憶おくの裂さけ目めに苛さいなまれるだけの、安直に最悪な後遺症しようだった。

　マユのトラウマの塊かたまりが別方面で少し氷解し、流出し。

　そしてその毒がほんの僅わずかでも致ち死し量に至ることを、僕は日々の中で失念していた。

　自分という愚ぐ者しやを基準にした、愚おろかな思考の所せ為いで。

　マユが手の平全体でペンを摑つかみ直し、白紙に一本の線を引く。引き終え、そこで手が止まる。

「みーくんは、この後……このあとこのあとこのあとこのあとに、」

　何を足せば、みーくんになる？

「……まーちゃん」

　呼んで、肩かたを抱だいて、抱ほう擁ようする。

　今度は抵てい抗こうされなかった。

　今度は歓かん喜きも芽生えなかった。

　……そうして、マユは呆あつ気けなく自我を見失った。

　こんな、些さ細さいな引っかかりで何もかも破は綻たんしていく。

　成長なんて、余地のないものがするはずもない。

　ついでに、ぼくもみーくんを失った。こっちは、自じ業ごう自じ得とくだ。







　三月三十一日。

　マユは病院のベッドの上で身体からだを起こし、下半身にだけかかった毛布を虚うつろな瞳ひとみで見下ろしている。前まえ髪がみが額にかかり、顔色の悪さを強調して。

　マユは、泣くという行為に一切の関連を保たないまま、涙なみだを流していた。

　スケッチブックが破は壊かいされ、中身の白紙がベッドの上に重なり、散乱している。

　不ふ謹きん慎しんにも、その構図自体が一枚の絵画のようだった。

「ありゃま、どったの。昨日からこうなってるわけ？」

　僕の隣となりで佇たたずみ、マユをしかめ面つらで観察する坂さか下した恋こい日び先生が尋たずねてくる。頷うなずく。

「食事とかは？」「自発的に食べないので無理矢理詰つめ込みました」「そう」

　先生がベッドに近づき、マユの眼前で手を振ふった。反応はない。それから次に、マユの肩を揺ゆさぶる。揺れるだけだった。「なんてざまだい」と先生が呟つぶやき、それから少し付け足す。

「この子、重じゆう症しようだ。アタシが触ふれても無反応だもの」

　先生がマユの肩かたに手を置きながら、そう呟く。確かに普ふ段だんなら手を振ふり払はらうか平手打ちを返すか、それぐらいの反応はある。昔、僕の親おや父じが加減を間ま違ちがえて壊こわした時みたいに、無反応だ。

「何でこうなったの？」

「マユが、みーくんの似顔絵を描かこうとして……記き憶おくや現状との接続に失敗したみたいで」

　みーくんを思い出させるのは、現実と向き合わせること。

　それをさせてはいけないこと、十二分に理解した気になっていたから、失敗したわけだ。

「迂う闊かつだぞ」と僕を窘たしなめつつ、先生がマユから一歩離はなれる。それから、白衣のポケットに手を突つっ込む。

　先生は今日、見慣れた白衣の格好だった。しかし別に、職場復帰したわけじゃない。今も尚なお絶好調にカレンダーと傘かさ、ついでに履はき物ものが不要な生活を満まん喫きつ中だ。

　では何な故ぜ白衣を着用してきたのか質問したら、「これしか余よ所そ行きの服が手近になかったから」と説明された。普段、どんな格好で過ごしているんだろうと少し思いを巡めぐらせた。

「で、アタシを呼びつけた理由は？　治ち療りようは、無理だよ」

　アタシは無む免めん許きよ医いじゃないから、天才的な腕うでは持ってないの。先生はそう、面おも白しろがらずに冗じよう談だんを付け足す。

「でもこのままだと、御み園そのは衰すい弱じやく死しでもしかねないわね。この子、自分から変化を求めて動く性格じゃないから」

「分かってます。マユの世話をお願いしたいんです」

「ん、君がしてあげないの？」

「僕は、マユを直す為ために動かないと、動きたい……って、何か、そんな感じでして」

　僕ぐらいしか、腰こしが軽々しくないだろうし。

「御園を治す。……そう」と先生が少し目を落とす。それから、「出来るの？　方法は何かあったりする？」と懐かい疑ぎを捻ねん出しゆつしてくる。

「マユの家とかに出かけて何か、マユの目を引く方法でも探してみるつもりです」

「ふぅん。それで御園が暗あん中ちゆう模も索さくしてるみーくんを忘れさせようというわけか」

「ええ、まぁ」

　先生は顎あごに手をやり、「うん」と大おお仰ぎように頷うなずく。

「随ずい分ぶんと後ろ向きなドラクエごっこね」

　何だか最近、すっかり漫まん画がの人からゲームの人になってしまったな。

「心当たりを回ってみるつもりなので、多分、暫しばらく帰れないと思いますから」

「ん、分かった。病院の連中にも話はしておくよ」と先生が承しよう諾だくする。

　顔、見せるなって伝達されたはずだけど。

　それは時効なのか、緊きん急きゆう事態につき適用を一時中断しているのか。

　どちらにしても、この人には恩義しかないんだよな。僕としては本当に珍めずらしいことに。

「すいません、引き籠こもってる最中にお呼び出ししてしまって」

「いやいや」と先生は手を軽く挙げ、僕の礼にフランクな態度を取る。

「定期的に、こっちから携けい帯たいで連れん絡らくしますから」

「はいよ」

　それから、病室に残る先生と別れて、廊ろう下かと扉とびらの境目を踏ふみしめたあたりで。

　僅わずかな音が糸を紡つむぎ、僕の首に巻きつく。そして、振ふり向かされた。

　マユが無表情に、咳せき込んでいた。

　涙なみだが鼻か口に入り、処理を自発で行えなかった所せ為いで噎むせたらしい。先生がハンカチで拭ふき取り、これ以上は流水が入り込まないよう、対策としてマユを寝ねかしつける。

　マユは天てん井じようを、瞬まばたきまで著いちじるしく減少させて何も邪じや魔まなく、芽生えなく見つめていた。

「………………………………………」

　廊下へ出る。敢あえて何も言わなかったし、心中であがった感情の産うぶ声ごえも黙もく殺さつした。

　窓から覗のぞける鉄てつ塔とうと、以前より少しだけ人家に変化した箇か所しよもある畑の群れ。

　右手に広がるのは、今も変わらずテレビと紫し煙えんの溜たまり場ばであるロビー。何人かの患かん者じやが煙草たばこと野菜ジュース片手に談笑している。

「……さん、か」

　口の中で転がったのは、自身の耳まで届かないほどの、不確かな声だった。

　ここで知り合った女性が、僕の脳に些さ細さいな傷を与あたえてきたことはまだ覚えていた。

　あの時ぼくは少年だった。今の僕は、何に値あたいするのか。

　いや、と首を横に振り、雑念を振り払はらう。

　自己肯こう定ていも自分探しも、必要ない。

　マユを元に戻もどす為ために、病院を退出して歩き出した。

　……元に？

　僕の言う元は、何を意味する？

「そりゃあ貴方あなた、ねぇ」

　まーちゃんでしょ、大事な。

「……うーん、あっはははっははあはあああはははは！」

　信号待ちをしている間に。

　僕は、自分の思い上がりを面おも白しろがってしまった。

　こんなに愉ゆ快かいな事こと柄がらが他ほかにあったら、僕の日々に頰ほおの筋肉は堪たえないね。

　噓うそだけど。全部、余すところなく、痛快無比に。

　マユを直す。治せないけど、直してみせる。

　僕はまだ、まーちゃんを騙だまし足りないから。







　と、いうわけだった。回想お終しまい。はい、フルカラーに戻もどして。

「調整」と瞼まぶたの上から指で眼球を圧あつ迫ぱくし、色しき彩さい感覚を取り戻もどす。一ひと頻しきりすり潰つぶしてから、目を開くとそこには桃とう源げん郷きようから極ごく楽らくと幸福、それに開放感を取り除のぞいた景け色しきが広がっていた。どうやら、僕の視界は正常に復帰したようだ。その順調さに足取りも軽くなる。噓うそだけど。

　昨日は、マユの実家があった場所と菅すが原わらの家に足を運んできた。結果は散々たるものだったけど。マユ家はとうに滅ほろんでアパートが建こん立りゆうされていて、菅原の母親に出会って身分を名乗ったら怒ど鳴なられてあっさりと追い返された。なんか、唾つばと一いつ緒しよに飛んできた台詞せりふでは誘ゆう拐かい事件は僕の所せ為いということにされていた。それと、息子むすこが人殺しなのも近所から白い目で見られるのも全すべて僕が因果関係にあるらしい。日本人とは思えない自己主張を壮そう絶ぜつに繰くり広げられると反はん撃げきの意欲さえ言葉の奔ほん流りゆうに飲み込まれ、僕はすごすごと引き下がるしかなかった。噓だけど。

　まぁ、実際のところ、唯ゆい一いつの武器であるハッタリを使用する暇ひまもないほどに拒きよ絶ぜつされた。

　だから今日は、僕の実家の出番だった。ひょっとすると、誘拐された時に菅原やマユが持っていた鞄かばんや服といった何かが残っている可能性がある。そういった金銭的価値と無む縁えんの品々をマユの眼前にちらつかせれば『あー、これみーくんのランドセルだー』とか何とか、意識の標的を変へん更こう出来るかも、と縋すがるものが藁わらか幻まぼろしか区別のつかないまま、道を踏ふみ外しているのです。

　こぢんまりとした耳鼻科の前を通過し、粘ねばついた緑色の溢あふれる川と交差した橋の上で、一度歩みを止める。別に渡わたるべからずと御お触ふれ書がきがあったわけではない。見下ろした川では太陽光が反射し、時折、焦こげ茶ちや色の魚の背中が水面に浮かび上がる。老人に連れられた孫まご娘むすめが「おさかなだー」と目を戯たわむれさせるのに適した、牧歌的な風景につい僕も、口笛を吹ふいて郷きよう愁しゆうに駆かられる。地元にいるという事実はさておき。

　しかし、僕はやけに落ち込んでないな。マユの危機であるのに、まーちゃんと裏腹に。

　あー後、ついでにみーくんの存続も危あやうい。

　視界その他含ふくめやたらに明めい瞭りようなのは、脳のう味み噌その近所のスイッチが二つ三つ程度、普ふ段だんの領域を逸いつ脱だつして入ってる所為だろう。的確な処置だ。ただこれ、反動が凄すごいんだよな。逆に無理矢理戻されて、平へい衡こう感覚と死生観を崩ほう壊かいする事態にまで発展したこともあるし。

　けどまぁ、今は非常事態だ。これぐらいは大目に見て貰もらおう。

　後のことはその時の僕に任せましょう。

　と、安楽的に締しめてみた。

「危機感が欠けつ如じよしているのは親譲ゆずりです、と」

　休きゆう憩けいの格好を崩くずし、またお天てん道とう様の下を進み出した。

　十歩で橋を渡わたりきり、車が横断しているのを目もく撃げきしたことがない道路を越こえて歩き続ける。十年ほど前は畑だらけだったが、今ではすっかり埋うめ立てられて、売り家ばかりが建っている。二度ほど右折し、やがて塀へいの代わりに、木々を四角く刈かり込んで囲われた、毒々しい青色の屋根とアンテナが目立つ一軒けん家の前を通りがかる。転校、引っ越し、株で破産等していなければ昔通り、僕が向かっている目的地の隣となり（三百メートルは離はなれているが、障害物も設置されていないので便べん宜ぎ上、そう表現して見み栄えを張った）に位置する、伏ふし見みの家だ。

　一応、過去の僕からすればご近所だが庭の芝生しばふは青くない。というか、別に生い茂しげってない。微び妙みように荒こう廃はいして、手入れの行き届いてない地面が広がっている。ゴルフボールや犬のジョンなど勿もち論ろん生息していない。ミミズと蜥蜴とかげの楽園であろうことが予測される。

　家の表の門戸はしっかりと戸と締じまりされている。やはり春休みだから、だから……関連づけて何か理由を探したが、咄とつ嗟さに思い当たらない。うぅん、春期休きゆう暇かなのでいちごタルトを求めてとかどうだ。別に何でもいいけど。

　伏見とは、家の前を通りがかっただけでちょいと挨あい拶さつに伺うかがい、甘ったるいお茶ちや菓が子しを馳ち走そうになる間あいだ柄がらでもないので特にこれ以上、反応をする必要はなかった。

「……おや？」

　ふと二階を見上げると、右の部屋の窓に張りつき、怪かい談だんの幽ゆう霊れいみたいになっている伏見柚ゆ々ゆと目が合った。……何してるんだあいつ。窓に映る自分とキスか？　何と大だい胆たんな。

　ジーッと見つめ合っていたら、伏見が汗あせ々あせと慌あわてふためきながら、僕に向かって手帳を窓に張りつける。見えるか、と突つっ込みを入れたいところだが果たして彼女の鼓こ膜まくまで飛ひ距きよ離りが出せるだろうか。仕方なく、手を振ふることで代用した。出来てないけど。

　伏見が窓まど際ぎわから離はなれ、翻ひるがえる。そして僕の視し認にん出来る範はん囲いから姿を消した。僕も負けじと木々の囲いを突とつ破ぱし、不法侵しん入にゆうを経てもう一度伏見を視界に収めるほどの遊び心はない。

　少し待っていると、伏見が玄関の扉とびらに半身をぶつけながら、ゴム草ぞう履りで外に現れた。そしてペッタペッタとこちらへ駆かけてくる。彼女は長距離走の授業では、同性の目も引くほどの見事な走りを披ひ露ろうする。まぁ、注目されるのは鍛きたえ抜ぬかれた下半身ではなく締しまりがあるんだかないんだかの上半身だけど。順位は大たい概がい、下の中だ。ちなみにマユは不戦勝だ。サボリとも言う。

　僕の下もとへ辿たどり着くと、伏見はヘタれた。膝ひざに手を突つき、肩かたで息をする。けれど、顔は僕を見上げていた。

「おはよ、部長」

　軽く挨拶すると、伏見がポケットに丸めてねじ込んでいた手帳を取り出し、パラパラと捲めくり出す。『おはよう』を探しているのだろう、と事の成り行きを見守る。そういえば、今日は制服姿じゃないな。春休みだから当然ではあるけど、そういった格好の伏見と遭そう遇ぐうしたり交流してみたりするのはこれが初めてだった。

『おはようです』と微び妙みように丁てい寧ねいな挨あい拶さつを指し示す伏ふし見み。一応、僕は年上だからかな。その割に普ふ段だんの会話では丁寧語など一つも飛び出さないけど。

　伏見が消しゴムを構え、正の字を僅わずかに損そこなわせる。消しかすを手で払はらってから、僕を見た。

「お前何、用事？」と上うわ擦ずり、掠かすれの一いつ層そう酷ひどくなった肉声で尋たずねてくる。

「ん、いや伏見には特にないけど」……何な故ぜ目に見えて落らく胆たんするんだ、部長さんは。

「あー、何というか、伏見はさっき、窓を利用してどんな高等遊ゆう戯ぎに励はげんでたんだ？」

　このまま立ち去ると、副部長としての権限に制限をかけられそうだったので社交辞令的な会話を持ちかけることにした。噓うそだけど。

　僕の問いに対し、「暇ひま潰つぶし」と咄とつ嗟さに口走ってから、慌あわてて手帳を検けん索さくする伏見。溜ためておいた言葉を使わないのは、伏見にとってかなり許されざる行こう為いらしい。一ひと頻しきり確かめ終え、今回はなかったようなので、「暇潰し暇潰し」と新たに書き込んでから話を進めてきた。

『家族が』『海外旅行』『行っちゃった』「から」その後は表情と身体からだでしょんぼりする。

　いやいや、伏見。君もその名字から察するに、伏見家の一員だろう。

　もしや伏見の出生や家族関係に秘密があり、亀き裂れつと確かく執しつが、

『昼ひる寝ね』「してたら」『家に』『置いて』『いかれた』

「………………………………………」消しゴムで使用回数を消し消し伏見さん。

　お前は旅行好きのライオンとでも同どう棲せいしてるのか？

　そこまで手帳会話した後、両手を上部に広げ、全身を縦に躍やく動どうさせた。当然、その豊胸も上下する。というか、そこが最も躍動感に溢あふれている。

「………………………………………？」

　前々から思っていたが、こいつは自身の身体に備わっているものを自覚していない気がする。天然の色気とはタチが悪い。将来は四、五人の男を常備して街を闊かつ歩ぽする無自覚女王となるだろう。噓かどうかは、判定が困難かも知れない。

　そんな伏見の将来はさておき、現状はまだ飛び跳はねている。ひょっとして、エクスクラメイションマークを表現しているのかな。そりゃまぁ、単品で言葉の尻しりにくっつけるのは不可能だろうけど、言い溜だめせずに手帳に書き込んでおけばいいのに。

「律りち儀ぎな奴やつ」

　僕の呟つぶやきで我に返り、自身の子供じみた行いを省かえりみたのか伏見が小さく纏まとまって、頰ほおを薄うす紅べに色に染める。悪くない意味で小学生っぽさが抜ぬけきってないよな、こいつ。発育は度外視して、そんな評価を下してみる。

『なに』『なに』『なに』『どこ』『どこ』『どこ』『行く』

　恥はじと外聞をごまかそうと、言葉を乱発する伏見。下手な鉄てつ砲ぽうより効果は期待出来そうもないけど。

「ちょっと、僕、の家に用事があるのだ」

「お前の？」伏ふし見みが目を丸くしながら、首を左側がわへ向ける。

「そう、そっちの方角にあるお家うち」

　そう言いながら、ふと、僕の家が今どうなっているか、疑問視した。

　事件以来、一度も足は運んでいない。歩く度たびに軋きしむ、侵しん入にゆう者発見用の床ゆかは健在だろうか。今は腐くさって抜ぬけ落ち、侵入者への落とし穴として機能していそうな気もする。僕の服やランドセルは、入院中に叔お母ばが回収してきたそうだしな。

　叔お父じと叔母は話を振ふってこなかったし、僕も興味がなかったので何一つ顚てん末まつを知っていない。

　伏見が首を戻もどし、ページをペラペラと捲めくる。パラパラ漫まん画ががページの端はしにあったりはしない。

『お前の』『家』「今、住んでいる人がいる」

「なぬ？」

『大おお江え』「さん、っていう人が」『家』『改築』「して」『住んでる』

「ほぅ、ビッグ……」江を英単語に訳しなさい、さあ早く。「さんね」諦あきらめた。まさかＥではあるまい。

　それにしても、あんな建物を買い取って住むとは。物好きか、世間知らずのどちらに該がい当とうするのやら、大江さん一家は。

　人が住んでいたとは、予想外だ。探し物なんて泥どろ棒ぼう紛まがいの行いが実行出来るかな。そもそもそんな探すほどの物品が宝箱として用意されているかも、これでは怪あやしい。けれど僕の身分を明かせば、多少は便べん宜ぎを図ってくれるかも知れない。野や次じ馬うま根性に根ね掘ほり葉は掘ほり尋たずねられそうだけど、そこは根無し草として意地を見せねば。

　噓うそだけど。ペンペン草も頭から生えてないぜ。

「取とり敢あえず、行ってみるよ。それじゃ、また新学期にでも。ありがとうな」

　片手を軽く挙げ、情報屋さんに礼を述べて別れた。すたすたと、元が枕まくら詞ことばにつくこととなった実家を目指し、移動を再開する。……四歩目あたりで、その計画に支障が出た。

　足音がすたすたすたすたになっている。

　僕が四足歩行に開眼していない以上、後ろの正面にその秘密があると見た。

　立ち止まらずに振り向く。月歩きしながら、僕は原因と向き合う。

　伏見がいつの間にかパーティーに加わっていた。何か言い忘れたことでもあるのかな。街の外どころか、日がな一日自宅の部屋に籠こもっていても夜が訪おとずれるのは周知の事実だし、武器は天下の往来で装備するとポリスマンが襲おそってくることも重々承知なのだが。

　伏見がポケットから手帳を取り出す。ついでに、消しゴムも構える。

『私』『余よ暇か』『ありすぎ』『レッツゴー』そして消し消し。

「ついてくる気か？」首が縦に揺ゆれる。

「何で……。他ほかにもっと有意義な時間の廃はい棄き方法はあるだろ」

　カップ麵めんをフリスビー代わりにして犬と主人を兼けん任にんして家中走り回るとか。噓だけど。

「何と、なく」

　それじゃ、駄だ目め？　と伏ふし見みが目をつぶらにして視覚に訴うつたえてくる。僕は何な故ぜか額に手を突つきながら、ごまかしの効いた目線の逸そらし方を実行したくなり、けれど嘆たん息そくだけに落ち着く。

　……女の子と連れ立って、その件をマユが見咎とがめる。それならいいさ。

　そうだな、その状態へ回復するという決意表明にでもしてみるか。

「一応言っておくけど、行こう楽らく違ちがうぞ」

　ぱふぱふの一つも使えないようでは、この先の旅は厳しいものとなるだろう。噓うそだけど。

　一度でも使えば、別の人生を切り開いてしまうに違いない。

　伏見が、僕の邪よこしまな妄もう想そうを露つゆと感知せずに、屈くつ託たくなく笑う。罪悪感を攻せめる、良い攻こう撃げきだ。

「ううん、行楽。お前と出かければ、そうなる」

　……なんか、結構際きわどいことを宣言したような。まるで、バッティングセンターで空から振ぶりするのでも貴方あなたがいればデートですと笑って許してくださったＮさんの言い分というか。

「人間ピクニックかよ、僕は」と呆あきれたふりをしつつ、「ま、いいけど」

『うぃ』

　ということで、伏見柚ゆ々ゆが仲間になった。

　今まで、二年間は何の間あいだ柄がらだったんだろう、とか道中で暇ひま潰つぶしに悩なやんでみた。







　僕の家は元々、無む駄だに広かった。

　誰だれの趣しゆ味みだか知らないが、次男の僕が生まれて、天然の感情制せい御ぎよ装置が備わった頃ころには既すでに旅館の大きさまで成長しきっていた。駅前のビジネスホテルより敷しき地ちはあったが、時折、家長が連れてくる飲み仲間を含ふくめても、利用人数は十人が関の山だった。

　そしてその家を増改築したのだから、大おお江え家も当然広大である。

「……けどなぁ」

　門をくぐったあと、仰ぎよう々ぎようしい鉄製の玄げん関かん前から、目前の建造物を見上げる。

「随ずい分ぶんと変わったな……外見、整形手術しすぎ」これじゃあ大江家じゃなくて大おお塚つか家だ。

　その呟つぶやきに、伏見は微かすかな反応を視覚で示しながらも、言葉と手帳による返事はない。

　僕の家は、跡あと形かたぐらいしか残っていなかった。中がどうなっているか保留としても、外見は。

　和風建築の型に、無理矢理洋風で装そう飾しよくし、制作したオブジェ。上空から見下ろせば、さぞかし台形であろうことが想像に難かたくない。

　植うえ木き鉢ばちから本マグロが顔を飛び出させているぐらいに芸術すぎる。

「伏見はさ、この家の人とご近所付き合いとかしてるの？」

　醬しよう油ゆ借りたり、取れすぎた柿かきを袋ふくろ詰づめ百円で売りに来てみたり。

　伏見は首と髪かみを横へぶんぶん振ふり、希き薄はくな関係を肯こう定ていする。

　周囲も、中の家が覗のぞけないほどの塀へいで囲まれている。掃そう除じ機で硝子ガラスの破片とか吸い取りたくなる、見事な洋館だ。伏ふし見みの道具は手帳だから、重要な文章がメモしておけるな。

『ちょいちょい』と効果音を見せつつ、伏見が服の袖そでを引く。そして、伏見が指差す方を反はん抗こう期せずに見ると、窓と思おぼしき空間に、縦横の鉄てつ格ごう子しが塡はまっていた。「……要よう塞さいか、ここは」

　ここに僕の家があった頃ころは、窓の二、三枚がかち割れたままになっているほど気安さを演出してたのになぁ。引き籠こもりを助長する作りなのは時代の流れかな、と憂うれうわけがない。

　鉄格子が十字に交差する僅わずかな隙すき間まから、今にもにゅっと銃じゆう身しんがはみ出して狙ねらわれそうだ。まぁ、方角からすれば先に伏見が狙そ撃げきされるから慌あわてることもないと、緩ゆるやかに首を巡めぐらせて呼よび鈴りんを探した。いやぁ、噓うそっていうか冗じよう談だんの部類ですよ。

「……ない、みたいだな」伏見と顔を見合わせ、頷うなずかれる。電子系に指で押すチャイムも、紐ひもを引っ張って鈴すずをガラガラと鳴らす仕組みも見当たらない。あれは軒のき先さきで初はつ詣もうでごっこするのに便利なのになぁ、と悔くやんでみる。噓は無視して、勝手に入ってみるか。

　金属製で、僕の背より高々と建築されている玄げん関かんの扉とびらの、持ち手を摑つかむ。ぐ、と力を込めて引け、ない。重すぎる。膝ひざと指先に力を込めて、本ほん腰ごしを入れて引く。そこでようやく仰ぎよう々ぎようしいというか、錆さびついたドアノブを捻ひねったような粉っぽい感かん触しよくと音に演出されて扉が開く。扉は側面も分ぶ厚あつい。豆とう腐ふというほどもないけど、アメリカンなビーフステーキぐらいの厚さを誇こ示じしている。それに、鍵かぎ穴あなが見当たらないのに、鍵の仕組みはあるようだ。電子ロックか設計ミス、どちらかだろう。

　大おお江え家に入ると、温度が人間の空気を読んだ。四月の暖あたたかいと暑いの中間層から、暖かいと肌はだ寒ざむいのブレンドにまで落ち着く。扉を閉じて、派は手でな音を呼び鈴代わりに立ててみた。

「うす」『暗い』

　伏見が、まず雑感の一つを述べる。確かに、窓の見当たらない空間と、点つけられていない電でん灯とうの下は、絞しぼり滓かすが集つどって物体の周囲に広がったような、手て応ごたえのある薄うす暗ぐらさだった。買い直した携けい帯たい電話（料金はマユが支払はらうと言い張り、二人でお揃そろいの型を購こう入にゆうした）を取り出して時刻を確かく認にんすると、午後四時過ぎで、室内だけ冬季の日照時間を採用しているみたいだった。

　天てん井じよう、随ずい分ぶんと背せ丈たけが増強されたな。いや、材質も変へん更こうされているようだし、さては別人だな。

　玄関には下げ駄た箱が見当たらない。目前には日本家屋がぎゅう詰づめすれば二軒けんは建ちそうな広間と、奥の壁かべが視認出来ないほど長々と続いた通路。左右にも通路があり、足あし下もとは、青い絨じゆう毯たんが敷しき詰められている。手て抜ぬきで作った、ゲームの大富ふ豪ごうの屋や敷しきみたいだ。これでは下駄箱の出番もあるまい。昔は、僕が靴くつをにもうとの分まで取り出して用意したものだけど。

「すいませーん」

　家に押しかけて開口一番謝罪する、日本特有の風習で自己主張してみた。トラウマ原生地にいる僕ではあるけど、案外、平気に発音することも出来た。空の胃腸も、胃液がせり上がることはない。ただ、もし地下室が残っているなら、そこに対しては未知数だ。

　僕に続いて伏ふし見みも手帳で『こんにちは』を掲かかげる。礼れい儀ぎ正しいのは美徳だけど、効果的じゃないにも程ほどがあった。元より効率を度外視した言語の使い手だけど、徹てつ底ていしてるよなぁと、柄がらにもなく関心を寄せてしまった。噓うそだけど、僕も普ふ段だんから非効率的な脳のう味み噌その使い方をしている故ゆえ。

　さて、僕の音声か伏見の手帳語、どちらかに応こたえて左の通路方面から、声が伸のびてきた。

「はぁい、ただいまぁぁぁぁぁぁあーあーあー」

　喉のどの調子を整えるついでに返事された。絨じゆう毯たんに片かたっ端ぱしから飲み込まれている所せ為いか、スリッパの足音は付属していない。ただそのエプロン姿に水色のスリッパを履はいて小走りしてくる姿からは、パタパタという効果音が空耳するのは確実だった。

　その女性は、僕らの姿を確かく認にんしてから減速し、水に濡ぬれた手を拭ふきながら停止する。

「えぇとー……どちら様でしょうかぁ？」

　語尾や文字が間延びした喋しやべり方で、僕らの素す性じようを尋たずねてくる。ふっくらとした体つきながらも縦には小こ柄がらで容姿もおっとりとして、全体的に角のない顔立ちをしている。若々しさをまだ残した母親といった印象だ。もう少し顔つきが尖とがっていれば、肝きもっ玉たま母さんと評されただろう。

「あっと、僕はですね、」「カップルさんですかぁ？」

「……いえ」

　男女二人が現れたので、取とり敢あえず連想出来るものを言ってみたという印象だった。

　そのような身分以下の関係を確認してどうする。なんだここは、結婚相談所か。それとも我が街の隠かくれデートスポット気取りか。恋人未満だと入場割引券が適用されませんと言い出しかねないな、と憤ふん慨がいの極きわみだった。伏見柚ゆ々ゆの名めい誉よの為ために、全すべて噓うそであることも付け加えておく。

「あらぁ、そうですかぁ……残念ですかぁ？」

　女性は不ふ憫びんそうに眉まゆを寄せつつ、僕へ見当違ちがいの質問を積み重ねてくる。

　こういう人、苦手なんだよな。これが天然じゃないなら、対処法は幾いくらでもあるけど。

　仲間に頼たよろうにも、伏見はいつの間にかステータス異常にかかって混乱中のようだった。「かぷかぷ」と譫うわ言ごとを呟つぶやきながら手帳に何か書き込んでいるので、戦力外通告の出番となる。良い運動なのか汗あせだくで、耳まで完かん熟じゆくし出していた。やはり、三人旅の方が効率良かったかな。

「……おや、お客様なんて何年ぶりでしょう」

　僕の憂うれいに応こたえるように、右側がわの通路からもう一人、女性が登場してきた。助け船を漕こいできたのか、難破船で漂ひよう流りゆうしていたのかはさておき、場の流れを変える期待を背負った人だ。

　エプロン女性の興味も、僕らのカップリングから新参者に向く。

「あ、奥様。……そうですねぇ、六年ぶりぐらいじゃないでしょうかぁ」

　会え釈しやくしつつ指折りするエプロンさん（仮名）。律りち儀ぎに、奥様と敬う女性の半ば独ひとり言ごとに答えている。……六年。少なくともそれだけ前から、この人達はここに住んでいたのか。

　典てん雅がにして優美な足取りで僕らの下もとへ近寄る奥様。その外見は、エプロンさんが二つ三つ年を重ねたような年とし頃ごろの女性といった様子。一日一回はガソリンスタンドで清せい掃そうされているように、身体からだを構成するパーツが整えられている。美人というより、綺き麗れいに磨みがかれた人間という表現が当て嵌はまる、陶とう器きな女性だった。

　僕が今まで出会ってきた人の中では、妹の母親に一番近い。

　何ど処こか、達観しているというか、人を興味なさそうに観察する仕草がある。

「菜な種たね、この方達は何のご用なの？」

　エプロンさんが菜種と呼ばれる。僕もその名前を採用することに異論はなく、これからは菜種さんと脳内で表記することに決定した。で、その菜種さんは「はて」と首を傾かしげる。

　若はさておき奥様が額を指で押さえつつ、「減点二」と呟つぶやいてから、僕と伏ふし見みに向き直る。

「ああ、名乗り遅おくれました。大おお江え景けい子こと申します。それで、あなた方は？」

　数は少ないながら、キレの良い角をつけた喋しやべりで場を仕切る景子さん。僕と伏見に、名前の提示を程ほど良い硬かたさの言葉で求めてくる。人を引っ張る立場に立てそうな物もの腰ごしだ。

　伏見も落ち着きを取り戻もどしたのか疲つかれ果てたのか、二にの腕うでを自分で揉もみながら僕を見上げている。先に名乗ればいいのに、と僕からすると思うわけだが、伏見は人前で滅めつ多たに口を開かない。家族の前ではどうか知らないが、少なくとも学友に対しては徹てつ底てい無口だ。だから手帳は親友なわけで、そこにもし自身の名前がストックされていなかったら、名乗りようがないわけだ。

　こいつの手帳に僕の名前が書き込まれているのを以前見かけたので、代理で自己紹しよう介かいしてくれるという気き遣づかいを期待したのは、微び妙みように内ない緒しよだ。

「実はこの土地に以前、住んでいた者ですが」

　名前を省いて、身元を明かした。これで少しは、興味をそそられるかも知れない、とそう算段しての過去利用、だったけど。

　景子さんの時間は、停止してしまった。一いつ瞬しゆん、僕らがビデオの世界の住人で、一時停止を押されたかと危き惧ぐしたけど、自由自在に肩かたが回ったり伏見と顔を見合わせたりも出来たので、優ゆう越えつ感に浸ひたりかけてしまった、というのは噓うそだった、惜おしい。

　菜種さんが疑問符ふをぽこぽこ排はい出しゆつしながら、「奥様？」と顔を覗のぞき込んでおろおろしている。

　その景子さんが、再点火するのに数秒を要した。そして、火事となる。

「貴方あなた、が？　……！　！　！　！」引きつったりぐわっと目を見開いたり僕に顔面を限りなく接近させたり、百面相目指して初めの一歩を踏ふみ出したような景子さん。この土地は、脳のう味み噌そが麻婆豆腐マーボードウフな逸いつ材ざいを引き寄せる魔ま性しようを秘ひめているのだろうか。

　そして大江奥様は短い舌なめずりの後に、目がきゅぴーんと光り輝かがやいたように、

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　抱だきつかれた！　正面から！　頰ほおずり！　髪かみガシガシ！　頭皮ガリガリ！　息苦しい！　鳥とり肌はだ、生まれては即そく死し！

「この子が！　うきゃきゃきゃきゃきゃきゃ！」

「あばばばばば」と蟹かにの改造人間にされる手術を受けているようだった。泡あわ吹ふきすぎである。

「きたきたきたきたぁ！」

「だぎだぎだぎだぎだぎ」新種の虫の鳴き声にどうだろう、と事態から切り離はなされた脳のう味み噌そが本体の現状を考こう慮りよせずに提案してくる。誰だれが可決するか。しかし否定する余よ裕ゆうもない。

「これが！　あの！　あの……あら、どうしました？」と今にも頭部へ齧かじりつきそうな勢いの景けい子こさんがようやく減速し、僕の異変について尋たずねる。

「……勘かん弁べんして下さい」

「あらこれは失礼……名残なごり惜おしいけれど、貴方あなたの希望を尊重してみますね」

　素す直なおにリリースしてくれたので、尻しり餅もちをつき、息を荒あらげることを隠かくしも出来ないまま力尽つきる。伏ふし見みに救きゆう援えんを求めると、何な故ぜか頰ほおを膨ふくらまして、手も貸してくれなかった。

　そんなに羨うらやましかったのかな。

　膝ひざに手を突つき、目線を落としてにこやかな、景子さん。

「私ね、あの事件と一家のファンなのよー！」

「そ、そいつぁどうも」まだ身体からだの芯しんが揺ゆさぶられながらも、何とかお返事する。

　ここまで目を爛らん々らんにして無む邪じや気きに宣言されると、腹も心の感かん銘めいを受けて立ちようがない。腹部としては、アルプスの山で意い気く地じなしと罵ののしられるのだけが不安の種だ、噓うそだぎゃ。

　よろめきながらも立ち上がり、景子さんの身長を追い抜ぬく。それでも、一いつ瞬しゆんで臨りん界かい点てんに達した苦手意識の払ふつ拭しよくに効果を上げることは出来ない。奈な月つきさんより、ある意味で勝負し辛づらい。

「いつの日か会えたら、お話を伺うかがおうと夢見ていたの」

「はぁ……」叶かなった瞬間、言葉をかなぐり捨てて抱だきついてきた人の口が何を言うか。

「だからここに越こしてきたのよー。やっと幸さち薄うすい私にも幸運が舞まい込んできたわ、うふっふふ」

　人生と金と時間を有効に無む駄だ遣づかいしていることを自覚している人の笑え顔がおは目ま映ばゆい。

「それで、そのような大物さんが今日は当家に如い何か様ようなご用事で？」

　柔にゆう和わな調子で、やっとスタートラインへ僕を案内する景子さん。

　ようやく、菜な種たねさんとの無駄な交流と、景子さんによる鳥とり肌はだの犠ぎ牲せいを経て本題に入れた。

　今回は、僕が道草食ったり新発売の噓を売り込んだわけじゃないのだが。

「実は昔の我が家に探し物がありまして……改装されてるのは予想外だったんですけど」

「それは……申し訳ありません」

　社交辞令ではなく、本当に罪悪感を抉えぐられたように謝罪する景子さん。

　間ま違ちがってもいい人ではないけど、自分に誠実な性格ではありそうだ。

「家を取り壊こわす時に、私物とかは処分してしまいましたか？」

「いえとんでもない！」握にぎり拳こぶしつきで否定された。「全すべて使わせて頂いてます！」

　所有権で言いがかりをつけてみれば、素す直なおに料金を納めそうな景子さんの目の血走り。あの事件の何ど処こにそこまで心惹ひかれるものがあるのか、逆にこちらが関心を寄せたくなりそうだ。

「じゃあ、少しそれを調べさせて貰もらっても良いですか？　場合によっては、幾いくつか借りていくことになるかも知れません。あ、当然ながら許可の下りる範はん囲いに基づきますけど」

「勿もち論ろん、ここを貴方あなたの家と思っておくつろぎ下さい」

　まるで宿しゆく泊はく客にされたかのような物言いだった。正面の扉とびらから明るいうちに現れて、目の前で泥どろ棒ぼうを宣言する人に対して破格の扱あつかいといえる。噓うそっぽいけど。

　それから付け足しとして、景けい子こさんがはにかみながら、指を一本立てる。

「ただ、一つこちらからも要望がありまして」「はい？」

「今日は是ぜ非ひ、夕食を共に囲んで頂けませんか？　娘むすめや息子むすこ、それと耕こう造ぞうも歓かん迎げいするでしょうから」

「耕造……といいますと」「私のお婿むこさんです」

　少量の照れを含ふくんで、旦だん那なを紹しよう介かいする怪かい妻さい。お婿さんという日本語の似合わない顔ではある。

「あ、それと家の中は基本的に全すべて自由にして頂いてもよろしいですが、娘や息子の部屋は、本人の許可が取れないようでしたら、すみませんがご遠えん慮りよ下さい」

「ええ、それは当然ですね。分かりました」チッ……冗じよう談だんだけど。

　さて、ご家族の夕食会に招かれたわけだ。まず、伏ふし見みを窺うかがう。林檎りんご病の頰ほおは萎しぼみ、目は泳いでいた。「伏見は、どうする？」

　僕としては、探たん索さくの見返りを要求されている以上は大人しく従うことが確定だけど。伏見は特とく殊しゆな人見知りだから、家に帰った方がいい気もする。ただこの子、料理作れるのかな。

　その点、うちのまーちゃんは掃そう除じ、洗せん濯たく以外なら家事は万能である。

　ああそういえば、マユの手料理をこれで三日間は胃に収めていない。まだマユ成分は数日保もつ程度には蓄たくわえられているけど、楽観できる状じよう況きようではない。一層、気を引き締しめて事件解決に奔ほん走そうすることに重度の誓ちかいを立てた。噓じゃない部分も見受けられる。

　けど、道理で腹が減っているわけだ。ここ二日で、何を摂せつ取しゆしたか記き憶おくにない。……それもそうか、何も食べてないし。

　伏見が相談をバサバサと、翼つばさのはためきみたいな効果音つきで持ちかけてきた。

『帰って』「も」『ご飯』『ない』『困った』

「んー、家族いないからな……じゃ、食べていく？」

　伏見は不承不承のように、何とか頷うなずいた。

「……ということなので、ご馳ち走そうになります」

　その答えだけを待ち受けていたように、小気味良い対応と快活な笑え顔がおが返ってくる。

「では、腕うでを振ふるわせて頂きます」

　宣言通りに、景子さんは腕まくりのついでとして水平に振った。それから、放心したようにボケッとしている菜な種たねさんへ命令する。

「菜種、厨ちゆう房ぼうを使うから手伝って頂ちよう戴だい」

「はえ？」と話題に置いてきぼりにされたことに、今気付き、そしてすぐに出番が回ってきたので困こん惑わくしたような菜な種たねさんが、壁かべにかかった大型の振ふり子こ時計から奥様へ目線を戻もどす。

「奥様が厨ちゆう房ぼうにご用、というとつまみぐ」「ええ、得意料理を作るの」

　そう宣言するや否いなや、菜種さんが出てきた通路の方へ小走りで駆かけていく景けい子こさん。通路に消える寸前、振り返っての会え釈しやくと、「私は探し物に立ち会えませんが、ウチは自由開放ですので、ごゆっくり」と気き遣づかいの一言も忘れない。

「材料、ありましたかねぇ……」

　首を傾かしげたまま、ぱたぱたと菜種さんまで奥様を追っていなくなってしまった。

「……玄げん関かんに到とう着ちやくしただけで疲つかれた」

　嵐とまではいかないけど、森で熊くまに迫せまられて、途と中ちゆうで冬とう眠みんしたお陰かげで難を逃のがれたような疲ひ弊へい感だ。

　大おお江え景子。あの人が、旦だん那なさんにおねだりしてこの土地に住むこととなったのか。

　或あるいは、ペアルックの如ごとく趣しゆ味みの悪いご夫妻なのか。

　どちらにしても、僕の人生では二度と遭そう遇ぐうしそうもない性格の女性であることは間ま違ちがいない。

　貴重な体験を漠ばく然ぜんと過ごして無にしないよう、細心の注意を払はらって接することを心がけた。

　噓うそだけど。

「自由開放ね……じゃ、行こうか」

　まだ迷っているような伏ふし見みを促うながし、まずは右の通路へ入ってみることにした。

「あのぉ」

　反対側へ歩いていったはずの菜種さんが、ぱたぱたと戻ってきた。内うち股また気味に走ってきて、僕らの下もとへ到着してから肩かたの、服の寄りを直す。それから、相そう好ごうを崩くずす。

「はい？」

「申し遅おくれましたけどぉ、坂ばん菜種と申します」

　ぺこ、と腰を四十五度に曲げるお辞じ儀ぎ。

「……これはこれはご丁てい寧ねいに」

　伏見と共に、靄もやを抱かかえた苦味のある表情で頭を下げる。

　やっぱり、こういう人は苦手だ。噓が、通じ辛づらいからな。







　右の通路に入るとすぐ、三つの部屋が左手に並んでいた。まるでホテルの作りである。

　まずは左端はしの部屋をノックし、中身の有う無むを確かめる。三秒待ち、もぬけの殻からであると判断してから扉とびらを開ける。中は、別天地ではなくかなり地続きだった。

『ホテル』「系」

　室内へ入り、藍あい色いろのカーペットを靴くつで踏ふみながら伏見が雑感を述べる。僕も同意は可能だったけど、ここは敢あえて否定するという噓を心中で呟つぶやくに留とどめた。我ながら、何言ってるか逐ちく一いち理解出来ない場面が散見されるのは、僕の人格が分ぶん裂れつしているという暗示なのかな。

　触ふれれば指の色が吸い取られそうな白しら壁かべに、わざと手をつけてみる。硬こう質しつで冷れい淡たんな囲いを手の平で押し、離はなしてみると僕の手は輪りん郭かくさえ失い……伏ふし見みの悲鳴があがらないところから、そういう展開に至ってはいないようだ。手の平には、夏場、物もの陰かげにあった金属類に触れた時の、儚はかない冷気だけが付着していた。一度握にぎりしめ、消え失せてから壁への興味を打ち切る。

　室内は家具がほとんど見当たらない。空き部屋なのか、簞たん笥すや引き出し、机は省かれている。ただベッドは部屋の隅すみに備えつけてあり、シーツも準備されていた。屋や敷しきで酔よっ払ぱらったら、いつ何ど処こででも眠ねむれるように配はい慮りよされているのだろうか。少なくとも、僕の家だった頃ころは布ふ団とんが至る所に畳たたんで置かれて、時々利用されていた。

「昔は……」

「え？」と、伏見は急きゆう遽きよな反応をしたので手帳を出す暇ひまもない。

「ん、何でもない」と答えて、入り口から部屋の中央へ移動する。

　昔はこの部屋のあたりに兄と書庫があったはずだ、と身内にしか伝わらない話をするのを取り止やめただけなので、伏見はそこまで不思議そうな表情を僕に向けないでほしい。

　中心に立ち、首と身体からだのぐるぐるに励はげむ。それも十秒で、目新しいものの発見をし尽つくしてしまう。使用されていないと思おぼしき部屋だから、外から眺ながめたものと同じく、十字に鉄てつ格ごう子しの入った窓ぐらいしか見るものがない。それも、ここから脱だつ出しゆつするには身体の骨を外すより高難易度に、全身の骨を外へ排はい出しゆつしないと駄だ目めだなぁとか、その程度の感想が芽生えるだけで興味は潰ついえてしまう。

『ねぇ』横から手と手帳と伏見が伸のびてきた。僕も負けじと「ぬぅぅぅぅあぁぁぁぁぁにぃぃぃぃぃすぁぁぁぁぁぁぁぁ」と台詞せりふだけ間延びさせようとは別にしなかった。「ん？」

　伏見の指し示す方には、部屋から続く通路があった。

　別室に繫つながっているのか、と二人でそちらへ入ってみる。その先には、トイレと風ふ呂ろ場が二手に分かれて待ち構えていた。右はトイレで左が風呂、前門は壁で後方は伏見。頼たよりない四し面めん楚そ歌かである、僕は危険に怯おびえられるのだろうか、と心配に陥おちいった。噓うそだけど。

　僕が風呂場を、伏見がトイレを同時に開かい封ふうする。洗面所のくっついた風呂場は屋や敷しきとの調和を兼かねて洋式で、掃そう除じも行き届いている。バスタオルさえあれば、今から伏見と混浴出来そうだった。まぁ、思い切り噓なんだけど。

　振ふり向くと、既すでにトイレの視察を終えた伏見が僕の横から風呂を覗のぞき込んでいた。

「ひょっとして、各部屋にトイレとバスルームが設置されているのかな」

　独ひとり言ごとの範はん疇ちゆうで呟つぶやくと、「そうかも」と伏見の返事が弱々しく届いた。

　僕が住んでいた頃、部屋にこんなものはなかった。ここまで設備が整えてあるところを見ると、本当に旅館として売り出す算段があったのかも知れない。場所選びを失敗している時点で商売が成り立っていないところに目を瞑つぶれば、土地の有効活用になりそうだ、と無責任に賞賛した。

　時間だけ潰つぶし、部屋を後にする。

　隣となりの部屋へ歩く傍かたわら、今気付いたことを伏ふし見みに話す。

「ここって、扉とびらは牢ろう屋やみたいだよな」

「はてな」拡かく声せい器が小声で呟つぶやくような伏見のハスキーボイス。

「鍵かぎ、表からだけかけられるみたいだから」

『そうだった』「はてな」と、伏見が首を傾かしげる。注意力が不足しているな、良いことだ。

　何でもかんでも目め聡ざとく指し摘てきすればいいってものじゃない。正しいことばかり言っていると嫌きらわれるのが世の常だ。まぁ、噓うそばかりついてると世の一部とされて、信用されなくなるけど。

　僕の報告の真しん偽ぎについて扉に問おうと、伏見が隣の部屋へ小走りで駆かける。

　伏見がドアノブを凝ぎよう視しする。鍵穴を確かく認にんしてから、開く。回り込み、内側がわを確認。

「……ほんとだ」

　納なつ得とくし、朗ほがらかに微笑ほほえむ。

　子供が、秘密の情報を共有する仲間に入れて貰もらった時のような、悪戯いたずらめいた歓かん喜き。

　行こう楽らくじゃなくとも意外に楽しめているようなので、この企画は成功すると握にぎり拳こぶしで確信した。

　当たり前に、噓だけど。







　残り二つの部屋は、最初の部屋をコピペされた内容だったので特筆することなく捜そう索さく終しゆう了りようとなった。現在のところ、大まかに定めた目標内にある道具は発見されていない。

　というわけで、探検隊は更さらに奥深くへ進むことを余よ儀ぎなくされる。真まっ直すぐ進み、左折専用の曲がり角に差しかかる。右端には消火器が置いてある。まさか色々便利だからという理由で消火器を思い出の品へ祭り上げることは、さしもの僕でも無む謀ぼうといえた。

　それと、前方の扉とびらは……地下室に続いている。昔は、あった。今は知らない。奥歯の苦味に殺意を抱いだきながら、木製の立て付けが悪いその扉を開放する。

　多量の暗くら闇やみと、少量の曲がりくねった階段が眼下に広がっていた。

　既き視し感に、瞼まぶたの裏が痙けい攣れんする。

　地下は、そのまま再利用しているみたいだな。

『どした』「はてな」

　半ば麻ま痺ひという言い表しにくい状態になっている僕を見かねて、伏見が心配してくる。

「いやまぁ……ここは、後回し」

　臭くさくないけど蓋ふたをして、そっとしておくことにした。ＭＰがマイナスに振れ切っている現在の僕がここへ、自分の意思で踏ふみ入るのは自殺に等しい。そのまま地下に引き籠こもって野の垂たれ死ぬか、石いし壁かべと頭を競い合わせて強制敗北する姿が、濃のう厚こうな色合いで脳裏に映った。

　まだ生きることを継けい続ぞくする為ため、左折する。今度は通路の右手に、部屋が二つ固まっていた。

　その手前の部屋の扉とびらに、『景けい子こ』と毛筆で書かれたプレートがドアノブに紐ひもを引っかけてぶら下がっている。名前の読み方から推すい測そくするに、先さき程ほどの奥様の私室らしい。

　そしてこの位置には少し思い出がある。まぁ、元実家である以上はそんな場所ばかりだけど。

「ここなら許可は貰もらったようなものだ」と何となく伏ふし見みにも告げて共犯に仕立て上げる。伏見も無言だし、不法侵しん入にゆうと後で告発されたら二人で謝ればいい。赤信号みたいなものだ。

　それでも、他人の私室へ踏ふみ込むことに一ひと欠片かけらの物もの怖おじを生みながら、ドアノブを捻ひねり、扉を開け放つ。

　室内は、今度は新天地に近づいていた。調度品の質が跳はね上がっている。

『おお』「おおー」

　手帳に驚おどろかせさせるだけでは飽あきたらず、自前の口で追加注文するほど伏見が戦おののく。きんぴかなシャンデリアにてかてかした硝子ガラスのテーブル、でかでかなダブルサイズのベッドにぴかぴかの絵画、通路の敷しき物ものより深々と艶つや々つやした絨じゆう毯たん。それに全身を逃のがすところなく映す鏡、は別に普ふ通つうだけど、高級な品しな揃ぞろえだった。ただ、テレビや音楽機器といった機械類は見当たらない。

「……ん？」

　奥に広がる大きめの窓には、他ほかと違ちがって横に鉄てつ格ごう子しが走っていない。縦にはちゃんと塡はめ込まれているけど、本数が少し控ひかえめとなっている。これは景けい子こさんの、家族の中で私だけは邪よこしまじゃないという意思の象しよう徴ちようかも知れないな。冗じよう談だんもほどほどにすると、窓の側そばにある棚たなに、植うえ木き鉢ばちが幾いくつか置かれ、紫むらさきの花が突つき刺ささっているから、日当たりを良くする為ためかも知れない。初めから、窓に余分な機能をつけるなよと大きなお世話を焼きつつ、捜そう索さく開始だ。

　本棚に小学校時代の教科書でも挟はさんでないか僕が確かめ、伏見がテーブルに指し紋もんをぺたぺたつける。僕がベッドの下を探索している間、伏見はシャンデリアに手をつけようと背せ伸のびしたり、飛び跳はねてみたりする。更さらに僕は、伏見がベッドのシーツを手の平で撫なでて滑なめらかな感かん触しよくを楽しんでいたので頰ほおを摘つまんで引っ張った。何で貴方あなたはここにいますか？　と哲学かつ暴力的に両手が質問したがった為である。

「あびゃびゃびゃ」

　悶もだえる伏見。手帳で人の腕うでを叩たたいて抗こう戦せんしてくる。

「人をイライラさせるのが上う手まい連中の仲間入りさせるぞ。暇ひまなら手伝ってくれ」

『けど、何を探せばいいのやら』

　言葉を繫つなぐのではなく、一文で質問してきた。この状じよう況きよう以外、どういった場面で使用することを想定して溜ためてあったのだ。予知能力でも駆く使ししてるのかこいつは。

　などと、女子高生の生態について懐かい疑ぎ的な考察を繰くり広げていたら、伏見の目線が僕を無視し出すようになる。後方にある物を捉とらえるように眼球が固定され、瞬まばたきも控ひかえるようになる。

　振ふり向くと、寝ねた針の大群に金の卵が載のっかっている絵が壁かべにかけられていた。伏見はその絵画に注目していたようだ。

「ふひひな絵」頰ほおを摑つかまれたままなので、不思議な絵に対する感想まで不可思議となる。

「……ああ、あれは昔の家に飾かざってあったやつだよ」

　食事を取る畳たたみと障しよう子じの和室に飾かざられていた。親おや父じが頭の螺ね子じを悪あく魔まの鉄てつ屑くず職人に売り飛ばすまではそういう趣しゆ味みもあったみたいで、他ほかにも幾いくつか収集品を見かけたことがある。

「ひょっと、ほひい」へほへほと空気を吐はき出しながら、ちょっと欲しいと宣のたまう伏ふし見み。

「僕じゃなくて景けい子こさんか、その旦だん那なさんに相談してみろよ」と言いつつ頰をこねくり回す。

　景子さんは道楽者の匂においも漂ただよわせていたから、伏見が値段を耳にして目玉を飛び出させれば見物料として譲ゆずってくれる可能性もある。笑いを勝ち取れなかったら、骨折り損より深刻に赤字となるだろうけど。

「しかし、なるほど……」

　絵画か。そういう線も、あるわけだ。

　手がかりと手間が同時に増えて、目前は明暗の切り替かわりに忙いそがしいと嘆なげくばかりです。







　それから、残りの空き部屋、通路の行き止まり、広間へ戻もどって厨ちゆう房ぼうの方へと一階を捜そう索さく。しかし、金かね目めの物もとい、めぼしいものが発見されなかったので、二階へ上がってみることにした。ちなみにキッチンでは、奥様が包丁で大おお雑ざつ把ぱに人にん参じんを切り捨て、その様子をおろおろと菜な種たねさんが見守っていた。もし長なが瀬せ透とおるといざこざがなく十年後を迎むかえたらの仮想を見せつけられたようで、僕まで挙動不ふ審しんになってしまうところだった。大おお噓うそすぎるな。

「あ、くつろげていますか？」と景子さんが振ふり返り、包丁の切っ先より人参の切れ端はしを飛ばしながら客人の気分を推おし量ってくる。

「ええ、美び肌はだになるぐらい潤うるおわせて貰もらってます」

「では、骨がぐにゃぐにゃになるまでご休きゆう憩けい下さい」

　なんて、いい加減に上うわっ面つらなやり取りをし合った。

　それと菜種さんに「お食事の時間になったらお呼びいたしますのでぇ」と会え釈しやくされてから、僕らは厨房の通行人を演じきって、こそ泥どろに立ち戻もどる。

　二階には、広間の突つき当たり、玄げん関かんと向かい合う通路付近にある階段を利用して上がった。階段の段差は運動部の年功序列ぐらい明確に差がつけられ、急だった。マユと一いつ緒しよだったら背負って上のぼるところである。伏見が最後の段で足を踏ふみ外しかけたので、手とファイトを貸して無事に上りきった。

　二階に到とう着ちやくすると、階段を囲むように床ゆかが広がり、四手に通路が分かれていた。僕らはまず、右方面へ足を運んでみる。ホテルの作りを基調としているのか、通路には左右にそれぞれ部屋が二つ連続している。その一室、手前の扉とびらに直接『桃とう花か』と書き込まれている私室があった。名前の響ひびきから、娘むすめかなと予想してみる。

　表札を掲かかげながらも実は別の部屋に引っ越こしが済んで無人であり、返事がないことを期待してノックした。

　すると、それに呼応して足音が部屋の奥から扉とびらへ迷いなく直進してきた。

　ドアノブが中ちゆう途と半はん端ぱに引っかかって金属の鈍にぶい衝しよう突とつ音が鳴るほど、扉を開ける勢いも強い。

「誰だれ？」

　訝いぶかしむ目つきで、僕らを凝ぎよう視しする女の子が顔を出す。年の頃ころは十五、いやもう少し上か。人当たりの良さそうな、全体として顔の部品が曲線重視でありながら声調はきつめだ。

「僕らは、そうだね、景けい子こさんの客だよ。少し屋や敷しきに用があって、部屋を見せて貰もらってるんだ」

　脚きやく色しよくを交まじえて、友好的を装よそおってタメ口に説明する。それと、目線を女の子ではなく別の人間へ外す。

　扉と女の子の隙すき間まからもう一人、室内に姿が見えた。

　携けい帯たいゲーム機を握にぎったまま、大きな目で入り口を見つめている女の子。かなり瘦やせ型で、綺き麗れいに折り畳たたんで簞たん笥すに収納できそうな身体からだつきだった。

　この二人は姉妹かな。だとすると、奥の女の子が妹の雰ふん囲い気きを纏まとっている。

「馬ば鹿かじゃないの。この家に客なんか来るはずないじゃない」

　そう吐はき捨て、接続を断絶してきた。扉は再び壁かべ役となるけれど、それは封ふう鎖さにも鎖国にも高い効果を誇ほこってはいない。一階の扉と同様、鍵かぎはかからないので開閉の権利は外側がわにもまだ認められている。が、しかし、僕は人の神経を逆さか撫なでする為ためだけに生きているわけじゃない。

『けんもほろろ』

　伏ふし見みが風圧で乱れた前まえ髪がみを直しながら、取られた態度を端たん的てきに表現する。馬鹿と簡単な罵ば倒とうではご立腹しないのが伏見の美徳である、と心の通信簿ぼの欄らん外がいに付け足してみた。僕が馬鹿呼ばわりされただけで、私は無関係と捉とらえているだけかも知れないけど。

　それにしても、あの娘むすめ。見知らぬ人が客じゃないというなら、もう少し丁てい寧ねいな対応を取った方が身の安全に繫つながると教育するべきだと思う。世の中、他人にも犯人や罪人、盗人ぬすつとなど種類はあるものだ。景子さんも、話ぐらいは人にん参じんの世話を焼く前につけておいてほしいものだ。

　けれど、何で外側にだけ鍵が取りつけてあるのかな。息子むすこや娘の引きこもり予防に、景子さんが知恵を絞しぼった成果なのかも知れない。

　隣の部屋も『茜あかね』と、使用中の表示があったので、通路を逆走し、階段付近へ出で戻もどりとなった。

「……ほー」

　そこで思わず、立ち止まる。合図を出さなかったので、伏見が取り立てて高くない鼻を僕の背中にぶつける。けど、抗こう議ぎに答えるのは後回しだ。

　反対側の通路に音を吸収されて、こちらへ歩いてきた浴衣ゆかた姿の女。

　それはまるで、蟻ありの大群が足あし下もとで行進していて、その音が聞き取れないようだった。

　そして、独特に異い彩さいな表情。

　虫が人間をからかう為ために笑え顔がおを真ま似ねしているような、異質物届けを求めたくなる微笑ほほえみ。

　どうも、昆こん虫ちゆう系の人間のような第一印象を受ける。僕と、同じく。

　まあ、僕が蛾がだとするなら、相手は女という点を考こう慮りよしてコオロギか。

　……なんて、例えだけ噓うそ。

　顔を突つき合わせる。見た瞬しゆん間かん、湧わく疑問。

　二人同時に、瞬まばたき。二人同時に、唇くちびるの蠢うごめき。

「「失礼だけど、お名前は？」」

「……被かぶった」

　伏ふし見みに呟つぶやかれずとも、僕とその女は、「「ぐ」」だから何な故ぜ同時に喉のどを詰つまらせるのだ。

　気を取り直して「「いや、そちら、から……」」尻しりすぼみな調子で、困こん惑わくの味が口内に広がる。

　何だ、こいつ。どう小細工しても、出し抜ぬける気がしない。

　恐おそらく、相手もそう戦せん慄りつし、膠こう着ちやくに陥おちいってしまう。

　えぇい、こんな運命的じゃない遭そう遇ぐうは真っ平ごめんだ。ここは早々に別れて、後でもう一度、口裏合わせて演出を狙ねらってやる。噓うそだけど。

　互たがいに、目が意識を伴ともなって活動を再開する。嫌いやな予感をさせながら、

「「じゃあ」」……何で右手まで同時に挙げるんだよ。

「「………………………………………」」手を下ろし、女だけが反転する。

　無言で袂たもとを分かつ、という選せん択たく肢しを取ってようやく、謎なぞの女と別れることに成功した。

　来た道を競歩で後あと戻もどりしていく女に、相似を覚えながらも親近感はまるで湧かなかった。

「なに、あれ」

「さぁ。ＵＭＡかな」噓だけど。その驚きよう嘆たんの台詞せりふは僕が使いたいよ。

「知り合い？」

「いや……面識はないけど」

　伏見の疑問に、完全には疑ぎ惑わくを取り払はらわずに返答する。

　まぁ、相そう互ご関係のドッペルゲンガーみたいな存在だろう。とすれば、既き知ちの間あいだ柄がらでないことを尊ぶべきである。邂かい逅こうを果たしたが最後、余命は……なかったら困るのだが。たった今、息のあった対称劇まで演じてしまったぞ。

　しかし、大おお江え家。あの系統の人材がいるとは、一ひと筋すじ縄なわではいかないというか、長居は無用というか触さわらぬ神に祟たたりなしというか。

　虫寄りの人間の難点は、自身だけでなく他者さえも、昆虫類として扱あつかうことにある。

　そういう人間は目的を達成する為には何をしでかすか、

「……分かり易やすすぎるから、困るんだよな」

　噓をついてることさえ、一いち目もく瞭りよう然ぜんな奴やつもいるぐらいだしね。







　大おお江え家の夕食の時間が訪おとずれるまでに全すべての部屋を捜そう索さくしきることは不可能だった。そして結局、何も見つかっていない。

　二階を半分程度見終えた時点で、顔の部位がほとんど気弱そうな作りで構成されている男性が、僕らを食堂へ道案内する役目として派は遣けんされてきた。「あぁ、こちらでしたか」と卑ひ屈くつそうに丁てい寧ねいな態度を取る。

「坂ばん潔きよしです。大江家では庭師と、雑用全般を仰おおせつかっております。えぇでは、食事の準備が整いましたのでついてきて下さい」

　へこへこと肩かたはそのままに、頭部だけを下げて挨あい拶さつされた。名字からして、兄妹きようだいか親子でなければ菜な種たねさんとつがいの人だろう。体格は縦横に優すぐれていて、恰かつ幅ぷくの良い菜種さんを肩に担かついで運うん搬ぱん出来そうだ。

　それにしても、こんな短時間でどんな料理を拵こしらえたのだろう。僕がこの屋や敷しきの門を潜くぐったのは四時過ぎで、今はまだ五時を短針が指し示してから、あまり間を置いていない。

「あ、そちらは伏ふし見みのお嬢じようさんでしたね、ええ確か」

　潔さんが階段を慎しん重ちように下りながら、記き憶おくの検査のついでといった口調で伏見の素す性じようを言い当てる。伏見は「はてな」と言いかけて何な故ぜか中止し、目の挙動を狂くるわせるだけに留とどまる。

「旦だん那な様達がここに引っ越こしてきた際に、ええ、一度だけご挨あい拶さつに伺うかがいました時、顔を覚えました」

　卑ひ猥わいと卑ひ屈くつの中間な、脂あぶらの乗った笑い顔で伏見を見つめる潔さん。人見知りの気がある柚ゆ々ゆちゃんは頼たよりないお兄さんこと僕の背中に隠かくれてしまう。潔さんは、「はぁ、すいません」と意味や価値のない謝罪をして、前に向き直った。

　一階に下りてからは広間を通って右折し、厨ちゆう房ぼうと地続きの食堂へ、潔さんを先頭に入室する。

　食堂の円えん卓たくを囲む椅い子すの数は、十。そして埋うまっているのは四だった。

　不ぶ躾しつけな品定めの視線が、僕と伏見を直視してくる。遅ち刻こく寸前で教室に入った時のようで、どうも好きになれない注目の仕方だ。

　向かい側がわでにまにま、気味悪く愉ゆ快かいに微笑ほほえむのは景けい子こさん。

　それから浴衣ゆかた姿で僕と似た挙動をする女と、その隣となりに座るのは、大きな目の女の子。先さき程ほど、『桃とう花か』の部屋でゲーム機を持っていた瘦やせ型のおなごで、今は周囲に首を大きく振ふり向かせて、落ち着きがないことを自然に紹しよう介かいしている。

　もう一人は、『桃花』の部屋にいて門前で僕らを追い返した女子が、配はい膳ぜん係なのか、せかせかと食器を持って動き回っている。この三人か三姉妹かは、友好的でない面識があった。

　もう一人の配膳している男性と、景子さんの横で椅子にふんぞり返っている男は初見だった。ふんぞりの方が恐おそらく、大江耕こう造ぞうさんだと思われる。年は四十代で、髪かみの年ねん齢れいは六十歳さいといったところだ。

「あ、こちらにどうぞ、えぇ」

　潔きよしさんが雑な手つきで、入り口に程ほど近い椅い子すを二つ引く。伏ふし見みが会え釈しやくをして右に、僕が左に座り込む。座り心地ごこちのいい、これ一つでアパートの家賃一ヶ月分を支払はらえそうな椅子だ。

　潔さんが円えん卓たくを回って、両りよう隣どなりの空いた席に腰こしかけて、これで七人。

　配はい膳ぜん中の二人に加えて、厨ちゆう房ぼうにいる菜な種たねさんが揃そろって、十人。

　……嫌いやな人数だな。

「本日は、貴方あなたのような大物を食卓にお迎むかえ出来て、夢のようです」

　景けい子こさんが、余よ所そ者への困こん惑わくや不快感を露あらわにしている住人の空気を換かん気きするように、明めい朗ろうな調子で挨あい拶さつする。

「こちらこそ、お招き頂いて恐きよう縮しゆくです」

「探し物は見つかりましたか？」

「いえ、これがなかなか見つけにくいものでして」

「あら、躾しつけのなっていない探し物ですこと」

　ほほほ、と半ば一方的に談笑して場を澱よどませる景子さんと僕。

「そちらのお嬢じようさんも、遠えん慮りよなさらずにお腹を満たして下さいね」

　僕の添そえ物であるかのように、淡たん泊ぱくな微笑ほほえみで伏見にも声をかける景子さん。伏見はペコリと、俯うつむきがちだった頭部を更さらに垂たれ下げてその形ばかりの歓かん迎げいへの返事とする。

　景子さんは、伏見のことを過去に記録していなかったようだ。

「ああ、そうそう。私の家族を紹しよう介かいしますね。それとも、御自分から名乗られます？」

　景子さんが、お隣の男性に尋たずねを取る。男性は肩かたを竦すくめて、唇くちびるは開かない。紹介は景子さんに委任したようで、その意を汲くんで妻がにこりと笑む。天てん井じように向いた手の平を隣へ突つき出し、

「こちらが、大おお江え耕こう造ぞう。私の旦だん那な様で、そして昨日から無職」

　余よ裕ゆうぶっていた耕造さんの目が剝むいた。気管支に気まずさを詰つまらせたのか咳せき込み、妻である景子さんを見やる。景子さんは物もの怖おじなく、その怒ど気きを受け流す。

「貴方にはもっと相応ふさわしいお仕事を用意してあげますから。面接も、頑がん張ばりましょうね」

　面めん目ぼくを完全に潰つぶす一言で、耕造さんを黙だまらせ、そして部外者の僕にも、力関係を端たん的てきに示す。

「は、は、は、は」

　耕造さんは苛いら立だったような笑えみで声も荒あらかった。こちらを睨にらみ、顔が様々な方向に歪わい曲きよくしている。どうも僕らを歓待する気組みは「ごゆっくりどうぞ」ではなく「お早めにお帰り下さい」に集約されているようだ。

　それは領域を荒らそうとする者に対しての牽けん制せいなのか、妻が浮気しかねないほどお熱を上げる若造に向けた嫉しつ妬と心か。或あるいは全く別の理由に基づいてのことかも知れないけど、今の僕には漠ばく然ぜんとしていて、判別がつかなかった。一つ、噓うそだけど。

　逆時計回りの潔さんは頭を下げるだけで簡略化し、次は箸はしを並べていた男性に、景子さんの紹しよう介かいの手が伸のびる。

「大おお江え貴たか弘ひろ。ウチの長男です」

　名前を呼ばれ、僕に小さく会え釈しやくする。ぎこちないわけではないけど、乾かん燥そうした振ふる舞まいだ。かさりかさりと、肌はだが各おの々おの、擦こすれ合っているように。

「どうも。……失礼ですが、年ねん齢れいはお幾いくつですか？」

　判別を視覚が放ほう棄きしたので、口頭に頼たよる。この貴弘さん、高校生か大学生、どちらに比重が大きくかけられているかの見極きわめが困こん難なんな、微び妙みような顔立ちなのである。

「二十一ですが」

「あ、でしたら丁てい寧ねい語でなくて結構です」僕も年上にしか使わないしな。

「………………………………………」

　貴弘さんの目玉が僕から、耕こう造ぞうさんに移る。お伺うかがいを立てるように首を竦すくめて、父の言葉を待つ。

「ああ。相手がそう仰おつしやるなら、それに従っておきなさい」あ、耕造さんが初めて喋しやべった。風ふ呂ろ場で音程の外れた鼻歌を演えん奏そうすることに適性がある、濁だく音おんの声調だ。

「はい」と無感情に返事をして首がぐるりと捻ひねられて僕を見下ろし、「分かった」と抑よく揚ようなく受じゆ諾だくの意を示す。時計の、一時間ごとに音と共に踊おどる小さな人形を思い起こさせる動きだった。

　景けい子こさんに目線を送ると、丁てい寧ねいに補足説明が飛んでくる。

「この子は両親の言うことをよく聞いてくれる子に育ちましたの」

　景子さんがはにかみ、自分なりに息子むすこ自じ慢まんをしてくる。教育に失敗したとは微み塵じんも後こう悔かいしていない、清すが々すがしい教育者の表情だった。

　貴弘さんも若じやつ干かん、自慢気に頰ほおを緩ゆるめているし。ま、別に否定される性格ではないけど。

　物事は自分で判断することこそ正しいなんて、限ってないわけだし。

「例えば……貴弘、箸はしを投げなさい」

　景子さんの命令は、音速で貴弘さんに伝わり、実行に移される。持っていた箸（僕に配られるやつ）を全力投球で、壁かべ際ぎわへと放ほうり投げる。片方は沈しずみ込んで絨じゆう毯たんへ投げ出され、もう片方は壁まで辿たどり着いて、軽音と共に跳はね返った。

「貴弘、拾ってらっしゃい」

　続く景子さんの『言いつけ』を、貴弘さんは判断を挟はさまないで実行に移す。小走りで箸を回収し、切っ先に絨毯の繊せん維いをまとわりつかせたそれを、僕の前へ改めて並べる貴弘さん。そして、感想と事後処理を省いて次の仕事に取りかかる。

「躾しつけが行き届いているでしょう？」飼かい犬と飼い主、両方を兼けん任にんした息子を自慢する景子さん。

「……そうですね」良し悪しは問わずとしても。

「学校ではなかなかこういった教育をして頂けませんので、親である私達が責任を持って育児に励はげんだのですが……どうでしょうか？」

「どう」しようもない「けいさえ覚える家族の絆きずなですね」

　景けい子こさんは僕の噓うそな方便に、自尊心を塗まぶした一いつ笑しようを生む。

　呆あつ気けに取られているのは伏ふし見みだけで、大おお江え家の他ほかの方々は、違い和わ感が滲にじむほど無反応だった。

　次に流れとして、配はい膳ぜんの役目を終えて瘦やせ女の子の隣となりに滑すべり込む奴やつに目がいく。視線と空気から、億おつ劫くうそうに女の子は瞼まぶたを閉ざす。

「大江桃とう花か。今年で十六になる、ウチの末すえ娘むすめです」

　そう説明されてから、桃花は頭部を簡素に搔かく。授業参観に化け粧しようの濃こい母親が訪おとずれた時のように、気き恥はずかしさをごまかしているようだった。

　その後、桃花の自前の口が開き、相そう互ご理解に努める気はまるでない調子で僕を表現してきた。

「あんたはあれでしょ、母さんから話聞いたけど、なんかの犯罪者」

　その語り口には侮ぶ蔑べつも拒きよ絶ぜつもないので、『君、高校生？』と身分を質問されているような感覚だった。だから僕は「そうだけど」と淡たん泊ぱくに反応して終しゆう了りようだけど、伏見は自分のことと錯さつ覚かくしたように憤ふん慨がいする。先さき程ほどまで目立っていなかったから、その鬱うつ憤ぷんをついでに晴らしているのかもな、なんて他ひ人と事ごととして動向を見守る。

「何よ」と真っ向から伏見と睨にらみ合う桃花。微び妙みように怯ひるむ伏見。同年代が相手のはずなのに、まるで年下の少女が財さい布ふの中身を強引に貸し付けさせられているようだった。

「ていうか、そっちのあんたは誰だれなの」

　食しよく卓たくでのご挨あい拶さつ、三人目にしてようやく伏見が存在に触ふれられる。桃花は乱暴な口調ながらも、実は親切さんなのかも知れない。

「………………………………………」

「……あんた、喋しやべれないの？」

　手帳に名前を書き忘わすれた伏見では名乗れない。消していなければ異常繁はん殖しよくした『ゆゆゆゆ』の文字群が手帳に取り残されているだろうけど、切れ目のないあれでは自己紹しよう介かいに不便だな。

　そして桃花は、それを誤解する。元の顔つきが柔じゆう軟なんな所せ為いか、少し困った表情の方が似合うし、自然だった。

「あーその……悪かったわね」

　バツが悪そうに、実は何もない非を謝罪する桃花。

　伏見もただ無口な自分が一方的に謝られて居心地ごこちが悪いのか、しきりに僕を横目で頼たよる。

「……伏見柚ゆ々ゆ、だよ。少し照れ屋さんなんだ」

　隣りん家かの人間だよ、とは何な故ぜか情報を開示しなかった。既き知ちの情報かも知れないけど。

「あ、そ……」と腑ふに落ちない眉まゆと目つきで、伏見を見つめる桃花。

　こうして桃花と伏見の話が気まずさを生んで終了し、次に桃花の隣に座る瘦せ型の女の子が挙手する。この子は、自己紹介に励はげむ気のようだ。

「ぼくは茜あかね。さっきのおねえちゃんとおにいちゃんでしょ、よろしくね」

　一いち人にん称しようにぼくを用いる女の子が、細身の体格を余すところなく駆く使ししたように快活な声をあげる。色素の希き薄はくな前まえ髪がみを額ひたいで揃そろえてあり、活発に揺ゆれ動く眼球と合わさって子供らしさを演出している。ん、演出？　うーん、演出だな。本人が自覚しているわけではないだろうけど。

　ただ多少気になるのは、おねえちゃんで僕を指差し、おにいちゃんで伏ふし見みに指先が移ったところだ。近眼でなければ、あの目は節穴ということになる。おいたわしや。

　うぅむ、伏見と顔を見合わせても解決しそうにないし、ここは景けい子こさんに頼たよるか。

　景子さんを二人でジロジロすると、あまり間を空けずに解説役として機能してくれた。

「その子は次女なのですが、色々なものを反対に覚えてしまっていて……親としてお恥はずかしい限りです」

　こちらは教育に問題があったと認め、赤面する。当の茜あかねは「なにがー？」と首を傾かしげている。次女、つまりこれが末女である桃とう花かの姉なのか。ということは、少なく見積もって伏見や長なが瀬せと同い年。……うぅむ。どれだけ砂糖と蜂はち蜜みつ漬づけな教育を施ほどこせば、こんなのが成せい熟じゆくするのだろう。

　しかし、逆。ということはつまり、僕が誠実、清せい楚そ、××くるしい美少女……噓うそだけどと告げる以前に、想像するだに目眩めまいと嘔おう吐とを招きそうになったけど、つまり男子にちやほやされる毎日を送るプチ留年女子高生で、伏見は胸が薄うすっぺらな男子高校生に……こっちは普ふ通つうだな。決して伏見の特とく徴ちようが胸部にしかないと、そう人権を卑いやしい方面に侵しん害がいしたいわけではないので、まだ石は道みち端ばたに置いて頂きたい。誰だれに言い訳しているのやら。

　或あるいは年ねん齢れいが逆で、僕は八十一歳さいのおねえちゃんすぎる奴やつに見られているとかでも面おも白しろい。うむ、興味が尽つきない。時間が許すなら、あの子で色々と試ためしてみよう。フィクションだけど。

「んー？　ぼくに笑いかけて……惚ほれたの？」

「またまたご冗じよう談だんを」茜あかねは笑い話めいているけど、隣となりで睨にらむ伏見はどうも本気の目つきだった。

　何だこいつは、伏見にこそ「僕に惚れてるのかな」とからかってやりたくなる。

　さて、最後。この屋や敷しきの十人目だ。

　僕の顔を女に変えて髪を伸のばし、服装をお祭り気分に統一したような虫系の奴が控ひかえていた。

　目が合って、そいつはティッシュの空箱みたいに使い道のない笑え顔がおを振ふりまく。

「私は、大江湯ゆ女な」不吉さを加速させる名前だな。「そして、貴方あなたは？」

　何かの犯罪者だろ、と軽口で返したら自じ虐ぎやく的だと思われるのも癪しやくなので、少しは頭を捻ひねる。

「僕は……」まず、現在使用している名字だけ名乗っておいた。

　爽さわやかな好青年として印象づけようと声に装そう飾しよくを凝こらしたが、瞼まぶたの裏側がわに蛍けい光こう塗と料りようを塗ぬり込むのを失念していたので、容姿と嚙かみ合わずにちぐはぐな自己紹しよう介かいとなってしまった。噓だが。

「……どうするかな」と首を搔かく。

　そんな僕への救いの主は、足取りまで間延びしていた。

「お待たせしましたぁ」

　菜な種たねさんが厨ちゆう房ぼうから慌あわて気味に現れて、硝子ガラスの器に盛りつけられた刺さし身みを各自の前へ置く。そして貴たか弘ひろさんがトレイで運んで用意したのは、湯気が朦もう々もうと上がる熱々のクリームシチューだった。皿の縁ふちまで、満潮の海岸のように濃のう厚こうな液体が満ちている。俗ぞく称しよう、てんこ盛り。

「………………………………………」沈ちん黙もくを評価とする僕。この短時間で、煮に込みきれたのか？

『わくわく』と手帳を振ふりかざして海産物を見つめる伏ふし見み。シチューは眼中にないのか見なかったことにしているのか、どちらかを選せん択たくしたようだ。

　そんな僕らの間に首を突つっ込み、菜な種たねさんが小声で弁明する。

「奥様はこれとカレーしか作れないのでー……すみませんねぇ」

「いえ……」じゃあ刺さし身みを明日に回せばいいのに、と愚ぐ痴ちれるほど、僕はこの家の主人をやっていないので曖昧あいまいに受じゆ諾だくする。伏見は初めから気に留めていないようで、無反応を貫つらぬく。

　奥様の擁よう護ごを終えた菜種さんは反時計回りに歩き、その奥様の下もとへ向かう。

「ちょっと失礼しますねぇ」と景けい子こさんの両手を取り、目を凝こらして眺ながめ回した。

「意図が見えないけれど、私の手に用？」柔やわらかい口調と細目で使用人の無礼を尋たずねる。

「いえ、ナイフが一本足りませんので、奥様が握にぎったままなのではないかとぉ」

「菜種じゃあるまいし、そんなことあるはずないでしょう」

「それもそうですねぇ」

　あっさり納なつ得とくして引き下がってしまった。今度は時計回りで主人の背後を通らないようにして、潔きよしさんの隣となりの席まで移動し、食しよく卓たくを囲む十人目として腰こしかけた。

「では、頂きましょうか」

　景子さんの合図で箸はしを取った人間が八人、スプーンを握にぎったのが僕を含めて二人だった。大おお江え家の皆みなさんは、正直な反応をなさるものだ。恐おそらく、味の順位から導かれる結論なのだろう。

「頂きます」「いたぁだきます」「いただきます」「いったーきます」「頂きます」景子さんが合がつ掌しようし、それに合わせたのは菜種さん、湯ゆ女な、茜あかね、貴弘さんだった。他ほかは無言で箸を伸のばし出す。

　僕は折角なので、赤くはないシチューをまずは一口、味見してみた。……ごふ。

「××君」

　シチューに砂じや利りが混じっているかと錯さつ覚かくするほど、僕の中で心の砂が暴れた。気安くも、厳おごそかにも卒業証書授与の際にも名前を呼ばないで頂きたいものだが。

「……はい、何か」

「探し物がまだ見つかってないのでしたら、今晩は是ぜ非ひお泊とまり下さい。そして、明日にまた探せばよろしいかと」

　食事の次は宿泊のご招待だった。周囲、取り分け耕こう造ぞうさんと潔さんが景子さんの言動を暴挙と捉とらえて、険しい視線を来客に投とう擲てきしてくる。

「そこまでは流石さすがに、厚かましいので」お泊まりセットも用意しておりませんし。噓うそだけど。

「いえ、お話を伺うかがうのはとても今日だけでは満足出来ないと踏ふんでいますので」

　景子さんが、自身の都合による誘さそいであることを主張する。ついでに自作のシチューを啜すする。

「事件のあらましではなく、中身を構成する貴方あなたの、その時に芽生えた想おもいを是ぜ非ひ享きよう受じゆしたいと、それが私の夢想するものでしたので。お付き合い願えませんか？」

　掬すくい上げたスプーンの切っ先を傾かたむけ、シチューを零こぼしながら景けい子こさんが無む垢くに他人の傷を求めてくる。誰だれがそんなことを人に語るものか。大体、当の本人も気持ちなんか全すべて保存してるはずがない。心や感情は劣れつ化かすることが前提の、生ものだ。プラスチックには加工出来ない。

「……そう、ですね……」日和ひより見みしつつ、眠ねむ気けに翻ほん弄ろうされる意識と瞼まぶたを、舌を嚙かんで叱しつ咤たする。

　今晩、仮にこの申し出を断った場合はどうするか。

　まず、叔お父じと叔お母ばの所へ帰るのは選せん択たくにない。お小言はもう少し、平静な状じよう況きよう下で受け流したい。マユのいないマンションに帰るのも、眼中にはなし。

　第三の選択として伏ふし見みの家に寝ね泊とまりするなど誰だれも許すはずがなく。

　そして、探たん索さくしきれていないのも確か。次にこの屋や敷しきを訪おとずれても、快く歓かん迎げいされるとは限らない。こうなると、選択肢しの狭せばまりによって息苦しくなっていく。

　二日ぶりに食事を取っていると、張りつめていたものが解けていく。

　操あやつり人形の糸が細く、研とがれていくように。

　既すでに抗あらがい難がたくなってきているのは確かだった。

　眠ねむ気けやその他の感覚も復帰し出して、却かえって行動に制限がかかる。

「……すみません、ご厚意に甘えさせて頂きます」

　マユが心配というか、顔をそろそろ見ておきたいと思う。だけどこの屋敷で気になる点はまだあるし、何より手ぶらで戻もどっても僕の機能が停止している事実は覆くつがえせない。

　僕の受け入れに対し、景子さんが握にぎり拳こぶしを肩かたの高さに創生して、歓かん喜きを表明する。

「いえ、こちらこそワガママのご提案を受け入れて頂いて、感謝の念が募つのるばかりです。そちらのお嬢じようさんは、どうされます？」

　言葉の締しめは疑問系を使用してはいたけど、その口調には『当然泊とまりですよね』と意思の操作を促うながす高圧の態度が、表立って飾かざりつけられていた。

　食事に集中していた伏見に、僕と景子さんの視線が集つどう。醬しよう油ゆの小皿に鮃ひらめを落としてから、与あたえられた選択に伏見の眉まゆが寄る。僕に横目で決定権を預けようとしてくる。

「これは自分で決めるべきだよ、部長」

　僕に言われて、醬油を水の代わりに啜すすりそうなほど熱中して思案に暮れ、結局、伏見は首を斜ななめに下ろした。本人としては保留の意を示したかった可能性もあるけど、景子さんは「良かった、決まりね」と即そつ決けつしてお泊まり会の決定を喜び勇んでしまった。

「菜な種たね、食事が終わったらお二人を空き部屋に案内してあげて」

「あ、ひゃい」と口から舌の延長みたいに鮪まぐろを垂たらして返事をする。僕とマユのように、主従関係は際きわ立だっていないようだ。仲のいい先せん輩ぱい後輩といった二人である。

「それで、お味はどう？」

　景けい子こさんが固かた唾ずと握にぎり拳こぶしを同時に飲み込みそうな気負いで手料理の評価を求めてくる。

　最初に尋たずねられなかった耕こう造ぞうさんが仏ぶつ頂ちよう面づらになっているのは、果たして僕の所せ為いだろうか。

　……しかし、味の感想ねぇ。うーん、

『このシチューを作ったのは誰だれだぁ！』ってところなんだけど、どう取り繕つくろったものか。







　僕と景子さんばかりが喋しやべり倒たおした夕食会を終え、質問攻ぜめに遭あった静まらないお茶会を二時間以上こなして、その後にようやく宛あてがわれた部屋は、二階への階段を上のぼって最も寄よりに位置していた。左に曲がって二十秒かかっていない。欠伸あくびをしつつ案内されて、菜な種たねさんが扉とびらを開く。手を伸のばし、電でん灯とうを点つけた。既すでに九時過ぎなので、通路も電灯が全員、起き床しようしている。

「えぇとぉ、テーブル等はお入り用ですかぁ？」

　他ほかの空き部屋と同様に、殺風景に漂ひよう白はくされた部屋を覗のぞき込みながら要望を尋たずねてくる。「あ、いえ。大だい丈じよう夫ぶです」と途と中ちゆうだった欠伸を嚙かみ殺し、気き遣づかい無用の意を告げる。

「そうですかぁ。何かありましたら、後で言われましても困りますので、ご容よう赦しや下さい」

　丁てい寧ねいな言い方でアフターケアの不備を仕様とすることを飲まされた。問題の一つや二つ、創意工夫でどうにかする旨むねを伝えて頼たのもしさを演出する、予定だったけど確定ではなかったので無期延期となった。もし机がないのに地じ震しん訓練が突とつ如じよ始まったら、どう参加すればいいか思いつかなかったので口を噤つぐまざるを得なかったのだ。みんな纏まとめて噓うそだけど。

　菜種さんが下げていた頭を定位置に復帰させ、朝でも風ふ呂ろに入れるからと胸に抱かかえていたバスタオルを僕に渡わたしてから、伏ふし見みに身体からだの向きを調整した。

「あ、ではそちらの……お名前はぁ」「伏見柚ゆ々ゆですよ」と僕が泥どろ船ぶねを出航させる。

　伏見が一いつ瞬しゆん、僕に流し目を送り、その後に菜種さんの指示を待つ。

「ではぁ、お部屋に案内しますので……」

　ついてこい、と暗あん黙もくに命令を出して廊ろう下かを進んでいく。

　伏見は、僕から離はなれる前に、予あらかじめ用意してあった手帳のページを開いた。

『おやすみ』「ん、おやすみ」

　満足げに顎あごを引く。そして消しゴムを引っ張り出しながら、菜種さんの背中を追走していった。僕は伏見が一度振ふり返るまでは見送り、その後に部屋へ入った。

　部屋にはベッドしかなかった。なので、ベッドを有効活用した。

「さて、ベッドの下に……」手元にバスタオルぐらいしかなかったので、仕方なく隠かくしてから寝ね転んだ。何が仕方ないのか、自分のことながら道行く人に問い詰つめたいぐらい不ふ明めい瞭りようだけど。

　寝苦しい、安物の寝しん台だい。床ゆかにごろ寝ねした方が体重に悩なやまされないのではと天てん秤びんが揺ゆらぐ。

　それでも、眠ねむ気けには襲おそわれる。シーツに成分が染み込ませてあったかのように、僕を侵しん食しよくする。そういえば、これで二日間は眠っていない。眠気はあったけれど、横になっても落ち着かず苦痛を感じるほどだったので、夜の街を歩き回ったりして時間の浪ろう費ひに尽じん力りよくしていた。僕にしては危機感と焦しよう燥そう感を合わせ技わざで抱かかえている状態で、その上に空腹も重なっていた所せ為いか。

　空腹になると、五感が強まる。特に、嗅きゆう覚かく。人間個人の臭においが感じ取れるまでになる。

　だから、昔々。捻ねじられた階段を下りてくる親おや父じの臭いも嗅かぎ取れるようになって、恐きよう怖ふを自分で製造しては背負い込んで、自じ滅めつしかけていたなぁ。

「………………………………………」

　そんな風に何かうだうだと思考している間に、身体からだは就しゆう寝しんしてしまったみたいだ。

　指と瞼まぶた、ついでに口も店じまいだった。二十四時間営業の偉い大だいさが分かるというものだ。

　明日は、この屋や敷しきの捜そう索さくにどんな形であれ見切りをつける。

　そう決めてから、このまま意識だけ取り残されても退たい屈くつなので、追つい随ずいして眠ねむることにする。

　早はや寝ね大好きなまーちゃんの気分が、少し身に染みた一日の終わりだった。







　翌朝の目覚ましは、鮮せん烈れつだった。

　耳をつんざく破は裂れつ音が、距きよ離りを摑つかみかねる位置で鳴り響ひびいた。

　クラッカーか、競技開始を告げる音……にしてはまだ、窓からの朝日が眩まぶしすぎるので、寝ね惚ぼけた頭を振ふって起き床しようする。寝ね癖ぐせのついた髪かみを指で弄いじりながら起き上がり、寝起き特有の頭痛に顔をしかめながら、まず何を考えればいいか考えてみた。もう一度、軽い破裂音。

「……あ、そういえば昨日、風ふ呂ろに入ってないな」

　ベッドの下へ手を入れ、秘蔵のバスタオルを取り出す。環かん境きように影えい響きようされない性格なのか、色気は特に増加されていなかった。そこで関連してマユに思考が飛んだけれど、仮に僕が裸ら婦ふ画がの写真集や映像を所持していたら、まーちゃんはどんな対応をするのか。焚たき火びのネタか、一刀両断か。あ、三度目が遠くで鳴った。……銃じゆう声せい？

　それにしても、マユかぁ。実は既すでに、独ひとりでに治りましたとか報告されねぇかなぁ。

「ここ、昼ぐらいまでもう一回探してみて……それから先生に連れん絡らくしておくか」

　一日限定で春休みの生活時間割を作成して、目を擦こする。

　しかし、どうして僕は新しいけど希望のない朝をこんなに早く迎むかえないといけなかったんだ。

　疑問の原点に立ち返る。騒そう音おんの所為で目覚めを促うながされたことまでは納なつ得とくする。

　けれど別に僕の寝言だったわけでもないし、出で張ばる必要はまるでない気がした。

　この家に関連する出来事だったらその内、騒さわぎが伝わってくるだろう。

　そう楽観して、とにかく一風呂浴びることにした。朝風呂は、マユと再会した時以来だ。







　風呂に浸つかってから二十分ほど経過して、絹を引き裂さくというより丸太を空手チョップで粉ふん砕さいしたような悲鳴があがっても、僕は部屋で待機していた。浴場の扉とびらについて多少の不満を覚えながら、濡ぬれた髪かみをタオルで拭ふく。今のは菜な種たねさんが全力で雄お叫たけびをあげたような金かな切きり声だったけれど、腰こしを上げる動機には成り得ない。

「銃じゆう声せいがして、悲鳴が響ひびいて……朝から映画村、春の陣じんな気分ですな」

　たとえ大おお江え家の平へい穏おんを揺ゆるがす大事件だったとしても、僕に何の関係があるというのか。

　もしあるというなら、勝手に相手から迫せまってくるだろう。その前には逃にげるとしよう。

　やがて、十じつ分ぷん近くの間を置いてから、扉とびらは規則的な鳴き声をあげて、仮の主に来客を告げた。

　……強気に言い放ってはみたけど、本当に事件が僕を訪問しに来たらどうするかな。

「どうぞ」と、相手を特に確かめないまま、招き入れる。訪おとずれた奴やつも中の人間が誰だれか探りを入れないまま、踏ふみ込んできた。それは予想外の人物だった。初めから別段に想像していないので、誰だれが来ても僕は驚きよう愕がく出来たわけで大変にお得な心構えである。噓うそだけど。

　昨日と別の浴衣ゆかたを着た大江湯ゆ女なが僕の前まで躊躇ためらわずに突つき進んできた。頭にはナイトキャップまで被かぶって、空前絶後に似合わない。僕が『みーくんねー』とか言い出すようなレベルに致ち命めい的だ。いや、実際は似合っているのだが、まるで僕が被っているようで肯こう定ていし辛づらい。

「「おはよう」」……いや、これは被っていい。うん、仲良くご挨あい拶さつだ。

　げほげほ、咳せきではなく噎むせ込んでから、湯女が殿との方がたの部屋へ入室した目的を果たし始める。

「さっきの銃じゆう声せいのような音、貴方あなたも聞いた？」

　さして気負いもなく、『さっきのテストどうだった？』と同格の尋たずね具合だった。

「うん。あれは寝ね起おきの良くない目覚ましだな。その上、近所迷めい惑わくでもある」

　でしょうね、と湯女が横目に逸そらしながら独ひとり言ごとをぼやく。

「先さき程ほどの菜種の悲鳴も？」

「やっぱり菜種さんだったのか。僕も日本語のヒヤリングには自信が持てそうだ」

　試験の点数には影えい響きようなさそうだけどな。現国は毎回、中間をうろついてるし。漢字の書き取り問題が削さく除じよされたら、マユと一いつ緒しよに仲良く補習、あ、出来たわけか。僕もまだ思し慮りよが浅いなぁと負の方向に反省しつつ、話し相手の視線が訪れるのを待っている湯女を見上げた。

　湯女は『おせーよ』という不満を隠かくしながらのっぺらぼうみたいに微笑ほほえみ、「そこまで分かっていても」と前置きした。それから何ど処こか揶や揄ゆするように、

「それでも貴方は湯船に浸つかってビバノンノンに極ごく楽らく極楽で朝寝朝あさ風ぶ呂ろな江戸っ子気取りに幽ゆう体たい離り脱だつしていたのね？」

「身体からだは健康な男子高校生が風呂を覗のぞく以外の用法で利用していたということにまず感心してほしいところなんだけど」と嘯うそぶいてみる。

　そうね、と淡たん泊ぱくに肯こう定ていの皮を被った、流しの返事をする湯女。

　呆あきれではなく、お眼鏡に適かなった人材を喜ぶような愉ゆ悦えつが表情を象かたどっていた。

「では、そんな貴方の腰こしとお尻しりを月面仕様に変えてみせましょうか」

「というか、初めてきみと意思を疎そ通つうさせている気がするよ」

　今までは、ただのツーリングだったからな。

　湯ゆ女なは「ええ」と出で涸がらしのお茶より何も満たされない笑顔で、一いつ拍ぱく置きながら、

「お母様、大おお江え景けい子こが庭で死んでいることを伝えに来たの。貴方あなたも見に来る？」







　二階から早足で階段を下りて、一階の通路に出る。ここから左手に進めば広間と玄げん関かんの方面へ進むけれど、湯女の行く先は右折だった。僕も続く。左右に計六つある部屋を通り過ぎてから、正面の壁かべに突つき当たる。そして迷うことなく、枝分かれした通路を左へ曲がる湯女に従い、僕らは『死体』の見える窓に到とう着ちやくした。

「呼んできました」

　耕こう造ぞうさんに声をかけ、湯女も窓の付近の集団に紛まぎれ込む。すると、僕を除のぞいて勢せい揃ぞろいしていた面々から伝わってくる緊きん迫ぱく感が、ナイトキャップで中和されてしまった。迷めい惑わくな奴やつである。

　伏ふし見みが窓まど際ぎわから、僕の下もとへ駆かけ寄ってくる。顔素材が随ずい分ぶんと青色気味に変へん更こうされている。朝の挨あい拶さつも省いて、ぶんぶんと左右に首を振ふったり、僕の腕うでに縋すがったりと、手帳を駆く使しする余よ裕ゆうも失っていた。

「見ない方が、よかった」と素す直なおに嘆なげく伏見。

「……だろね」その下へ傾かたむく頭を撫なでながら、周囲を観察する。

　鉄てつ格ごう子しつきの窓の周囲には耕造さん、潔きよしさん、貴たか弘ひろさんに桃とう花かが四者一様の表情で群がっている。腰こしを抜ぬかした菜な種たねさんは壁かべ際まで後退し、茜あかねは暇ひまそうに、教師の長話が早々に終わるのを待っている学生みたいな態度で集団から一歩引いていた。そして、湯女は細めた眼球で窓を睨にらむ。

　僕から離はなれない伏見を右手であやしつつ、窓に寄って、風景と、窓を見聞しておく。

　窓は開け放たれて、換かん気きの態勢を整えていたけど果たして今、外の空気を取り入れることは得策なのだろうか。僕は大江家の人間ではないので、是ぜ非ひの意見については保留した。

　見える景け色しきの位置としては、裏庭か。窓の格子の一カ所には、溶とけたような削けずり跡あと。

　その先には、花も咲いてないのに一部が朱しゆ色で艶つややかな草むらに俯うつぶせで倒たおれ伏ふしている女性。

　……ここからだと正直、完全に死亡しているか判別つかないな。

　微び風ふうに身を任せて、集団で一つの流れを形作っている雑草の群れ。

　その根本に僅わずかながら存在を覗のぞかせる、赤茶色の土。

　それと内部を隠かくし通す為ためにあるような高々とした塀へいが、死体を日常に溶け込ませていた。

　何な故ぜ、皆みなは外に出てアレの生死をもっと間近で確かめようとしないのか、僕は湯女にここへ連れてこられたのか、ふとした疑問が頭上より舞まい降りる。けど今は、単独行動や不用意な発言で場をかき乱す状じよう況きようとはかけ離れている。疑念は、留保だ。

　まぁ仮に、死体であるとして。

　ここに九人揃そろっている以上、残り一人が消去法で死者に選ばれることとなる。

　つまり、湯ゆ女なの報告通り、大おお江え景けい子こさんだ。

「………………………………………」

　悪意にストーカーされていそうなあの子は、この場にいないはずなんだけど。

　また、僕の目の前で人が死んでいた。

　噓うそでしょ、と桃とう花かあたりが呟つぶやくのを聞いて、ふと、納なつ得とくすることがあった。

　そういえば、エイプリルフールは昨日で終わっていたのだった。
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　自然と、僕らは食しよく卓たくを囲んでいた。

　景けい子こさんの死体（疑ぎ惑わくつき）を発見してから一時間と経たっていない、朝日が通勤途と中ちゆうの時間帯でも気温は既すでに生暖かい。それは有り難がたかったが、その意思を伝えるべき手て頃ごろな相手が室内にはいそうもない。夫である耕こう造ぞうさんは口元と目を引き締しめ、無言を貫つらぬいている。その隣となりの貴たか弘ひろさんは腕うでを組み、目を閉じて、耕造さんと一席空けて腰こしかける潔きよしさんは全員の顔色を探って、居心地ごこちの悪い空間に眉まゆ根ねを寄せている。潔さんの左には、テーブルの木目を睨にらみつけて俯うつむく桃とう花か。続く茜あかねは足をぶらぶらさせて退たい屈くつそうにしている。時折、僕と目が合うと、にこっと歯並びの良さを明示するようにあどけない笑え顔がおを浮かべる。菜な種たねさんは今、キッチンで飲み物の用意をすると告げて空席となっている。

　そして向かい側がわに座る湯ゆ女なと、隣りん席せきの伏ふし見みは僕を見ていた。一方は出来損そこないに微笑ほほえみ、一方は怯おびえを隠かくさず。僕は左目で伏見を安心させ、右目で湯女と火花を散らすことに心を砕くだいていた。

　噓うそだけど。試ためしてはみたが視神経が引きつるので、大人しく交こう互ごに見つめ合うことにした。

「………………………………………」

　予想外の事態が発生して足止めを食っていることに、舌打ちが出そうになる。ただそれは、キッチンから硝子ガラスが落下した際の効果音に流される。八人の視線がキッチンに集つどうが、誰だれも腰を上げない。そして、すぐに目線は各自、定位置に復帰する。

　死体を発見しただけなら何も、家族会議のように円卓を囲む必要はない。日本には警察がいるし、ここは絶海の孤こ島とうでも雪山のペンションでもない。

　しかし、景子さんの死に乗じるように次々と用意された問題は、僕らに頭を突つき合わせることを強要してきた、かも知れない。少なくとも、僕と湯女、茜、それに貴弘さん以外は危機感との直面に対する緊きん張ちようが、表舞ぶ台たいで脚きやつ光こうを浴びていた。

　食卓には時計の音ぐらいしか娯ご楽らくがないので、正直、僕も茜同様に退屈を持て余していた。だが、ここで伏見に庭でも出てバドミントンしようぜと持ちかけるのは得策ではない。茜も参加を表明し、三人という中ちゆう途と半はん端ぱな人数を改善すべく更さらなる勧かん誘ゆうを強行し、場の空気から完全に酸素を奪うばい取ってしまうからだ。噓しか言えないのか、僕は。さもありなん。

　そもそもその庭、というか死体の側そばに行けなくて困ってるわけだし。

　とにかく今はまだ、反感を大量購こう入にゆうする時期じゃない。

　何せ暫しばらく、ここでの生活を続けなければいけないのだから。

　厨ちゆう房ぼうの扉とびらが開く。菜種さんが、煎せん餅べいと緑茶の足場になりそうな柿かき色の和風な盆ぼんにコップを載のせて戻もどってきた。

「ごめんなさい。コップを一つ落として、しまいましたのでぇ、掃そう除じに時間がかかって……」

「えー、ぼくのやつ？」と茜あかねが空気の中身を変化させるほどの、突つき抜ぬけた明るさで菜な種たねさんに確かく認にんする。菜種さんは一度、キッチンの中を振ふり返ってから、

「えぇとぉ、確か桃とう花かお嬢じよう様のです。すみません」

　そう言って、桃花に頭を下げる。桃花は無言で、顔も上げようとしない。

「んー、なら良し」

「良くないわよ……」と姉に対しては静かに反応したが、茜は取り合わなかった。

　菜種さんがまず耕こう造ぞうさんの前にコースターを敷しき、その上に水入り硝子ガラスのコップを置く。

　菜種さんは硬かたい笑え顔がおで食しよく卓たくを一回りして、九人分のお冷やを並べていく。僕の前へ置く時、その手が僅わずかに震ふるえを帯びていることに気付いたが、会え釈しやくだけ返した。

　コップを手に取り、水を口に含ふくんで、舌で転がす。レモンも、力も成分に含ふくまれていない水道水だった。井い戸ど水の方が美う味まいな、とそれぐらいしか誇ほこれない田舎いなか者は、ここぞとばかりに優ゆう越えつ感を口こう端たんに宿らせた。まぁ、噓うそだけど。正直、大差ない。

　コップをテーブルに戻もどして、ふと周囲を見ると水に口をつけたのは僕と茜だけだった。耕造さんや桃花は、僕と茜をやぶにらみするだけで、手は働こうとしない。どうもその視線から察するに、毒味役を買わずとも出た僕らの反応を窺うかがっているようだ。そして全く無警けい戒かいに口をつける僕を訝いぶかしむのか呆あきれているのか、決して良好な意味合いではない態度で観察している。潔きよしさんは流石さすがに妻を疑うことはないが、雇やとい主ぬしである大おお江え家の主人が妻の運んだ水に疑ぎ惑わくを持っていることで、平和な気分ではいられないのだろう。目が忙せわしなく、左右に反復運動をこなしている。

　貴たか弘ひろさんは瞑めい想そう中のままで、湯ゆ女なに至っては『ワタクシはアップルチーしか飲用しませんの』と言わんばかりに瓦が解かいした笑顔を保っている。こういう余よ裕ゆうを気取った登場人物は、第二の犠ぎ牲せい者となる確率が高い（気がする）。そこさえ潜くぐり抜ぬければ最後まで生存する可能性は飛ひ躍やく的に上じよう昇しようするだろうから、別に頑がん張ばらなくていいので声せい援えんはなしだ。恐おそらく、向こうも僕に団どん栗ぐりが背比べの為ためにイタチごっこするが如ごとく不毛な、同様の第二印象を持ち合わせたはずだから。

　いやはや、人工ドッペルゲンガーとの対面は、自前の心のあら探しに等しいな。

　……ふと思ったが、ドッペルゲンガー自身も、自分と出会ったら死期が近いのだろうか。

　伏ふし見みは、水どころではないようだった。『いないいないばー』とかやったら即そく座ざに泣き出しそうな脆もろさが表情に浮き出ている。やった本人も違ちがう意味で涙るい腺せんが崩ほう壊かいしそうだけど。

「あのぉ、私が全部、口をつけましょうか？」と、潔さんの隣となりに座り直し、場の空気を呼んだ菜種さんが提案する。「いや、いい」と耕造さんが手で制し、一いつ拍ぱく置いてからコップを手に取る。コップを傾かたむけ、半分ほど喉のどへ流し、それから引きつった笑顔が生まれる。

「気を悪くしないでくれ」と耕造さんが菜種さんに断りを入れる。

「今ここに座っている人間の誰だれかが、殺人犯である可能性は極きわめて高い。神経質になることも無理からぬことだと思う」

　数人の視線が、耕こう造ぞうさんに集つどう。僕は、耳と脳だけ反応させるに留とどめた。特に口は自重。

「そんな、人殺しなんて、ええ、この中に、ええ……」

　潔きよしさんが頓とん狂きような声をどもらせながら、否定の願望を露あらわにする。

　先さき程ほどから家族間で、毒に思いを馳はせるのはそういった理由に基づいていた。

　しかし今の耕造さんの物言いはまるで、自身は神経質という小心の枠わくから外れているようだったな。重い内容を軽々しく口にすることで、さも余よ裕ゆうがあるように振ふる舞まっているのが透すけて見えるようでは、逆効果な気もするけど。彼はこの場で発言が優先される権利、その他の人物の態度や立場を仕切る権利、最後には頼たよられる権利、統とう括かつして主導権を握にぎりたがっているのが見て取れる。

　家の主人なら堂々としていれば、自然とその地位を獲かく得とくしそうだが、それなりの思おも惑わくが渦うず巻いているのだろう。

　だがそれなら、発言には気を遣つかわないといけない。

　当たり前のことを改めて、厳おごそかに言い直そうとするのは頭の回転が鈍にぶっている証明だ。

　聡そう明めいな発言を考えつく為ための時間稼かせぎに過ぎない。

　……当たり前か。何な故ぜその当たり前を取ったのか、過程は不明だな。

　あの鉄てつ格ごう子しの跡あとに、他ほかの意味を持たせたかったのかも、まだ憶おく測そくから逃のがれていない。

「さて、そろそろ本題に入りたい。いいだろうか？」

　耕造さんが仕切り屋を開店する。ん、僕らは話し合いを行う為に雁がん首くび揃そろえていたのか。

　朝食を待っている人間もいたと思うのだが。茜あかねに、それともう一人。そちらの方が、よっぽど健全な食しよく卓たくの使い方じゃないか。冗じよう談だんだけど。

「どれが本題なの？」と桃とう花かが心底嫌いやそうに、父親に突つっかかる。

「勿もち論ろん、景けい子こが死んだ、いや殺されたということだ」

　耕造さんが故意に言い直し、他殺を強調する。桃花はそれ以上口を挟はさまず、膝ひざ元もとに俯うつむく。

「それと、俺達が今後、この家でどう生活していくかもだ」

　トントンと、机を中指の第一関節で叩たたく。ふむ、僕からすればここはお屋や敷しきだが、耕造さんにしてみれば我が家なわけだ。意識の差が簡単に比ひ較かく出来て、少し面おも白しろい。

　耕造さんが語り出す前に、目についた不ふ謹きん慎しんへ喝かつを入れる。

「貴たか弘ひろ。お前はさっきから居い眠ねむりでもしているのか？」

　父親に言げん及きゆうされ、息子むすこは目を見開く。焦しよう点てんの飛んでいそうな眼球がさらけ出される。

「母さんに黙もく禱とうを捧ささげていました」

　貴弘さんは機械的に、正論を返す。相手に反はん撃げきの余地を与あたえない、遊びのない一言だった。

　耕造さんは決まりが悪そうに口を曲げる。への字を描えがき、もう少しの精進でやの字ぐらいなら形作れそうな歪わい曲きよくについ注目してしまう。

「……君、何か言いたそうだな」

　目の合った僕をダシに、恥はじ逸そらしを仕かけてきた。ここで僕が寡か黙もくな青年となれば、耕こう造ぞうさんの面めん目ぼくは過去に追いやられて誰だれも気に留めなくなる。仕切り直しが有利に可能だ。

　よし、だったら耕造さんが避さけている点に触ふれてみるか。性しよう悪わるな自分に正直でいこう。

「先さき程ほど、銃じゆう声せいがあったので凶きよう器きは拳けん銃じゆうの可能性も考こう慮りよしなければいけませんが、この家にそういった類たぐいのものを所持している人はいるのですか？」

　まさか、乾かん電でん池ち、湿電池に続く第三弾だん、滑かつ電池なんてどうかなぁと思し索さくしていたことを馬ば鹿か正直に話すわけにもいかない。その場凌しのぎの質問に、耕造さんの眼球が瞼まぶた越ごしにも反応したのを見逃のがさない。

　が、追つい及きゆうする暇ひまもなく横よこ槍やりが投とう擲てきされてきた。

「なんかさ、白々しい」

　そう突つっかかるのは、まるでそれが役目のようになりつつある大おお江え桃とう花かだった。

「白々しい？」その発言が何を意味するか理解しながら、容疑者らしくオウム返しを実行する。

「だってさ、どう考えても怪あやしいのはあんたとそっちの女じゃん。あんた達が来たら急に家族が死にましたって、疑わない方がどうかしてるよ」

　眉み間けんに皺しわ寄せながらも、今回が最も筋の通る突っかかりだった。

　昨夜、この屋や敷しきにいた十人の内、身内は六人、使用人二人、部外者二名。

　部外者を疑ぎ惑わくの目で捉とらえない方が、逆に疑わしいぐらいだ。が、それも出来すぎ「けど、それも出来すぎてる気がするのは私だけかしら」

　僕のマイナーチェンジ（相手からすれば逆だろうけど）が、助け船で攻せめ込んできた。桃花が険しくなりきれない瞳ひとみで湯ゆ女なを睨にらみ、静かなる姉きよう妹だい喧げん嘩かでも始まりかねない。間に挟はさまれている茜あかねは、舌で水の表面を舐なめようとコップに試合を申し込んでいた。こちらもつい、無む邪じや気きなのか犯人なのか、どっちかだなと微笑ほほえましい感想で見守ってしまう。噓うそだけど。

「この二人が来たのは何かの原因かも知れないけど、それ以上に価値と意味があるようにはあまり思えないの」

「じゃあ、アタシ達の誰かが母さん殺したって言いたいの？」

「懇こん意いであるからこそ、生まれる動機があるかも知れない。家族の絆きずなは否定の材料に苦しいわね、足あし下もとがお留守になりそう」

　くすくす、と声に出して無理矢理に笑う湯女。湯女というより魔ま女じよが相応ふさわしい。まるで、家族の絆なんてものを推すい理りに考こう慮りよする必要がないと、僕に見せびらかすように目元を歪ゆがめる。

　どうもこの二人の姉妹仲は、紙ヤスリの削けずり合いが表現技法に適する程度のようだ。

　互たがいに舌戦は水かけ論へ陥おちいる前に見切りをつけ、顔を逸らすことで労力の浪ろう費ひを抑おさえる。

　飛行機のエンジン音が過ぎ去った後のように、静まり返る食堂。

　僕は、発言者としてこの場を一歩は進行させないと駄だ目めなんだろうな。

「それで、拳けん銃じゆう的なものはあるんですか？」と本題に回帰してみる。

「ああ……」そこで口ごもりつつ、「俺が趣しゆ味みで買った拳銃が、金庫に仕し舞まってある」

　耕こう造ぞうさんが肯こう定ていし、同時に、自分の口からは言い出さなかった理由も露ろ呈ていさせる。一気に容疑者候補になりかねない事情で、銃刀法違い反はんは無視されているようだ。だけど、湯ゆ女なが言った出来すぎの観点からしてみれば、これまた、胡う散さん臭くささに保護される。

　それに、他ほかの大おお江え家の住人が目立った反応を表立たせないあたり、拳銃の個人所持は周知の事実みたいだな。

「では、拳銃が金庫にあるか確かめて、それから全員の身体からだと屋や敷しきを検査すれば犯人は特定出来る、かも知れないですね」

　最後は予防線を張って不確定を混ぜておいた。空き部屋にただ放置されていたら判別は無理だし、誰だれかの自室にあったとしても、その誰か以外が細工として放ほうり込んだという線もある。そして何より、隠かくすなら徹てつ底ていして見つからないように尽じん力りよくするだろう、と言いながら気付いた。

　後、屋敷内にいる人間以外の第三者が拳銃を使用して殺害した……或あるいは、金庫から窃せつ盗とうして、景けい子こさんを撃うった……は無理があるか。鉄てつ格ごう子しの削けずれた跡あとや、内側の壁かべにない弾だん痕こんが、内部から発射したことを示している。……そもそも、景子さんが拳銃で撃たれたかどうかも、まだ確定していないか。

　耕造さんが『俺がそれを今言おうとしたんだ』と暗に目で訴うつたえ、非難してくる。自分の妻が殺害されたという自覚が、まだ発芽していないのだろうか。

　……それもあり得るな、あの死体では。あれは少し、遠すぎる。

　耕造さんが僕への独行な糾きゆう弾だんを不満げに取り下げ、纏まとめ役を演じる。

「後で、みんなで拳銃は確かめるとして、とにかく、景子は、殺されてしまった……。そして、もう一つの問題は、玄げん関かんだ」

　こちらの方が失われた人命に対してより、言い方に重々しさが含ふくまれていた。

　それも当然で、こちらは現在進行形に身を危険に蝕むしばむのだから、耕造さんも他ひ人と事ごとではない。

　そう、更さらなる問題として、玄関が封ふう鎖さされていた。

　扉とびらに電子ロックがかけられ、スイッチは破は壊かい、持ち手も省かれて、外出禁止となっている。だから窓から景子さんを眺ながめる必要があったわけ、と死体を見た後に湯女から説明を受けた。

　そして、その堅けん牢ろうさと状じよう況きようの絶望を、実際の現場で朝方に確信してきたわけである。

　早い話が、閉じ込められたという現状を確かく認にんする為ために。







　草むらに奔ほん放ぽうに寝ねそべる景子さんを一通り眺めて、放心する時間が終しゆう了りようして。

　それから、僕が呼び出されて警察にお呼びがかからない理由を知らされた。

　この屋敷の電話線はご丁てい寧ねいに千切られて、携けい帯たい電話は、誰も所有していないという有様。湯女や桃とう花か、茜あかねの女子高生なお年とし頃ごろの連中は全員、学校に通わずお屋や敷しきに引き籠こもってお姫ひめ様生活をこなしていて、他ほかの人も特に外部の連中から電波を受信する必要のない暮らしを送ってきたそうだ。よってほんの一いつ瞬しゆん、来客の僕らに期待と注目が集まったけれど、そのどちらにも応こたえられず、信用は地の底で二度寝ね。伏ふし見みは着の身着のままで暇ひま潰つぶしに興じただけなので、持ち物は手帳、シャープペンに消しゴムの三種の神器のみ。

　そして僕の持っていた携けい帯たい電話を部屋に戻もどって確かく認にんしたところ、芳ほう香こう剤ざいを真ま似ねしてトイレに浸ひたっていた。使用する前に拾い上げられて幸運だった、と頭部を輪切りにされそうな意見は勿もち論ろんながら慎つつしんだ。誰だれかが寝ね込こみに部屋へ侵しん入にゆうしたという事実、されたという間ま抜ぬけさが他者にとっての、僕の価値を根こそぎ奪うばっていった。井いの中の蛙かわずが外の地面に飛び出て干ひからびる機会を逃のがしたなぁ。ありきたりに噓うそだけど。

　落ち込む為ためにあるかの如ごとき要素を確認してから、僕達九人は食堂より先に玄げん関かんへ向かった。

　入り口、出口、脱出口の役を放ほう棄きして塞ふさがっているという玄関を確かめるべく。

　ちなみに、それを最初に発見したのは潔きよしさん。

「ああ、ええはい、銃じゆう声せいみたいなもので気付きまして、奥様を庭へ見に行こうとして、ええ」

　というわけらしい。しかし、潔さんの日本語は、聞く者にどうしてかモヤシを連想させる。それが目下、僕の解き明かしたい謎なぞだった。ついた噓うその数は八百じゃあ利きかないぜ。

　玄関前に到とう着ちやくして、破は壊かいの苦味を嚙かみしめている耕造さんの表情から、余よ裕ゆうを抽ちゆう出しゆつすることは単純に困難を極きわめていた。持ち手が破壊され、光さえ拒こばむように隙すき間まなく閉じられた扉とびらに対し、有効と建設の意見を投じるのはこの人の仕事ではないようだ。

「誰がこんなことを！　それに、景けい子こを！」

　ほら、お元気にがなり立て出した。頭部が旋せん回かいし、お前が犯人か、だろう、あってくれと睨にらみを利かせる。潔さんぐらいしか、その旦だん那な様の独ひとり遊びに反応しない。

　伏見をくっつけたまま、僕は一歩、人より前に出しゃばる。そして、手の平を鉄の壁かべと化したそれに押しつけた。

　昨日、この屋敷に入った時は扉とびらを引いた。だったら、押せば開くはず。牛の屍し肉にく焼き米国仕様を連想させる重厚な扉に対して、僕の腕わん力りよくが不足していなければ、だけど。結果、軋きしむことさえない。手の平が冷を取っただけだ。足あし下もとにこれ見よがしに転がる電子ロックのスイッチも良い味出している。

「無理、ですよねぇ。潔さんが押しても駄だ目めでしたからぁ……」

　菜な種たねさんが控ひかえめに、体格差に基づいて僕の行こう為いが無駄であることを指し摘てきする。

「私も試ためしたんですけど、力及およびませんでしたし……」

　無念、といった様相で顔を伏ふせる菜種さん。小さな巨きよ人じんじゃないんだから、貴方あなたの体格じゃあ無理でしょう。かといって、猫ねこ専用の入り口があったとしても、その横幅はばだと出られそうにない。何とも、中ちゆう途と半はん端ぱな大きさだと呆あきれたものである。ま、噓うそである。

「潔きよし。金かな槌づちとか……大工道具の類たぐいはないのか」

　破は壊かいされた扉とびらを更さらに損そん壊かいさせて脱だつ出しゆつを試みようと、首振ふり運動に余念のない耕こう造ぞうさんがようやく、使用人を問い詰つめる。

「ええ、はい、あるのですが……」と、首を縮ちぢこまらせて、旦だん那な様より目線を下げる潔さん。

「早く出せ」

「納な屋やに仕し舞まって、ええ、庭の、外ですから……」

　卑ひ屈くつな物もの腰ごしで、耕造さんその他の希望を潰つぶす潔さん。

　桃とう花かが『使えねー』といった、眉み間けんの窮きゆう屈くつな顔つきで潔さんと耕造さん、二人の大人を見据すえている。湯ゆ女なは興味と意識の希き薄はくな現状を示すように欠伸あくびを繰くり返し、大粒つぶの涙なみだが溢あふれるのを人差し指で拭ぬぐっている。四回に一度ほどの割合で自前の分ぶん泌ぴつ液を舐なめ、塩味を確かめていた。

「じゃあ他ほかに何かないのか？」

　不満を隠かくさず、余すところなく潔さんにぶつけるご主人。

「ええ、その、工具箱にドライバーぐらいでしたら……」

「ドライバー……で、この分厚い扉をこじ開けると？　是ぜ非ひやってほしいところだが」

　意地を素す直なおに悪くして、詰なじる耕造さん。それに対し潔さんは軽く俯うつむきながら、

「いえ、一応、試ためしてみようと……」

「だったら早く持ってこい」

　猫ねこを追い払はらうような仕草込みで、命令を横暴な態度で下す耕造さん。

　小走りで何ど処こかへ駆かけていく潔さんを目線が追いかけ、それぞれの首が回り、そこで一つ疑問が桃花から打ち上げられた。

「お姉ちゃんは？」

　その一言に釣つられて、僕らは広間を見渡わたす。僕と、付属品に変化しつつある伏ふし見み、耕造さんと菜な種たねさん、桃花、一応参加しているという湯女、それと貴たか弘ひろさんを含ふくめても、七人しかいない。

「トイレか何かだろう。あの子は、何も理解出来てないさ」

　耕造さんは辛しん辣らつと淡たん泊ぱくの中間で娘むすめを評する。そして、扉を素す足あしで蹴けり飛ばした。ビクともしたのは当然耕造さん側がわで、足が痺しびれたのか、片足跳とびで扉に密着する距きよ離りまで詰つめる。持ち手が取り外され、剝むき出しになった部分から扉の中身を覗のぞいてみるなどして、一人で足あ搔がく。

　生あい憎にく、扉は不感症しようのようでビクリとも反応を示さないけど。

「くそ」だの「ここを」だの手て垢あかで弄いじくり回しながら、如い何かにも何か出来そうだと周囲に無能でないことを主張しようとする。

　僕らはその様子を、見下ろす感覚で眺ながめて、澱よどむ空気の流動を待った。

　やがて先に戻もどってきたのは、潔さんではなく茜あかねだった。

「ね、これで叩たたいてみたらー？」

　茜が抱かかえてきたのは、少なくとも物体に抗あらがうべく開発された、攻こう撃げき意思の宿る『武器』には該がい当とうしない代しろ物ものだった。まぁ、僕は頭部を信用の証あかしとしてそれで殴おう打だされた過去があるけどね。

「お姉ちゃん、それなに？」

「おとーさんの部屋の椅い子す」

　茜あかねが事態の空気を遮しや断だんしたような、意気揚よう々ようの笑え顔がおで道具の出所を報告する。見覚えがあると思ったら、景けい子こさんの部屋にあったのと同じ椅子か。しかし、木製ならともかく、鉄製の扉とびらと対たい峙じして尚なお、椅子は武器の代理を果たせるのだろうか。

「それで、扉が壊こわせると本気で思ってるのか」

　耕こう造ぞうさんが、娘むすめの試案に矮わい小しような怒ど気きで否定を論じようとする。それより早く茜は他人の心を天然に無視して、持論を晒さらす。

「んやー、扉じゃなくて、壁かべ」

　ピッと、左の通路の方を指差す。そして反対の手の人差し指を、扉の中央に突つきつける。

「だって、そこから出入りしなくてもいいじゃん」

　玄げん関かんからの規律に従ったお出かけに拘こだわる耕造さんを笑い飛ばすように、軽々と提案する。

　金属よりは壁かべ材ざいの方が人の手に余らない気がする。そんな、安直な考察から出たのだろう。

　その直線な発想にまるで至ってなかったのか、耕造さんは苦々しそうに、頰ほおを赤らめる。

「そう、だな」

　納なつ得とくしかねる、滲にじんだ物言いで椅子を受け取りながら、耕造さんは通路に入っていく。潔きよしさんを待つという選せん択たくはないようだ。これから、何をするべきかという具体的な行動が各自の手には備わっていなかったようで、残った人達もその後に続いた。

　厨ちゆう房ぼうや食堂の方へ続いている通路に入ってすぐの位置を、耕造さんは狙ねらい定める。茜から借り受けた椅子の何ど処こを衝しよう突とつさせるのが効率いいか、悩なやんでいるようだった。

　だけど僕の眼球が余よ程ほど、現実逃とう避ひと空想の申し子でなければ、お高級な椅子如ごときで風穴を開けられる相手ではないことが衆しゆう目もくの事実だった。けれど、耕造さんは鼻息荒あらく、壁を敵に見立てて対峙する。声せい援えんは、庭の虫さえ満足にこなしていない。

　耕造さんが椅子を両手持ちで掲かかげ、白壁に叩たたきつける。人の頭部を金属バットで叩き潰つぶすのが浅あさ瀬せであるなら、それより沖おきに位置する、沈ちん音おんが鼓こ膜まくを揺ゆらす。耕造さんの渾こん身しんの一いち撃げきがもたらした変化は、目立ってそれぐらいだった。壁はそんな衝しよう撃げきには無む頓とん着ちやくに、依い然ぜん白い。

　再度振ふりかぶり、巻き戻もどしと再生のように第二撃が壁を捉とらえる。効果は、耕造さんの両腕うでにはあり。それでも繰くり返すけど、塗と装そうさえ満足に剝はげることはない。

「くそ……頑がん丈じようすぎる、何でこんな馬ば鹿かな作りに……」

　頑がん健けんな自宅に感心するどころか、唾つばを口こう端たんに吹ふき出して愚ぐ痴ちも零こぼす大おお江え家の主人。

　何も理解できていないと娘の脳のう味み噌そを度外視した割に、本人も直接行わなければ、成否の区別がついていなかったということである。何て素す敵てきな、無意識の貶おとしめ方。

　肩かたで息をしながら、次に耕造さんの上下する目に止まったのは、鉄てつ格ごう子しだった。

　壁かべや扉とびらよりは、全形を目に留めることが可能な、その遮さえぎり。椅い子すを放ほうり捨て、窓を開けて指先で格こう子しの一つを摘つまみながら、耕こう造ぞうさんが第二の使用人をこき使う。

「菜な種たね、厨ちゆう房ぼうにあるナイフや包丁を持ってこい。格こう子しを切れるかやってみる」

「全部、ですかぁ？」職務が面めん倒どうなのか、しかめ面つらで反はん抗こう期を示す菜種さん。

「当たり前だろう！」

「でもぉ、お料理が出来なくなっちゃいますからぁ……」

　人差し指をもじもじさせながら、料理人としての立場を訴うつたえる菜種さん。

　全員、大小の差はあれども、その発言には目を点気味に加工されてしまう。ひょっとしてこの人、料理が不可能になったら自身の職の剝はく奪だつに繫つながると危き惧ぐしてたり……したらもはや天晴あつぱれと扇せん子すを扇あおいでしまうのだが。

　耕造さんは抜ぬかれかけた毒どつ気けを引き戻もどし、菜種さんへ放出する。

「頭は冷静か？　落ち着いてるか大だい丈じよう夫ぶか。ここから出られなかったら、料理も糞くそもあるか！」

「えぇ？　でもですねぇ、出られなかったら、ここで過ごさないといけませんしぃ、やっぱりご飯は大切だと思うんですけど……」

　あくまで、食の大切さを第一に捉とらえる使用人に、雇やとい主（無職）は吐はき気けを催もよおしたように口元を押さえ、眼球を彷徨さまよわせる。そして論議に飽あいたのか、決着がつかないことを認めたのか、耕造さんがしっかりと譲じよう歩ほする。

「一本を残して、他ほかを持ってこい。それでいいだろう」

「あ、はい」その指示でようやく、菜種さんの気難しい容姿が落ち着きを取り戻す。「えぇと、一いつ緒しよに運んでくれる人が、誰だれか」

「アタシが手伝う」

　首を緩かん慢まんに巡めぐらせる菜種さんの行こう為いを差し止めるように、迅じん速そくに申し出る桃とう花か。「あ、それではよろしくお願いしますねぇ」とお嬢じよう様に一礼してから、二人並んで厨房へ歩いていく。

「茜あかね、俺の代わりに椅子で壁を打っていろ」

　用意を待つ間、言い出した本人に無む駄だな努力の係を任命する。茜はうんうんと二度頷うなずき、椅子を構える。「せや！」と、周囲への気き遣づかいなしで椅子を振ふり回し、横から、斜ななめから、無む秩ちつ序じよに攻こう撃げきを加えていく。効果のほどは、退たい屈くつの破は壊かいには一役買えそうだ。菜種さん達、それと潔きよしさんを待つ間にその遊ゆう戯ぎを観劇して、意味もなく溜ため息いきを吐つく。

「なぁ」

　小声で、隣となりに陣じん取どっている湯ゆ女なへ話しかける。湯女は無言ながらも、目の端はしに眼球を出で張ばらせることで言葉の続きを促うながしてくる。

「鉄格子のない窓とかはないのか？」

「ないわね」即そく答とうしてきた。まぁ、あったならそこから脱だつ出しゆつしているか。隠かくし通路や裏口も、備えあれば憂うれいなしだったら耕造さんがもう少しは豪ごう放ほう快活だろう。

「これ、何の為ために取り付けたんだ？」もう一つ、こちらは興味本位に質問する。

「それも、こんなに骨太な作りにしなくてもいいだろ。普ふ段だんからカルシウム摂せつ取しゆを心がけることを住人へ訴うつたえかける為ためか？」

「確か、物取りへの対策だと誰だれか話していたわね」

　関心が薄うすそうに、素っ気なさを意識して湯ゆ女なが返事する。目線はあくまで、椅い子す執とりゲームに興じる茜あかねへ注がれていた。

　そのやり取りの間に伏ふし見みも、少しだけ腰こしと背を伸のばして足腰の力が回復してきていた。

「あ、お待たせしましたぁ……」

　二人が自他を突つき刺ささないように運んできた刃は物ものの数は、計九本だった。

　茜も手を休め、汗あせを拭ぬぐい、事の成り行きを傍ぼう観かんする側がわに立ち回る。

「貸せ。俺がやる」

　一本の包丁を耕こう造ぞうさんが摑つかみ、残りは絨じゆう毯たんに直じか置おきする。

　そういえば昨日、ナイフが一本紛ふん失しつしていると話に出ていたな。今回の件と、何か関連があるのだろうか。少なくとも、それに関して表立って気にかけている素そ振ぶりを見せる奴やつはいない。

　耕造さんはヤスリをかけるように、包丁の刃を鉄てつ格ごう子しに沿って上下させる。金属同士が引っかかり、身肉を削けずり合う効果音に、各人が鳥とり肌はだを露ろ出しゆつさせる。まるで意に介かいさず、廊ろう下かの奥を凝ぎよう視ししているのは貴たか弘ひろさんぐらいだ。伏ふし見みがまた微び妙みように腰こしを折り、耳を塞ふさぐ。僕の肘ひじで右耳を、自前の手で左耳を封ふう鎖さした。

「こんな、ことになるなんて……何で、こんな家に……」

　自じ業ごう自じ得とくの自宅設計に、敵意と危機感を募つのらせる耕造さんの目は充じゆう血けつ一路だ。

　胃が軋きしむような悪わる足あ搔がきの最中に、潔きよしさんが場の雰ふん囲い気きを窺うかがうようにして戻もどってきた。

「あの、ええ、ドライバーを用意しましたが……」

「じゃあ、お前が玄げん関かんで試ためしてこい。全員でここにいても効率が悪いに決まってる」

　自身が生み出している金属の擦こすれる音に嫌いや気けがさしているのか、不ふ機き嫌げんそうに突つっぱねる。

　潔さんが、刃物にご執しゆう心しんな耕造さんの命を異議なく受けて反転する。

「あ、私も行きます」と菜な種たねさんが旦だん那なさんに追つい随ずいし、また人数は七人となった。耕造さんを除のぞいた六人は、耳を押さえるのに忙いそがしいと怠たい慢まんをごまかし、観察者の姿勢を崩くずさない。

　攻せめる包丁の方が刃こぼれしている事実に、耕造さんの歯は軋ぎしりが増す。菜種さんが目もく撃げきしたら、別の意味で歯がゆくなるだろう。

「どうなの？」

　位置の関係で状じよう況きようの把は握あくが出来ない桃とう花かの質問に、耕造さんが苛いら立だちを隠かくさない。振ふり上げた拳こぶしと刃を、鉄格子に激げき突とつさせ、苦痛に苛さいなまれたように眉まゆをひそめる。

「まだやり始めたばかりだ、結果を口にする必要はないだろう」

　そう言い放ち、勢いよく屈かがむ。ノコギリに少し歩み寄った包丁を捨てて、次のナイフを摑つかんだ。そして、一本目の刃は物ものより容易たやすく、自身の長所を食い潰つぶされて役目を果たせなくなる。

　はい、次だ。

　次も、次も、次も、次も、次も、次も。

　……おや今度は、表面の塗と装そうに些さ細さいな傷をつけるぐらいは、何とか成功したみたいだな。

　耕こう造ぞうさんは舌打ちと共に、包丁を手放す。周囲の状じよう況きようを顧かえりみずに投げ放たれたそれは、桃とう花かの足あし下もとへと落下する。血走りと歯は軋ぎしりで、前のめりの耕造さんは椅い子すを摑つかんで、高々と振ふり上げる。一時的に家具を武具として、狙ねらったのは格こう子しでなく、窓まど硝子ガラス。飴あめ細工のビール瓶びんより派手に割れて、一いつ致ち団結を不条理に引き裂さかれた硝子の破片は窓の格子から、庭へ抜ぬけ出ていく。

　それを羨うらやましいなぁと傍ぼう観かんしているほど、ここに生息する人類は悠ゆう長ちようじゃない。

　屋や敷しきの中へ取り残された硝子の塊かたまりを慎しん重ちように耕造さんが摑み、包丁の代わりとして使役し出す。無む駄だな努力だと忠告する家族は、後一歩踏ふみ外せば危険に分類される家長に対して、距きよ離りをまず念頭に置いて事の成り行きを見守っている。

　無益だと諭さとせるほど、僕も達観していたくはない。

　だから僕は時折、伏ふし見みの顔色を窺うかがいながらもその場で静観し、口を噤つぐむ。

　掃そう除じは潔きよしさんか菜な種たねさんに命令するんだろうなと、感想として成立したのはそれだけだった。







　駄だ目めでしたと、坂ばん夫妻から報告されるのにも、そう時間はかからず。

　置かれた立場の理解が全員に浸しん透とうするのに、若じやつ干かんの時間を要しただけだ。







　以上、特に色褪あせていない回想終しゆう了りよう。

　そして僕がその過去を上映している間にも、現実は進行する。

「ぼく、トイレ行ってくる」と途と中ちゆうの空き部屋に入ってしまった茜あかねを置いて、八人全員で、景けい子こさんを殺害した凶きよう器きの有無を確かめに向かっていた。広間からの正面通路を進み、左の死体置き場方面ではなく、右折する。そこの壁かべの突つき当たりに、掃そう除じ用具でも入っていそうな古びたロッカーと、乳白色の金庫がそれぞれ、隅すみに置かれていた。どういう取り合わせだよ、濡ぬれた雑ぞう巾きんは金庫に仕し舞まうとか、独自のお片づけでもしているのだろうか。

　耕造さんが先頭となり、金庫の開閉に取りかかる。テンキー式で、四桁けたの番号を不用意に入力する。１００６ね、十月六日かな。何を意味するか部外者の僕には嚙かみ砕くだいて解を味わうことは不可能だった。けど、その杜ず撰さんな管理意識は、何年も屋や敷しきで暮らしてきた大おお江え家の人間であれば、開かい錠じようすることは可能だということを示している。

　耕造さんが古めかしい、黒色のリボルバー式拳けん銃じゆうを取り出して、その姿を全員の目に晒さらす。何だか、三発ほど発射したあたりで生しよう涯がいを全まつとうしてしまいそうな、玩がん具ぐ寄りの背格好だ。

　もっとも、玩がん具ぐで弾だん丸がんは音速越ごえまで仕立て上げられないけど。

　耕こう造ぞうさんが何な故ぜか、『あるじゃないか』という表現を含ふくませて僕に拳けん銃じゆうを見せびらかした。それから、弾たまの数を調べにかかる。

「弾だん倉そうの残りは、三発。装そう塡てん数は六だから、丁度半分、発射されているな。犯人はあの窓から景けい子こを撃うって、拳銃を金庫に戻もどし、現場から離はなれたんだろう」

　したり顔で、説明以下の何かを披ひ露ろうする耕造さん。

「音は三回鳴ってたし、ひょっとして二発も外したの？」

　桃とう花かの疑問に、「或あるいは、念押しに止とどめを刺さしたかだ」と耕造さんが返す。この人も、妻が殺害されたにしては冷静というか、淡たん泊ぱくだな。夫婦間の仲は南瓜かぼちやじゃなくてピーマンだったのかも知れない。……いや、何も、二人の間あいだ柄がらだけに留とどまってないな。桃花や、茜あかねも決して悲ひ嘆たんには暮れず、死体が発生したことに対しても無様な取り乱しはない。そこには距きよ離り感や何やかんやも含まれているのだろうけど、家族の交流が家庭の電気系統ほど潤じゆん滑かつに、滞とどこおりなく存在してはいなかったことを証明しているのかな。

　これなら、身内同士で殺人の被ひ害がい者と加害者が現れても、不自然でも遺い憾かんでもなさそうだ。

「この拳銃なんだが、どうだろう、俺が預かって管理しておくというのは」

　耕造さんが、気安さを重視した物言いで無茶な要求を開示してくる。聞かされた一同は無言に、ただ見下ろすことでそれに対して返事を送り続ける。

「元々、俺の所有物なんだ」と、理由に至れない言い訳を上乗せする。

「いいわけないじゃない」と、桃花の意見を総そう括かつとして、耕造さんを軽くあしらった。

　幾いくら屋や敷しきの主人でも、八人の反対に抵てい抗こう出来るほどの権力と胆たん力りよくを有してはいないらしい。

　耕造さんが一通り手て垢あかまみれにしてから、拳銃を不承不承に、元通りに仕し舞まう。

　テンキー型の金庫に納められた、人命を奪うばった（かも知れない）道具。

　個人の管理はさておき、破は棄きしようと提案する者は、一人として挙手しなかった。

　拳銃が凶きよう器きで、それを撃った犯人が、中にいる可能性は極きわめて高かったとしても。

　……それもそうか。

　もし、一本のナイフがなくなっていなければ、或あるいは破は壊かいしようと提案する者がいたかも知れないけど。

　銃は剣けんより強し。撃たれるリスクより撃てる安全。

　拳銃は他ひ人との手にあれば立派な凶器だが、

　自分の手にあれば、頼たのもしい武器となる。







　微び妙みようにすれ違ちがい出した空気を形成しながら、僕らは食堂へ戻もどった。

「あれー？　ぼく、おいてきぼりー？」と場違いに不満げな茜も帰き還かんし、また九人は頭より口を捻ひねる会議を開く。

　周囲には人家がなく、畑も売り地と売り家に取って代わり、窓から元気に発声してお百ひやく姓しようさんへの救きゆう援えん要よう請せいは望めない。そして電話の必要ないような、知人のいない大おお江え家の皆みなさんが、外から誰だれかにご心配おかけされるようなことも見積もり辛づらい。伏ふし見みも行き先を書き置きなんてしていないようだし、つまり、僕達はこんな内陸の土地で、孤こ立りつ無む援えんとなったことに頭を抱かかえていたのだ。高々とした塀へいが備わってる以上、万が一に屋や敷しきの前を通りがかった人がいたとしても景けい子こさんへのお目通りは叶かなわないだろうし。

　一人暮らしのアパートでトイレに入り、戸が地じ震しんで開かなくなったぐらいの閉へい鎖さぶり。

　これにより食しよく糧りよう供給を絶たれたことが、命を酷こく薄はくに苛いじめ抜ぬいてくる要因となることは、早期に脱だつ出しゆつ出来なければ必然となる。

「食料は、菜な種たねに管理して貰もらおうと思う。どっちにしても、俺達は誰だれも食事を作れないからな、有効に活用出来る人間に任せよう」

　耕こう造ぞうさんの提案に、今度は異論が飛び上がらない。だからこそ、ここで伏見を立候補させてみるか、とめっきり大人しくなっている隣りん人じんを一いち瞥べつすると、俯うつむいて親指を擦こすり合わせていた。今までの会話にまるで参加していなかったように、僕と目が合っても首を横に振ふる。それは何を拒きよ絶ぜつする意味合いなのか。

「えぇと、はい、頑がん張ばらせて頂きます」

　菜種さんが、語尾の伸のびを多少は引き締しめて役目を請うけ負う。下げる頭も、反復の速度が昨日より速まっていた。耕造さんが台所の部屋の鍵かぎを菜種さんに預ける。

「でもさ、犯人は何で玄げん関かんを壊こわしたの」

　桃とう花かが、返事を期待してなさそうに力を抜ぬききって呟つぶやく。隣となりの茜あかねはそれに反応し「んむ」と腕うで組ぐみで思案に暮れてみる。全員、名答を期待せずにその様子を見守る。

　やがて茜の出した回答は、明答ではあった。

「出入り出来なくする為ためだよ」

「……そうね」と腑ふに落ちない相そう好ごうで、桃花が額に手をついた。

　もし景子さんが拳けん銃じゆうで撃うたれたというなら、窓にあった削けずりは、弾だん丸がんの通過した名残なごり。そして、屋敷の内ない壁へきに弾たまがめり込んでいたり傷がない以上、あれは屋敷内から発射されたものになる。

　つまり殺人犯も、閉じ込められたことになる。

　景子さん殺害と玄関損そん壊かいの犯人が同一人物かは、まだ不ふ明めい瞭りようだけど。

　ただ、中に犯人がいるなら、大音量が伴ともなう拳銃発はつ砲ぽうの前に、扉とびらの方を破壊しただろう。

　話題を引っ張り、中心を譲ゆずらない耕造さんが更さらなる提案をする。

「この後、部屋に戻もどる者は挙手してくれ。悪いが、鍵かぎをかけさせてもらう」

　机上に並べてあった、鍵を纏まとめた銅線の輪っかを指に引っかけ、持ち上げる。

「残った人間全員で、鍵をかけるところは見届ける。皆みなの安全の為だ」

「安全って……また誰だれか殺されるとか、そう考えてるわけ？」

　桃とう花かが口を挟はさむ。耕こう造ぞうさんは「その可能性はあるだろう」に『何を暢のん気きな』を潜ひそませて娘むすめを諫いさめる。桃花も、身に覚えがない傍ぼう観かん者ではいられない為ためか、それについては反論の芽を自発に摘つみ取る。

「それで、かけた鍵かぎは誰が管理するの？」しかし更さらに突つっかかる、反骨心満まん載さいの娘むすめ。

「ああ……俺が預かる、」「父さん、まだ懲こりてないの？」

　父の出鼻と自尊心と立ち位置を先制して砕くだく桃花。ジト目で、二の句を継つげないように威い圧あつもかける。

　耕造さんは不完全な舌打ちを拵こしらえながら、「当然だな」と、言いかけた前言を見殺しにして強がった。

「各人に任せる。自分で指名しろ」

　投げやりな早口で処置を説明し終える耕造さん。その場合、鍵を預けられた人間は堪たまったものじゃないな。自分の部屋の鍵は、どうするんだ。

「じゃあ、部屋に戻もどるかどうか決めてくれ」

　耕造さんが各自に決断を迫せまる。その中で伏ふし見みが僕に目で尋たずねてくる。これを伏見個人で決めるのは、酷こくというものか。すっかり、死体に寒気と戦せん慄りつをもたらされてしまったようだ。

「僕は、屋や敷しきを少し散策するつもりだけど。一いつ緒しよに来る？」

　伏見は台詞せりふの途と中ちゆうから頷うなずき、計、四回ほど首を上下させる。

　結局、挙手したのは湯ゆ女なと、黙もく禱とうを続けて沈ちん黙もくを保っていた貴たか弘ひろさんだった。

　その結果に、大おお江え家の住人は挙手した二人を除のぞいて驚きよう愕がくする。特に、耕造さん。

「貴弘、お前が部屋に？」

「はい」

　揺ゆらがず慌あわてず、貴弘さんは父親に固い意志を投げつける。それは、異質な姿として、大江の人間には捉とらえられるのだろう。両親の命令しか聞かないなら、自発的な行動には出ないということなのかな。

「駄だ目めだ。お前は俺と一緒に、家を調べるんだ」

　耕造さんは、意志を手元で管理するべく命令する。だけど、

「断ります。俺も、こんな状じよう況きようでは貴方あなたの命令ばかり聞いていられませんから」

　貴弘さんは、自立と反はん抗こう期を貫つらぬいた。昨日の忠犬姿勢を淡たん々たんと放ほうり捨てて。

　耕造さんの開いた口が、舌を戦おののかせて爬は虫ちゆう類るいじみた演出で、塞ふさがらないことを盛り上げる。

　坂ばん夫妻は、おぼっちゃまの急成長に目を見張るだけだった。

　桃花も兄の態度に目を丸くしているし、茜あかねは、「ほへー」と曖昧あいまいな反応を取る。

　当の貴弘さんは、誰だれに対しても中立を保って、また瞼まぶたを塞ぐ。

「お前、何があった？　今日はおかしいぞ」耕造さんが息子むすこの成長に脂あぶらっこく異議を唱える。

「さあ。俺にも、よく分かりません」

　対する貴たか弘ひろさんはあくまで、和風な淡あわい味つけで流すだけだった。

「………………………………………」

　客観的な立場にある僕からすれば、違い和わ感を多様に覚えることは困難だった。

　人が変化するぐらい、何の不思議があるのか。

　環かん境きようが変われば、精神も変へん貌ぼうする。

　屋や敷しきが既すでに異常へ十歩踏ふみ出していることを、家の主はまだ自覚出来ていないようだ。







　こうして、崩ほう壊かいした調和の修復に努めるでもなく、各おの々おのが思い思いの活動を開始した。放課後の部活動みたいなものである、と伏ふし見みに言ってみようとして、その深刻な表情に遮さえぎられた。

　潔きよしさんと耕こう造ぞうさんは、一休みを挟はさんでから脱だつ出しゆつ口を得ようと屋敷内を駆かけ回っている。だけど恐おそらく、力尽ずくの脱出は困難だ。そうでなければ、玄げん関かんを破は壊かいしただけで犯人が満足するわけない。誰だれも逃にげられないよう、一夜の内に全員の殺害を目指したはずだ。そうすれば、全すべての問題が解決する。そうでないなら、犯人側がわにとって問題とはならないということだ。

　湯ゆ女なは自室に戻もどると告げたので、部屋に入った後は外から鍵かぎをかけられることとなった。湯女は取り決め通りに残り八人が施せ錠じようするのに立ち会い、見届けた後に鍵を預かる人間として僕を指名した。僕は信用ごっこに参加する為ために鍵を受け取り、合意の上で湯女を閉じ込めた。

「何な故ぜこいつなんだ、本当に良いのか」と耕造さんが考えなしに感情論で娘むすめの選せん択たくを非難したけれど、湯女は妖よう艶えんを目指して遠洋に出航してしまった表皮で横着に流した。

　貴たか弘ひろさんは反はん抗こう期な宣言通りに自室へ籠こもり、鍵は茜あかねに預けた。菜な種たねさんは食事の準備に取りかかり、桃とう花かと茜は二人で食堂を出ていった。

　そして僕と伏見は、パンかおにぎりでも落ちてないかと屋敷を彷徨うろつき回っている最中だ。

　噓うそだけど。

　伏見は景けい子こさんの死体が発見されてから、僕の傍かたわらを離はなれない。むしろ服の袖そでを握にぎり潰つぶし、しがみついている。身近な死体に恐きよう怖ふしたか、拳けん銃じゆうで狙ねらわれた際に壁かべ兼けん囮おとりとして活用する為に僕を選せん抜ばつしたか、どちらかと推すい測そくする。

　今回はシェリフバッジの用意を怠おこたったから、僕も銃撃戦で生き残れるか怪あやしいものだ。よって、僕の頭中の中身はほぼ噓としても、伏見が不安なのは認めてお猿さるごっこを放置している。

　そんな珍ちん道どう中ちゆうも望めそうにない僕らが何をしているかというと、ただ、ふらふらと出歩いているだけだった。マユのことが、気がかりな要素であり肌はだがざわめく一因となっている。それを凌しのぐ手段として、ざわめく足の裏を稼か働どうさせて飛び跳はねる気分を発散させていた。いつ彼女の隣となりに帰れることやら。

　今までの傾けい向こうからすると、空き部屋には僕の求めているような品々が、一いつ切さい存在しない。杜ず撰さんな宝箱の配置をしているなぁと憤ふん慨がいした僕はフィクションに追いやったとして、没ぼつ個性な空間を探たん索さくするのは時間の無む駄だなので中止し、方針を変えて、臥が薪しん嘗しよう胆たんに（となる予定なので）住人がいる部屋を探索できる機会を待つことにした。その為ため、時間が競争相手からただの嫌いやがらせ野や郎ろうに成り下がったわけである。とにかく、退たい屈くつだった。明確に、出来事の起きる区切りがなく、解決する手立てや日取りも見えてこない。死に対する感性が垢あかと血の煮に凝こごりに包まれて真っ当に働いてない僕からすれば、白紙の紙の束を捲めくるだけの仕事に就つかされたようなものだ。殺人事件より優先すべきはマユなのだから。

　とはいえ、退屈凌しのぎに部屋で春しゆん眠みんに耽ふけっているほど暢のん気き者ではいられない。僕らをお客様として扱あつかっていた景けい子こさんが死亡した以上、屋や敷しき内で僕らに価値を見み出いだす人はなきに等しい。そんな状じよう況きようで部屋を施せ錠じようされたら、鍵かぎの紛ふん失しつ事件が報告されるのも低い確率ではない。夜、就しゆう寝しんする時間帯以外では、極力、閉じ込められない方針で生活するべきだ。

　というわけで、地上一階を二人でお散歩。地下一階は、満腹度が心こころ許もとないので敬遠している。

　本当は全員で固まって行動していた方が安全と平和の濃のう度どが高まる。ただしそれは、九人が平等の立ち位置に属しているという意識があればこそ成立する理想の形であり、使用人や望まれていない来客を抱かかえていてはとてもじゃないが、採用される案ではなかった。

　そしてこの屋敷の住人は、全員が救助されるという方向性を目指しているとは思えない。自分と、その『周囲』にいると認にん識しきしている人物だけが生せい還かんすれば百点であると、テストの配点を独自のルールで改かい竄ざんしているのが食堂では透すけて見えた。後二、三人は屍しかばねとなったところで点数は減算されない。

　ただ自然と、屋敷内を出歩くのは二人組になっていた。片方が死体と果てれば、生き残ったもう一方が犯人として炙あぶり出せる。これが、客観的な二人行動の利点。そして主観でいえば、もし別の犯人に襲おそわれても、拳けん銃じゆうを用いられない限りは相あい方かたを犠ぎ牲せいにして逃にげ出すことが可能となる。自己犠牲の精神に基づき、自分を盾たてにして相棒の逃とう走そう距きよ離りを稼かせぐ為ためだ、と決意している輩やからは、大おお江え家には絶無と言い切って良さそうだった。

　尚なお、一人きりでの行動は問答無用に却きやつ下かである。拳けん銃じゆうを所持しようと画策する自由行動が解禁されてしまう。だから、部屋に軟なん禁きんされることが取り決めにあるわけだ。

　自分本位な視点を尊重できるように整えられた規則なので、僕には居心地ごこちが程ほど良よかった。

「家族が旅行から帰ってくるのは何日？」

　子供でもなく泣きもせず性別そもそも女だけど、重しのように僕の付録となっている伏ふし見みとの会話に挑ちよう戦せんしてみる。広間の中央に突つっ立って、次は何ど処こへ見聞を広めに行こうか首と目玉が模も索さく中だったので、口の空き時間を利用する形となった。

「確か、四日」

　手帳の代わりに、声と、四本の指が立てられた手で答える。かなり動どう揺ようが見られるな。

「行き先は？」

　そこでようやく、伏ふし見みが手帳を登板させる。『すぺいん』

「へえ、パエリアだね」現地の人に憐あわれまれそうなほど情報不足の感想だった。けどまさか、ドッジボールでもしに行ったのかい？　と爽さわやかに問いかけるわけにもいかないだろう。

　伏見も僕の戯ざれ言ごとなど馬ば耳じ東とう風ふうに、腕うでを強く締しめ付けてくる。

「私の家族が、帰って、きたら」

「ふむ？」

「私達に、気付いてくれる、かな」

　悲観の中で見み出いだした希望への回答を僕に望んでくる。多分、それはこの家へ僕らが訪ねたという情報が何ど処こかに残されていない限り、近所付き合いのなかった伏見家と大おお江え家を結びつかせるのは難関だと個人としては判断して、「そうだといいな」と日和ひより見みした。

　これ以上は夢に浸ひたらない為ために、移動再開を身体からだの方角調整で表す。今度は、真まっ直すぐ行ってみることにする。伏見の腰こしが及およんだり抜ぬけたりしていたので死体見学は難しい気もしたけど、目を塞ふさげば大だい丈じよう夫ぶだろう。

「ちなみに昔はこの広間、酔よっ払ぱらい専門の寝ね床どこだったんだよ」

　玄げん関かんの位置に近い場所と、無料で宿しゆく泊はくする御ご仁じんがご所しよ望もうした為にそうなった。極ごく小しような社会を見学するお嬢じようさんに、過去を説明しながら僕は今を進んだ。

　空き部屋は冷やかさず、直進する。伏見の足が一度だけもつれかけたけど、逃にげようと帰ろうと戻もどろうの意見が投書箱に舞まい込んでこなかったので、予定は覆くつがえらなかった。

　突つき当たりまで歩き、首を左右に振ふる。右の行き止まりには金庫、左の行き止まりには生きている人間。……おや。

　朝方、全員で覗のぞいた窓の付近に、桃とう花かが立っていた。桃花は窓の外を、鉄てつ格ごう子しに手をつきながらぼんやり観賞している。その足あし下もとには、茜。退たい屈くつなのか、絨じゆう毯たんの上で寝ね転がっていた。

　桃花が僕らに気付き、警けい戒かい心を露あらわにしながらも乾かわいた笑いを浮かべる。

「あら、イエローエコノミックモンキーさん」

「混ぜるな」しかも全くエコノミックではない。しがない高校生、月の小こ遣づかい零ぜろ円えんなり。

　やり取りを耳にして、茜も腹筋の動作で身体を起こす。背中と尻しりを払い、屈くつ伸しん運動をしながらバネ仕じ掛かけのように立ち上がった。

「おねえちゃんたちも外出中なの？」

　見た目十六歳さいの茜が、十二歳風に屈くつ託たくなく笑えむ。だが、外出。人の家で無益にウィンドウ（ショッピングは抜き）をしている以上、外出という行こう為いに括くくられるのも吝やぶさかではない。けど、茜達は該がい当とうしないはずだ。伏見も手帳を捲めくり、不思議の究明に勤いそしむ。噓うそだけど。そんな余よ裕ゆうは今のこの子にない。

　僕らの困こん惑わくを見て取った桃花が、家族の一員の言動補佐に回る。

「お姉ちゃん、自分の部屋が家で、そこから出たら外だと考えてるから」

「……狭せまい地球に住んでる子だな」

　ということは、屋や敷しきの外は宇宙に値あたいするわけだな。ご町内を散歩する犬と老人は彗すい星せいで、街がい灯とうは太陽、学校は猿さるの惑わく星せいだ。僕の比ひ喩ゆが間ま違ちがっているのはこの際流すとしても、逆に茜あかねが捉とらえ幅はばの裕ゆう福ふくな大物に思えてきた。

　しかしこの姉妹、性格の硬こう軟なんがしっかりと区切られている。やはり姉がファーブル昆こん虫ちゆう記きに夢中だったら妹は労務管理史に心惹ひかれ、妹が色いろ恋こい沙ざ汰たの信者だったら姉は血と汗あせと涙なみだに心惹かれる少女と相場は決まっているわけだな。噓うそだけど。

　まぁ、反面教師になって性格が対極となるのは、あながち間ま違ちがっていない。

　僕の家庭はどうだったかな。我が道を行きすぎていて他人だと理解し難がたい連中ばかりだったからな。自分のことを棚たなに上げて言うなら、変へん人じん窟くつだった。

「それで、ここで何してるんだ？」

「べつに……」と、勿もつ体たいぶって遠くに目をやる桃とう花か。

　改めて聞かなくても、自然の風景に展てん覧らんされた景けい子こさんを観賞する以外、まず他ほかの行動は不可能だろうけど。

　けれどその死体は大おお江え景子であるのか、元・大江景子なのか。この区別は、心の捉とらえ方次し第だいで各自、認識が変化するので、敢あえて僕が断定する必要はない。でも、一つ気になるのは、マユは、僕が死んだらどう認識するのかということだ。もしそれでもみーくんと思い込み続けて、偶ぐう像ぞうの死によって一層、心が壊え死ししたら僕の良心の呵か責しやくが大変なものを記録更こう新しんしてしまうではないか。そうなれば二度寝ねどころか二度死にだ、噓だらけで困るほどだけど。

　茜が素す足あしで絨じゆう毯たんを駆かけ、伏ふし見みの前で立ち止まる。対人能力が低めな伏見は、微び妙みように腰こしを引かせて、にひひと余よ裕ゆうの笑いを醸かもす茜と対たい峙じする。

「昨日から気にしてたんだけどさー」そう言いながら、茜が自前の頭頂に手を載のせる。そしてその手を伏見に向かって、上下に揺ゆらさないように水平移動させた。手の側面は伏見の頭頂の髪かみを軽く掠かすりながらも、滞とどこりなく通過した。

「やっぱり、ぼくより大きいじゃん」と茜流に勝ち誇ほこる。この子は、物事を反転させて理解する性質があるらしいので、今のは自分より背せ丈たけの備わっていない伏見を詰なじって優ゆう越えつ感に浸ひたったわけだ。普ふ段だんの伏見なら、流石さすがに『ムッ』とか手帳を翻ひるがえしそうだけど、今は、ただ、瞳ひとみを揺らして茜に戸と惑まどうばかりだった。僕が声をかけても、茜と遊ぶなんて選せん択たく肢しは作れないだろう。

　二人の団どん栗ぐりごっこを眺ながめていた桃花と目が合う。

「お姉ちゃん、昔はあんな風に逆さま人間じゃなかったんだけどね」

　憂うれいに湿しめったような、姉への軽い弁護。そして窓から吹ふき込む風によって、言い渋しぶっていた本人に関する唇くちびるも軽くなった、かは定かじゃない。

「あれが死んでるって、何で言い切れるか考えてた」と、最初の質問に遅おくればせながら回答が返ってくる。

「ふぅん。実は景けい子こさんは生きてると？」そして、あれ呼ばわりね。

　桃とう花かは首を横に振ふってから、そのまま少量、傾かしげる。

「例えば、あの死体が全然別人で、母さんはまだ屋や敷しきの中にいて隠かくれながら、アタシ達を狙ねらってる……とか」

「順番はさておき、そう考えるのが一番自然な状じよう況きようだな」

「なんで自然なのよ」と自分発の推すい理りに難なん癖くせをつける桃花。若い者は本に馴な染じみが薄うすい、と苦言を呈ていして爺じじい扱あつかいされるのは老後の生いき甲が斐いなので諦あきらめ、別方面から言葉を突つき入れる。

「それにしても、母親が死んだ割には動じない子だねぇ」

　なんて、心の脇わき腹ばらに悪戯いたずらに触ふれてみる。

　む、と眉み間けんに皺しわが寄り、目も半はん眼がんになる。

「仕方ないじゃない、別に悲しくもないんだから」

　桃花は何ど処こか精神の欠けたような、淡たん泊ぱくな調子で心情を告白する。

「確かに身近な人が死んだけど、何ていうか、手て応ごたえみたいなのがまだ、自分の周りに残ってる感じなの。おっきい塊かたまりで、ちょっと熱のあるやつが、側そばにあるみたいな。触さわれないのに、触しよつ感かんは頭の何かが再現して、もどかしくて。それって、別に悲しくないわけ。ただ、もどかしい」

　身み振ぶり手振りで、自分の幻げん覚かくを他人と共有することに苦心する桃花は、その途と中ちゆうで人選が誤あやまっていないかという疑問に後押しされて僕を凝ぎよう視しした。

「あんた、そういうの分かる？」

「さあね。やっぱり血けつ縁えん者でもないと、そういう感覚は芽生えないんじゃないかな」

　じゃあ僕の家族の時はどうだったんだろう、と一粒つぶの良心が栄養に飢うえて涎よだれを垂たらした。

　感性の鈍どん重じゆうな僕に見切りをつけ、桃花の手は力を失った。それから、一見して非人情な自分の態度への心証を悪化させないよう、愚ぐ鈍どんな人間向けの単純な情報を与あたえてきた。

「アタシ、別に繫つながってないわよ」

「何が？」と、桃花の言葉が接続し易やすいように反応する。

「血。あの人、アタシの産みの親じゃないから」

「ほほぅ」

「アタシは菜な種たねが産んだ子。でも、大おお江え家で育つから大江の娘むすめなんだって、九か、十歳さいになる前ぐらいからそう言われるようになった。菜種も使用人として扱あつかえばいいって教えられた」

　自分の価値観を無表情に読み上げる桃花。菜種さんも朝、桃花お嬢じよう様と呼んでいたし、それは親子間で徹てつ底ていして培つちかわれた上下関係なのだろう。

「父親は、潔きよしさんか」

「多分ね。なんか、あんまり父親には興味ないんだけど」

　桃花が、表情を加工し、無知で純じゆん粋すいめいた、知性と警けい戒かいのない面持ちで僕を見つめる。

「でさ、ここまで素す性じようを明かして、その上で外の人に一回ぐらい質問してみたかったの」

「うん？」

「アタシの家って、何ど処こか変じゃない？」

　気難しそうな少女が、心許ゆるせない他人に詰つめ寄りかけるぐらい、関心の募つのっていた質問なのだろう。疑問系にしては、語尾が異様に吊つり上がっていた。

「学校は悪あく影えい響きようがあるから行っちゃ駄だ目めだって兄貴もお姉ちゃん達も父さんと母さんに止められてたし、でもテレビではみんな行ってるじゃない？　それに外にも、買い物とか仕事とか、立派な用事がないと出ていかないから、家だけがアタシの場所になってるみたいで、でも本とかだと、全然違ちがって、ちぐはぐだし」

　質問でまくし立てて、言葉の波を生む桃とう花か。そりゃあ、身内を疑い合う必要のある家族だからなぁ、変じゃなかったら、日本は滅ほろんでる気もする。

　さて、僕は人様の家庭の教育に首を突つっ込むほど教育委員会していないので、ここは日和ひより見みで済ませたいところだ。けど、年長者の威い厳げん獲かく得とくの機会は捨て難がたい気もする。噓うそだけど。

　僕が今後、濡ぬれ衣ぎぬを耕こう造ぞうさんに着せられても脱だつ水すいぐらいは手伝ってくれるかも知れないと大おお雑ざつ把ぱな期待を込めて、格好をつけてみた。

「変だけど、それが大おお江え桃花の平常なんだろ」

　だから、取り立てて否定するのは、変異を煽あおるだけだ。どうしても今の自分が気に入らないなら、根本より表装の飾かざりつけをした方が、無理なく生きられるさ。

　……うぅむ、後半の内容を口にするべきだったかな。煙けむには巻き易やすそうだ。

　桃花は、頭中を人に覗のぞかれて、気分を害したように額や前まえ髪がみを引っ搔かく。全体の色素が薄うすまったように、気落ちしているのが滲にじむ。

「そうなのよね。それが、不思議」と肩かたを落とし、落らく胆たんの息を吐ついた。

「……ん、まぁこの屋や敷しきに留とどまるのが苦痛なら外へ、外に出ることに多大な労力を伴ともなうなら懊おう悩のうしつつも引き籠こもり生活を続ければいいと思うよ。無理せず生きられる人間が、一般的な幸福を得るだろうし。個人的には、君の幸を他ひ人と事ごととして応おう援えんしたいところだ。君と話してると何というか、僕の妹を連想するからね」

　簡素ながらも助言を付け加える。もっとも僕は、池いけ田だ杏あん子ずとお話しする時にもうり二つの感想が芽生えていたので、今回も安っぽく水っぽく、粗悪な感情なのだろうけど。

　ファミコン（ファミリーコンプレックスの略りやく称しよう）だからな、僕は。あながち噓じゃない。

　先進と捉とらえていいかも疑わしい人間の意見に、桃花の眼球と瞼まぶたは鋭えい利りを演出しようと閉じたり精せい彩さいを欠いたり、忙せわしない。反応は目元に集約され、理解し易い口頭での感想はなかった。

「……喋しやべったらお腹なか空すいた」と、腹部を服の上から押さえて、落ち込みをごまかす。

「あー、ぼくもぼくも」

　伏ふし見みとの一方的な押おしくら饅まん頭じゆうに真っ最中な茜あかねも、話を半分程度は拝はい聴ちようしていたのか桃花に同調する。尻しりの肉は薄目なのか、無む抵てい抗こうに押されっぱなしの伏見も、話題に乗のって腹部を少し押さえる。

　例に漏もれず僕も、腹の虫がテーブルを箸はしで叩たたき出してはいる。状じよう況きようとは裏腹に、僕の体調は正常化に向けて邁まい進しんしているみたいだ。天あまの邪じや鬼くな身体からだなのは、備わっている性格に影えい響きようされてきているのかな。

「……違ちがうか」

　こういう環かん境きようの方が、僕が健常でいられるというだけか。

　身体も、心も。

　……けどなぁ。

　食事について、僕らは期待して舌なめずりも、涎よだれを啜すすることも自重した方がいいだろうな。







「助けて、くださぁぁぁぁぁぁぁぁっぁぁいぃぃぃぃぃぃ！」

　鼓こ膜まくに飽あきたらず、三さん半はん規き管かんにまで戯たわむれに揺ゆさぶりをかけてきそうな咆ほう吼こうが、屋や敷しきを一いつ瞬しゆんだけ賑にぎわせた。

　それが催もよおされた期間は、僕と伏ふし見みに、桃とう花かや茜あかねも加わって食堂へ向かう途と中ちゆうだった。

　大時計の下を通り、広間にある玄げん関かんを正面に構えて、その左通路。景けい子こさんの部屋、それと地下室の方面へ繫つながっている通路から、獣けもの臭しゆうが漂ただよいそうなアカペラが響ひびく。

「たぁぁすけてぇぇぇぇ！　くださぁぁぁぁい！」

　第二声か、第二楽章か知らないけど、発音の重きに修正を加えての台詞せりふが飛来する。

　あれだけ叫さけぶ余よ裕ゆうがあるのなら、危険は特に迫せまっていないのだろうと、見学に足を運んでみた。伏見も、声自体に怯ひるんではいたけど、僕が好こう奇き心しんに誘さそわれることに異論は挟はさまなかった。

　通路では坂ばん潔きよしさんが、檻おりの如ごとく設置された窓の鉄てつ格ごう子しにへばりつき、外の世界へ向けて切実なメッセージを発信していた。指し揮き者は、腕うでを組んで焦しよう燥そう気味に佇たたずんでいる大おお江え耕こう造ぞうさんだ。

　お昼近くという時間帯が訪おとずれたのを見越こして、力の入れる方向を変へん更こうしてみたらしい。「だれかぁぁぁぁぁぁぁぁ！　困っていまぁぁぁぁぁぁぁす！」





　とても大声が似つかわしくない、潔さんの救難要よう請せい信号。文面は本人に裁量が与あたえられているようだ。聞き手が不在なので、本質は隣りん人じんに迷めい惑わくな独ひとり言ごとに落ち着いてしまっているけど。

　惚ほうけている僕達に気付いた耕造さんが、「お前達もやれ」と高圧的に命令を下してくる。常識の範はん囲いに基づいて、主従関係のない僕と伏見は関かん与よしていないので目め一いつ杯ぱい無視する意向で構わないはずだ。それに耕造さんと真なる親子関係のない桃花は、父の活かつ躍やくを参観するべく明後日あさつての方向を向いていた。……あれ、いやでも、耳が働いてれば活動の全ぜん貌ぼうは習知となるか。

　というわけで、興味本位の先行する茜だけが「はいはいさー」と肩かたを並べ、肺と頰ほおを空気で膨ふくらませる。そして、爆ばく発はつではなく、暴発させる。

「キィィィィィィヤァァァァａ＃＃＃＃（）～～＆ＥＷ〝％！」

　低空飛行して傾かたむいた飛行機の羽根が、地面に置かれた金属板を引き裂さくような絶ぜつ叫きよう。圧あつ倒とう的な肺活量は、その趣しゆ旨しの不足した金かな切きり声ごえの質と量を降下させず、長々と持続させている。

　その騒そう音おんを間近で受け入れ、耕こう造ぞうさんだけでなく潔きよしさんまで、作業より耳の保護を優先した。僕も耳を塞ふさごうと片手が生理的な反応で跳はねたけど、左腕うではこの展開でも伏ふし見みが握にぎっているので、体温を楽しんで寝ね惚ぼけたままだった。よって鼓こ膜まくは直ちよく撃げきを免まぬかれず、目の端はしも引きつる。

　一方で桃とう花かは、姉の奇き声せいにも動じずに僕を見据すえている。その目線に追従するのは、気負いのない発言だった。

「なんかまだ、現実味がないんだけど」

　それほど大声を怒ど鳴なりちらしている動作が伴ともなわないのに、桃花の言葉は茜あかねと別枠わくで耳に処理され、脳に伝わってくる。

「何が？」僕の台詞せりふは唇くちびるの動きで解かいせるだろうから、声を張り上げない。

「アタシ達、このままだと全員死ぬわけ？　母さんみたいに、殺す必要なんかなしに」

　びく、と伏見の肩かたが健けな気げに反応する。おのれ大おお江え桃花、小動物を無意識に苛いじめるとは。

「勿もち論ろん、死ぬさ。生物だって、何だって必ずいつかは。遅おそい早いの個人差はあるけどね」

　ありがちな言い分で現実への直視をごまかしてみた。

　けれど、桃花は僕の予想をすり抜ぬける生物だった。

「やっぱり、そうなんだ」

「はい？」

　目が爛らん々らんとしてらっしゃるお嬢じよう様は、僕の間抜けな反応を悠ゆう々ゆうに飛び越こして言い切る。

「人間ってやっぱり、他ほかの生き物みたいに寿じゆ命みようとかあるんだ」

　桃花は、感心していた。感かん嘆たんしていた。感じ入っていた。

　生物の心理に、恐きよう怖ふの一片さえ見み出いださないまま、何度も、瞬まばたきを繰くり返していた。

「………………………………………」

　僕は、それと、恐おそらく伏見も。

　不登校による大江家の教育の歪ゆがみを目まの当あたりにして、微かすかな身の危険を募つのらせた。







　さて、午後一時過ぎ。誰だれかさんやどれかさんやあれさんがお待ちかね、昼食のお時間です。

　食しよく卓たくには、肉が控ひかえめな野菜炒いための皿が一つ、それと少量の白米が鎮ちん座ざする茶ちや碗わんが六つ。それと、水道から汲くむ井い戸ど水で、彩いろどりは三色パン的だった。

「………………………………………」伏見、沈ちん痛つうに沈ちん黙もく。

「……じゅるじゅる」僕、水を吸引中。箸はしがないので、行ぎよう儀ぎに従ってしか飲めない。

　僕と伏見の前には、茶碗そのものが用意されなかった。遅おそ咲ざきの反はん抗こう期を迎むかえた澄すまし顔の貴たか弘ひろさんにも食事は分け隔へだてなく支給されるが、居い候そうろうに出す飯はないということである。貴重な食料を振ふる舞まえるほど、私達は命を粗そ末まつには扱あつかえないのです、と。

　ま、僕としては予想通りで愉ゆ快かいなほどだ。嘆なげく必要は、一いつ切さい合がつ切さいない。

　そう推すい測そくは出来ていたけど、食堂には姿を出し、他ほかの人が怯おびえないように配はい慮りよはしているつもりだ。僕の場合は、半日姿を見かけなかったら死体になっているというより、殺人行こう為いの為ために息を潜ひそめていると懐かい疑ぎされかねない。

　菜な種たねさんが昨晩同様、僕と伏ふし見みの間に第三の顔を埋うめ込んで『旦だん那な様のご命令ですので、えぇと、主従的にもですね、すみません』と詫わびは入れて、水もサービスしてくれた。

　こちらとしては出された水ぐらいは飲もうという名目で、嫌いやがらせに場の空気汚お濁だく機きごっこに耽ふけるほかない。伏見は空すきっ腹が泣き虫に陥おちいりそうなのを堪こらえているのか、腹痛を我が慢まんするような唇くちびるの嚙かみ方で席に収まっている。これから先の待たい遇ぐうについても纏まとめて憂うれえているのかも。

　差し当たっては、今日の夕飯時かな。

「じゃあ、頂こうか」

　景けい子こさんが席を永久に外しているので、耕こう造ぞうさんが食事開始を先導する。破は壊かい工作は何ど処こも無理そうだ、と食事前に報告して不ふ機き嫌げん顔だったけど、それも幾いく分ぶん和やわらぐ。

　何な故ぜこんな堅けん固ごに改築したかという理由は発表されず、僕の疑問は凝ぎよう固こしたままだけど。

　六人が箸はしを構える。僕らの他ほかにもう一人、大おお江え家長女である湯ゆ女なが食卓を彩いろどっていない。

　僕と、行動を共にする伏見が一階の湯女の自室へ呼びに行ったのだが、

『入ってみたぞー』

　ノック抜ぬきで鍵かぎを開け、扉とびらを開け放つ。

　窓まど際ぎわの壁かべに背をついて、膝ひざを立てて座り込んでいた湯女は、突とつ然ぜんの来客に対しても微笑ほほえむ。向き合った鏡の砕くだけそうな、という修しゆう飾しよくがされそうな笑顔で。

『事後報告で淑しゆく女じよの私室を踏ふみ荒あらすお客様は、私に何かご用？』

『自宅のようにくつろいでいることを、住民の皆みなさんに理解して頂こうと思ってね。ここ、昔は僕と妹の子供部屋があったんだよ』噓うそだけど。

『それはそれは、お部屋と思い出を寝ね取られた気分は如い何かほど？』

『ふつふつと頭皮に込み上げてくるものがある。食事前にいい汗あせかけそうだな』

『それで、どうしたの？　今回は何人殺されたというのかしら、わくわく』

『残念、そんなに気前よく死体に就しゆう職しよく先が決まるほど、好景気じゃないみたいだ。穀物と野菜の屍し肉にくを弄もてあそぶ昼ひる餉げに君も招待されている。一いつ緒しよに貪むさぼってみないかい？』

『あらまぁ』と横目でベッドの方を一いち瞥べつしてから、自身の腹部を親指で押す。

『どうも、昨晩の食事のアンインストールが完かん了りようしていないようなの。胃腸がそう訴うつたえてきた』

『……うーん、そうかぁ。そろそろ増改築の時期かもね。腹が破は裂れつするほどおにぎり食べる？』

『そうねぇ、家族も増えるし』

『むしろ、お前の家族は減少傾けい向こうにあるだろ』つい本音が出た。

『パパはどれぐらい子供が欲しいの？』

『家が子供で埋うまるぐらいかな、はは』

『きゃー、普ふ通つうにグロい……って、貴方あなた、食堂に行くの？　貴方達は、強制不参加でしょう？』

『まぁね。けど和わを以もつて貴とうとしだよ』噓うそだけど。

　伏ふし見みが湯ゆ女なの発言に首を傾かしげているのは、敢あえて見過ごした。

　ということで、湯女はまた自室の守護者となり、食しよく卓たくの湯気は六つと、野菜炒いための合わせて七つだ。

　桃とう花かがまず野菜を箸で摘つまみ、嚙かみしめる。そして、しかめ面つら。

「これ、味薄うすいんだけど」

「あれぇ？　……あ、すいません、本当です。ぼうっとしてて……」

　母親が娘むすめにぺこぺこと丁重な謝罪をする。その対応について、娘は形容し難がたい崩くずれかけの顔で、母親への無言を強いられた。強制の、染みついた日常に喉のどを詰つまらせて。

「無理もないよ、ええ。平静な気持ちで食事を作れと言う方が酷こくじゃないですか、ですよね？」

　潔きよしさんはしゃがれた声で妻のドジを許容し、その範はん囲いを耕こう造ぞうさんにまで拡かく大だいさせようと顔を覗のぞき込む。耕造さんも一口含ふくんでから「十分美う味まいさ」と大物ぶった。

　けれどその後すぐに、迷めい惑わく面づらで僕らを見やるところに減点項こう目もくが潜ひそんでいることには気付かない。あれでは、有事の際に役立つことを期待出来そうもない。元より、ないけどね。

「一応、報告がある」

　口の中身を水で流し込んでから、耕造さんが切り出した。それに真しん摯しな態度で聞き耳を立てている人間は、潔さんぐらいだった。他ほかは、食物摂せつ取しゆに心の傾かたむきが際きわ立だっている。

「分かってはいたことだが、外部に救きゆう援えんを呼びかけても反応がない。人通りが少ないというより、ないに等しい。食事が終わったらもう一度頑がん張ばってはみるつもりだが」そこまでの発言で、潔さんが一度噎むせる。現場指し揮きしている本人は、喉のどの痛みも無む縁えんなので唇くちびるも滑なめらかに稼か働どうする。「こうなると、扉とびらが開かない以上は壁かべか鉄てつ格ごう子しを破は壊かいして外に出るしか、方法がないかもしれん。……どうやればいいのか、難しいところだが」

　耕造さんは箸はしを休め、腕うでを組む。頼たよりない表情と頭とう髪はつに、苦く悩のうの皺しわが寄る。

　くわえていたモヤシを舌で口内に引きずり込んでから、桃花が挙手抜ぬきに提案した。

「拳けん銃じゆう、使えばいいんじゃないの？」

「あ、じゃーぼく撃うってみたい」

　妹の指し示す意図は心しん慮りよせず、自身の欲求をひけらかす姉。妹、表情筋に過か剰じよう付加。

「お姉ちゃん……に渡わたすと、人間撃ちそう」

「おぉう？　とーかちゃんったら、ぼくを褒ほめてる？」

　どういう意味で質問したか、判別がし辛づらい茜あかねの言い分を、「お姉ちゃん、人にん参じん残しちゃ駄だ目め」などと矛ほこ先さきをずらし、桃花ちゃんは軽かろやかに無視する。

「こらこら」と好き嫌きらいを正当化するように、茜が人参の輸入に箸で抵てい抗こうする。

「駄だ目めだって。食べられる時に、食べとかないと」

　それは桃とう花かなりに、深刻な言い分だった。空気を読めと、茜あかねが除のけていた人にん参じんを積んでいく。茜は妹の乱行に「むーっ」と膨ふくれ、何一つ納なつ得とくしていない。隙すきあらば、人参を他人の皿へ移し替かえる気き概がいに満ちていた。大おお江え家で、この事情を抱かかえている中では、人間的な交流だった。

　そんな様子を、貴たか弘ひろさんが頰ほお杖づえを突ついて眺ながめていた。自身の食事は終わったようで、箸はしとコップ、それに茶ちや碗わんが重ねて置かれている。

「それで、拳けん銃じゆうをどう使う気なんでしょうか？」

　産みの親が、元娘むすめに丁てい寧ねい語で説明を求める。お互たがい、多少の沈ちん黙もくがあってから、

「扉とびらの鍵かぎとか、壊こわせないの？　バンバン撃うって」

　桃花が箸を構えて、拳銃の発射を手て振ぶりで表現する。

　それに返事するのは、凶きよう器き購こう入にゆう者の耕こう造ぞうさんだった。

「扉の何ど処こを撃てばいいのか、見当がつかない。弾たまがもう少しあれば、適当に撃てるんだが」

「ないの？」桃花が、自身の案を暗あん礁しように乗せる一言に食いつく。

「装そう塡てんされていた弾しかこの家にはない。……勿もち論ろん、撃つ気などなかったからな」

　後半は早口に、擁よう護ごを交える耕造さん。

「壁かべを三発の弾だん丸がんで破は壊かいは出来ないし、鉄てつ格ごう子しも、あれだけ交差し合っていては人が出られる広さを確保することは、難しいだろうな。力ちから尽ずくで何とか叩たたき折ったりした方が、早いはず。また後でやってみる」

　父親の、僕からすれば珍めずらしい真っ当な発言に、桃花は押し黙だまる。ただそこに、悲観の要素は見受けられない。外出の習性が備わっていない生物は『出られない』ことに危機感を抱いだくことが可能なのだろうか、とまるで昆こん虫ちゆう図ず鑑かんを捲めくって、ふと疑問にぶつかるような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「あ、もし撃うつ時はぼくにやらせてね」

　茜が予約を表明し、そこで貴弘さんを除のぞく五人は、食事に没ぼつ頭とうする前ぜん傾けい姿勢を取る。

　その後は、僕らの存在を無視することで和なごやかな雰ふん囲い気きを保っていた。

　多少は、団結の雰囲気が強まった気もする食しよく卓たく。食欲が満たされたお陰かげだろうか。

　だけどここから、一いつ致ち団だん結けつと一いつ家か団だん欒らんに傾けい倒とうする展開が待ち受けているはずもない。

　僕が、関かん与よしている時点で。

　家族会議から一歩も二歩も引いて、部外者は孤こ独どくに平へい坦たんな笑え顔がおを水面に映すのであった。







　伏ふし見みはこの屋や敷しきの部屋をホテル系と表した。

　僕は部屋の扉を牢ろう屋やのようだと評した。

　今現在において各部屋は、僕の指し摘てき側がわに役割の比重が偏かたよっているようだ。

　室内に閉じ込めることは出来ても閉じ籠こもることが大変に難なん儀ぎだからな。洗面所もプライバシーがないし、唯ゆい一いつトイレだけが、内側がわから鍵かぎをかけられる場所だ。

　さて、その獄ごく中ちゆうの一室で、僕は空すきっ腹ぱらを抱かかえてベッドに潜もぐり込んでいた。寝ね苦ぐるしい。

　少し遅おそめだった昼食（僕らからすれば昼飲、水専門）が終しゆう了りようした後、僕と伏ふし見みは景けい子こさんの部屋で日向ひなたぼっこに耽ふけっていた。あの部屋が格こう子しの関係上、一番日ひ射ざしを取り入れているし、何より、良い匂においが漂ただよっていたから、その居心地ごこちを優先してみた。窓の側そばの棚たなに背中を預け、足を糸が切れたように伸のばしきる姿勢。そうして、時々うたた寝ねをして、時々、思いついたことを口にする。伏見の方は意識を手放すことに恐おそれを抱いだいたのか、あまり瞬まばたきも、瞼まぶたを閉じる回数も重ねることはなかったけど。

　日が沈しずんでからは、伏見が不格好でも故意でも泣きでもいいから笑い出すまで、睨にらめっこに興じていた。微び妙みように成果が出た頃ころ、食堂に集合しろとのお達しを貴たか弘ひろさんから受けたので、意味がないことを予感しながら後に続いた。

　九人で囲んだ食しよく卓たくで、晩飯は省いて、明日に備えることが耕こう造ぞうさんの裁量で決定づけられた。

　それから僕らの部屋の扉とびらは、夜の九時を過ぎて入室した時点で鍵をかけられる意向を発表された。これはお客人の身の安全を確保する配はい慮りよでは微み塵じんもなく、容疑者の僕らを閉じ込める意味合いが主だった。こちらとしても身の安全が確保出来るので反はん抗こうせずに受け入れ、鍵は昼と正反対に、湯ゆ女なへ預けた。

『モーニングコールは何時にいたしましょう？』『シェフのお任せデザートなみにそちらへ一任します』などとこんなやり取りを行っているとまるで、僕ら二人が共犯みたいですねと冗じよう談だんを飛ばしたら全員が本気で訝いぶかしんでくれて、大成功だった。噓うそだよ、悪いね。

　他ほかの人は、扉を封ふう鎖さするかについての裁量が求められていた。相手を何ど処こまで信用するのか？　そして相手は、また別の誰だれかに自室の鍵かけを依い頼らいするのか？　信用した相手に渡わたしたはずの鍵は誰の手に委ゆだねられるのか？　家庭内の不和は、こうした疑ぎ心しん暗あん鬼きで彩いろどられている。

　こんなやり取りがあった。







「夜、各自の部屋の鍵をどうするかという話だ」

　食事のない卓を囲む僕らへ、厳おごそかに耕造さんから、議題が発表される。

　僕と伏見は早々に処置が下されているので、口を挟はさまない。鍵をかけないことを間接的に認めている湯女も、腕うで組みと足組みの位置調整で退たい屈くつ会議から一歩引いた視点を維い持じしている。

「全員が同じ部屋で過ごす……ことは、賛成があまりあがりそうにないな」

　耕造さんが、取とり敢あえずは発言を続けたという雰ふん囲い気きで喋しやべる。確かにそれは、被ひ害がいを減らす方法としてはかなり有効だ。けれど完全に、殺人を防ぐ手立てじゃない。犯人が後先考えなければ、一人ぐらいなら殺せる。その一人に自分が選ばれたら……と危き惧ぐするなら、やはり部屋は別々の、お互たがいの手が届かない距きよ離りを保つことが理想なのかも知れない。

　ナイフ、まだ見つかってないようだし。

　大体僕らは、このまま時間が経過すれば勝手に死亡する現状に甘んじているわけで、どう抗あらがっても、身の危険を振ふり払はらうことは難しいわけだ。

　そこは耕こう造ぞうさんも心得たもので、実際、昼間にも、遠くから工事系の雑音が響ひびいたり、潔きよしさんボイスの『助けてください』なホーミーもあって非常に安あん眠みん妨ぼう害がいだった。まぁ、近所迷めい惑わくではないことだけが、ああそれこそ絶望だったか。

「そこで、俺から提案がある」

　口を開かなければそれなりに家長の威い厳げんがありそうと僕の中で定評となった耕造さんが、権威拡かく大だいの為ために今回も出しゃばる。

「部屋の鍵かぎを全すべて纏まとめて、一人に預ける。運が余よ程ほど悪くなければ、これがもっとも安全だとは思うんだが」

　耕造さんが、周辺の不健康な顔色を窺うかがう。提案されたのは、確率に基づいた処置だった。下手に腹を探り合うより、九分の一に懸かけようという、精神の負ふ担たんが少なく実行できる殺人予防ではある。

　ただし鍵をその一人に預けて、そいつが殺人犯だったら。他ほかの人間も殺害する意欲に満ち溢あふれていたら。鍵を渡わたすことが、命の譲じよう渡とに早変わりだ。

「どうだ？　悪くはない、と思うが」

「ええ、はい、私は預ける人間が菜な種たねだったら……ええ、賛成ですが」

　潔さんの条件付き賛成に、耕造さんが目を剝むく。『菜種だったら』が問題の焦しよう点てんらしい。

「そんなの、賛成するわけないじゃない」

　直後に、否定の声もあがった。仏ぶつ頂ちよう面づらの桃とう花かだ。若じやつ干かん、呆あきれも含ふくまれた溜ため息いきを、これみよがしに吐はき出す。

　その小こ娘むすめの小こ馬ば鹿かにした態度に、不敬罪を訴うつたえるような耕造さんが、目だけでなく言葉の牙きばまで剝いた。

「何がそんなに、考えなしに否定する理由がある？」

「ちょっと考えれば、すぐに分かるわよ。アタシ、父さんの為に余分な頭の栄養を使いたくないから、その理由は自分で考えて」

　思春期娘の、義理さえない両親への反はん抗こう期。その反意な態度を擁よう護ごする者、また耕造さんを支える会に入会する人もいなく、二人は睨にらみ合う。

　そして耕造さんが反論を、唾つばと一いつ緒しよに溜ため込んで外へ放出する寸前、桃花が発言する。

「それで、アタシは、鍵は別にいい。まだそんなことする段階じゃないと思うから」

「あ、じゃあぼくも」

　同じ料理を注文するかの如ごとく、茜あかねも主体性を感じさせない身の振り方を公おおやけに晒さらす。

　それから、隣となりの席の妹へ首を伸のばし、顔を覗のぞき込む。

「桃とう花か、怖こわかったら一緒に寝ねてあげるよ？」

「お姉ちゃんこそ、夜中に突とつ然ぜん泣きついてこないでよ。……マジでびっくりするから」

　耕こう造ぞうさんからあっさりと視線を解き、姉に苦笑する桃花。

　軽々と蚊か帳やの外に置かれ、耕造さんは歯がゆいどころか憎にく々にくしさを募つのらせる。

「……思し慮りよの浅い……」

　耕造さんがテーブルを拳こぶしで叩たたき、娘むすめ達へ憎にくらしげな睨ねめつけを送る。

　鍵かぎをかけないってことは、まるで他人を信しん頼らいするという平和活動の意思が根底に流れているようではある。だけどもし翌日までに殺人が行われたら、容疑者になるということ。引いては、その人数が増加すればするほど、殺人の可能性は上がる……気もする。

　部屋に隔かく離りする人数を増やしたいのが、耕造さんの本音だろう。

「俺も鍵は要いりません。他ほかの人の確かく認にんが終わったら部屋に戻もどります」

　場の流れの隙すき間まに入り込むように、貴たか弘ひろさんが自身の処しよ遇ぐうを決定する。糸が切れた人形は操あやつり手ての顔色を団どん栗ぐり眼まなこで無視して、涼すずしい表情。今にも何ど処こからか風が吹ふいて、前まえ髪がみでも揺ゆれそうだ。

　そんな貴弘さんと目が合うと、一いつ瞬しゆんだけ目を細めてきた。すぐに、湯ゆ女なの方へ顔を逸そらしてしまったけれど。

「じゃあ、潔きよしは？　どうするんだ、あぁ？」

　酔よっ払ぱらいみたいな絡からみ具合で、娘むすめとの不仲の鬱うつ憤ぷんを晴はらす悲ひ哀あいな耕造さん。噓うそだけど。

「あ、ええ、私は、ですね……つ、妻がうんと言えば、鍵を……」

　ちらりと、菜な種たねさんに横目で縋すがる。また目線を逸らされた耕造さん、ご立腹である。

「えぇと、いいですよぉ。潔さんのお部屋、ちゃんと管理させて頂きます」

　菜種さんはヘタレ、もとい夫の身の安全を優先して、申し出を受理する。僕がマユとこの屋や敷しきへ旅行に来ていたら、無理矢理にでも部屋に閉じ込めるか、一いつ緒しよの布ふ団とんで普ふ段だん通りに夜を過ごすのかどちらだろう、なんて想像が渦うず巻く。

　ああ、マユかぁ。冬場は一いつ緒しよに寝ると抱だきついてきて心地ここちよかったけど、夏場は寝ね汗あせの量が増加しそうだなぁ、と謳おう歌かしている春を通り越こして次の季節に意識が飛んだ。

　さて、現実にまた参加するか。これで、八人の夜の過ごし方が決定した。残るは一人。

　八人中、六人の視線がその一人へ集つどう。残り二人、伏ふし見みは僕を、貴弘さんはまだ湯女を見つめていた。

「父さんさ、他の誰だれかに鍵預けられるの？」

　意地の悪い桃花は、重箱の真ん中に箸はしを突つき立てる。

　耕造さんは、その忌き憚たんなき嫌いやみに目の色を変えて、肩かたを引きつらせる。

「預けずに安全を確保しようとしたわけ？」

　実の父じゃないので好き勝手に罵ば倒とうし、軽けい蔑べつして構わないだろう。桃花の脳裏にはそんな家庭への思し慕ぼが錯さく綜そうした、かはさておき言いたい放題だった。

　つまり耕こう造ぞうさんは、先さき程ほどの自身の妙みよう案あん（と本人は自負）で、預かる役目に自分を指名させようと、再度目もく論ろんでいたわけで。それが、矢や面おもてへ引きずり出された。

　すっかり面めん子つを潰つぶされた耕造さんは、それ以上の醜しゆう態たいを晒さらさないように、怒ど鳴なり声ごえを押し殺す。桃とう花かでなく僕が相手だったら、まだ言論を自重することはなかったんだろうな。

「……いや、俺も……鍵かぎは、いい」

　夜に相応ふさわしくない、場の白み。

　それが、自分本位の家族の歪ゆがみを浮き出させて、話し合いの声を飲み込んだ。







　結局、鍵については各人の意思を尊重するということで有う耶や無む耶やに解散となってしまった。一人を除のぞき、危機感はまだ煽あおりきられていない。やはりあの景けい子こさんの死体は、遠い。微び妙みような距きよ離り感があって、それはブラウン管越ごしにある火曜サスペンスな他殺体と大差ない、寝ね惚ぼけた死だった。

　完全には効果を発はつ揮きしていない。そのまま火か葬そうされることを願うけど。

　そもそも、何な故ぜ、景子さんが殺害されたのか？　この動機が不ふ明めい瞭りようだから、恐きよう怖ふは霞かすむ。

　自身に関連性があるか否いなかで、第二の殺人が迫せまり来る可能性の幅はばが決定されるからだ。

　……そんな中で僕は今、危機と焦しよう燥そうに汗あせを滲にじませ、歯を食いしばっていた。

「……起きてる？」

　毛布を頭まで被かぶって、僕の背中に身体からだをべったりと密着させている人が、意識の有う無むをしゃがれた声で尋たずねてきた。ここは狸たぬき寝ね入いりで無言の『さっさと寝ろ』を強要しようかと思い、しかし返事がなかったらそのまま泣き出し、朝にはまるで僕が背中から寝小便を垂たらして、北海道を描えがいているという誤解を招きそうだったので「起きてるよ」と、天てん井じようの灯あかりに眼球を向けて呟つぶやく。噓うそだけど。どちらかというと、大おお江え家の怪かい談だんとして語り継つがれそうだ。

　さて、部屋には二人。僕ら、つまり伏ふし見みが僕と添そい寝していた。これが目下、寝苦しさの原因となっている。やはり四月だけあって、締しめ切った部屋で人が側そばにいて毛布にくるまれていては、熱が籠こもって快かい眠みんとはいかない。その上、電でん灯とうも電気代を無視して点つけっぱなしだ。よって、僕が一時間以上、欠伸あくび一つ出ないのは温度の所せ為いであり、マユに知られたらを想像して心臓バクバクしているという小心の為ためでは断じてない。背中に伏見の凶きよう器きが押しつけられていることも、一いつ切さい関かん与よしていない。噓だけど。

　……心臓を肉と骨の上から押さえて、マユを想起した。人間が生きていくのに水が必要で、けれど今の僕が快適に生活するにはマユ成分も不可欠だった。既すでに蓄たくわえは、積もらなければ山に成り足り得ない塵ちりほどしか残されていない。赤信号が縦じゆう横おう無む尽じんに灯ともり出してるよ。

　それに、恋こい日び先生。連れん絡らくするという公約は、携けい帯たい電話の季節を先取りしすぎた水遊びの事故によって、心ならずとも破は棄きされてしまった。定期的が途と絶だえたことに訝いぶかしさを嗅かぎ取って救助に訪おとずれてくれる可能性は……ないだろうな。先生との付き合いは、人付き合いが長続きしない僕としては、快挙に当て嵌はまるけど。

　振ふり返ってみれば、八年近く交流が継けい続ぞくしてるのは、本当に先生ぐらいだ。僕が生せい誕たんしてから側そばで成長を見守ったりする両親、切せつ磋さ琢たく磨まし合う友人もいないし、兄妹きようだいも、誰だれも彼かれも早々と死んだり、苛いじめっ子に関係を移ろってみたり。やっぱり、先生か。

　あの人は、僕から宣言した以上は、無理に事態に踏ふみ込んでこない。口約がないと、何ど処こまでも干かん渉しようしてくる人だけど。そんな人だと非常に既き知ちだから、正義の味方として大おお江え家の門もん戸こを叩たたくことに期待していない。先生と血ち生なま臭ぐさい事件は、取り合わせとして不格好な気もするし。

　……で、更さらに似つかわしくないと思おぼしき、伏ふし見み柚ゆ々ゆ。

　僕の部屋の前までついてきて、離はなれようとせずに『今夜は帰りたくない』とマジで言ったのでこっちもマジで驚おどろき、そしてマジで一いつ緒しよの部屋のベッドで一夜を過ごそうとしている。……と穿うがった見方はさておき、伏見の部屋に戻もどりたくない理由が色欲でも美人局つつもたせでもなく、恐きよう怖ふであることは明白だった。

　この子は、人が近場で死んだということが堪たまらなく恐おそろしいのだ。それこそ、多少の知り合いに過ぎない男と寝ね床どこを共有してでも、一人きりの夜を拒きよ否ひする程度に。健全だなぁ。

「そんな臆おく病びようで、よくこの間は殺人犯を捕つかまえようとしてたよな」

　引き続き、伏見ではなく電でん灯とうに呆あきれてみる。人にあらざる物が話し相手なら、マユも許容はするだろう。むしろ背中に張りついてるのも蛍けい光こう灯とうである。誰だれか催さい眠みん術じゆつでもかけてくれ。

「何にも、見てなかったから。だから、動けた、けど……」

　伏見の額が僕の背中に擦こすりつけられ、汗あせが滲にじむ。「なるほどね……」

　生の死体を目もく撃げきしたら、恐怖で心が満まん杯ぱいになったと。武士的に例たとえるなら、稽けい古こと実戦は違ちがうでござるということだな。殺人だけでなく封ふう鎖さにも、寂せき寥りようを助長されているだろうし。

「けど伏見も、別の部屋に入ったら鍵かぎをかけられることになったと思うよ。そしたら安心だ」

　そう言うと、伏見の髪かみと毛布が擦れ合う音がした。

「鍵を渡わたせる人、いない」

「んー、と言っても、今この部屋にいるなら、伏見も湯ゆ女なに預けたことになるんだけど」

「お前と一緒なら、いい」

「……わけ分からん」

　ということにして、また瞼まぶたを下ろす。

　さて、一いつ生しよう懸けん命めい眠るとするか。







　僕の夢には、心地ここちの足りない傾けい向こうが多々見られる。

　ほとんどの場合で、『ああ、夢か』と意識が認にん識しきを露あらわにしながら、夢想と触ふれ合うことになる。今回も、林檎りんごを自前の爪つめで剝むいている、目前のマユに対して何ど処こか達観した視線を送ってしまう。マユ成分の不足が、心を蝕むしばみ出している所せ為いだろうなんて、冷静な分ぶん析せきが下される。本来なら『きゃー！　まーちゃんまーちゃんまーちゃんまーちゃんちゃんきゅんきゅんまーたんまーたんむにむにまーたん！』などと手厚く歓かん迎げいする気き概がいと手て筈はずが整っているのに、つい羞しゆう恥ち心がお蔵くら入いりにするわけだ。寿じゆ命みようを半分にしても構わないから、噓うそとして葬ほうむりたい。

　周囲を見渡わたすと、他ほかの人ひと影かげが抹まつ消しようされた病室だった。どうも僕はベッドに寝ねていて、マユがお見み舞まいに制服姿で訪おとずれているという設定のようだ。どんな願望を下した敷じきとしているんだろう。

　林檎を裸はだかにしてから、白磁の皿に載のせて手ぶらとなるマユ。そして、真新しい携けい帯たい電話で耳を押さえる。その仕草に我が身を振ふり返るとやはり僕も、買い直して数ヶ月も保もたずにトイレで溺でき死しした携帯電話を耳に当てていた。

　流石さすが、非生産的行こう為いの代表格である夢だけあって、効率に囚とらわれていない。

「しーきゅーしーきゅー、まーちゃん専用お電話の声は届いてますかー？」

「しっかりステレオ再生だぜー」

　僕の頭部による、マユの合成音声と口パクは素人しろうとなりに合わせられていた。表情の加工も、多少ちぐはぐながらも笑え顔がおと視認可能な範はん囲いに留とどめられている。

「みーくんのはまーちゃん受信専門のお電話なんだから、他の人間とお話ししちゃ駄だ目めよー」

　朗ほがらかな調子のマユの、これは現実でも宣言してた内容だな。

「当然だよ、僕のケータイは有効受信距きよ離りが百メートル以内の電波に限ってるからね」

　僕の受け答えは、若じやつ干かん修正されているけど。確か、口から出任せに『まーちゃん養分の迸ほとばしった重量七グラム以上の電波でないと受け取れない仕様だぜ』とか、別の意味に電波を放出したと、現実より脳のう味み噌そに隣りん接せつする夢は過去を語る。夢の癖くせに、騙かたりの方は不ふ得え手てなのである。

　後、愚ぐ鈍どんな注意力が今いま頃ごろ察したんだけど、僕とマユの恋れん慕ぼを隔かく離りしてその他の感情で構成された、小指を結ぶ白糸がこの世界でも機能していた。それも、長さが本来より増量して、活動距離に便べん宜ぎが図られていた。

　うーん、ご都合主義。誰だれの都合かは、深い考察を回かい避ひするとして。

「でね、林檎は何の形がいい？」

　マユが伸のばしっぱなしの爪と指を蠢うごめかせながら、僕の注文を取ってくる。どうも、マユの台詞せりふは過去からの引用ばかりで、何とも貧ひん困こんな創造性を露ろ呈ていしているな。

「そうだね……」婚こん約やく指輪を一丁、と依い頼らいするわけにもいかないし。数日で酸化、そして腐ふ敗はいする絆きずなの証あかしとか、そういう皮肉を効かせたものは夢に溢あふれてないので却きやつ下かだ。

「………………………………………」

　マユが、登録０件の携帯電話を所持していた理由は誰にでも予想がつく。

　みーくんからかかってくるかもって、淡あわい希望に駆かられて。

「まーちゃんの好きなものがいいな」

　言ってから、はて、既き視し感のある導入だと眉み間けんに棘とげが刺ささる。

　夢マユはその言葉を受けて電話に繫つながっている、地じ獄ごくの片道切きつ符ぷを購こう入にゆうしたらキャンペーンの一いつ環かんとして粗そ品しなにでも付いてきそうな奇き形けいな造形の人形のストラップを振ふりながら、ご機き嫌げんにテーマを発表した。

「じゃあ、今日はみーくん作っちゃうぞー」

　語尾にハートマークが、洗せん剤ざいでも洗い落とせないほどに付着した甘ったるい宣言。

「わー」嫌いやな展開に持ち込んでしまった。学習能力がないことを夢にまでお告げされてどうする。けど、僕の心配を杞き憂ゆうとして余よ所そに押しやり、マユは終始鼻歌交じりで作業をこなす。

　さくさくと、マユは林檎りんごの身を無む駄だ遣づかいして、人の顔みたいなものを形作ってしまった。

　そこで、もう一度。「ああ、夢だな」と独ひとり言ごとで納なつ得とくを嚙かみしめる。

　マユが林檎を鷲わし摑づかみして、顔の正面を僕にってちょっと待て、唇くちびるの部分を近づけるのは、

「はい、」「な、」「あーん」

　目元にだけ、現実の重力が侵しん食しよくしてきた。

　それに釣つられて瞬まばたきをし、そして、目を何の気なしに開いて。

　騙だまし絵えのように、夢は悪夢に入れ替かわる。

　御み園そのマユが、長なが瀬せ透とおるに再構成される。

　髪かみも服も意味も価値も、何もかも、欠けて。

　夢中なので血の気に支障はなかったけれど、思わず頰ほおを抓つねって脱だつ出しゆつを試みていた。

　差し出す林檎の細工は爛ただれ落ち、中身には新たなる赤。鮮せん血けつの着色料が、滴したたっていた。

「透は甘えん坊ぼうさんッスねー」

　顎あごを摑つかまれ、異論反論を塞ふさぐように血ち塗まみれ林檎が口内へ突つっ込まれる。夢だけあって、長瀬の手から生まれる林檎は無む尽じん蔵ぞうだった。不器用な両手が果か敢かんに皮かわ剝むきに立ち向かわなくても、処理を終えた林檎の切り身が僕の噓うそぐらいポンポンと飛び出てくる。ただしその林檎はどれも、長瀬の作品であることを自己主張し、赤色を節々に纏まとっていた。

「ほがほが」と入れ歯が抜ぬけたようにしか自己主張が出来ないほど、林檎を消化器官の導入口に詰つめ込まれた。鼻から粘ねばっこいリンゴジュースでも絞しぼり出せそうだ。

　まぁ、目玉を垂たれ流されて、それで口を塞ふさがれるよりは健全だろう、と前向きに解かい釈しやく。

「透はまーちゃんの何ど処こが好きッスか？」

「ふぉがっふぉふぉふぉふぉが」

　取とり敢あえず人の口に、節操なく林檎を詰め込まないところかな。いや、制さないとやりそうだけど。

「ないッスか？」

「ひゃふよ、ひぇいっぱい」目め一いつ杯ぱいあることを口だけでは説明し辛づらいので、手も広げる。

「私から見ると、まーちゃんの良いところなんて見つからないッスよ。あ、顔は除のぞいて」

　しれっと、フィクション長なが瀬せがマユを批判する。おのれ夢長瀬、自身の勉強不足を棚たなに上げて、マユの良いところは……雨の日、段ボールの中にいた子こ猫ねこを『邪じや魔ま』と蹴けり飛ばして我が道を直進しそうだ。うぅん、マユの特とく徴ちようでも挙げてみるか。ワガママ、独どく占せん欲よくの塊かたまり、ちゅー大好き、他ほかの人、取り分け異性に触ふれられるとその部位を削けずり取ろうとする、眠ねむり姫ひめ、生物嫌ぎらい。あれ、プラスの要素がちゅーしかないぞ。

「透とおる、目が泳いでるッスよ」

「ひゅひぇのひゅひをおひょぐのだ」夢の海を泳ぐのだ、とごまかしてみたかった。

　……あ、良いところ一つあった。まーちゃんの好物であるドーナツを一口分ぐらいは分けてくれるよ。……尻しつ尾ぽ振ふりすぎな子犬か、僕は。我ながらいじらしすぎる。

「具体的に挙げられないッスか」

　根っこが同じ心に繫つながっている者同士、内心が筒つつ抜ぬけである。こうなったら、残る手は一つ。

「ひゃひゃふぇ」

「はいはい自分は長瀬ッスよ。何？」

「ひぇんじ」と、手の平をひっくり返す。

「……チェンジ？」

「ひょうひょう、ミャユと」

　ぼくちん、小難しい話は苦手ですの。夢の中ぐらい、自由に逃とう亡ぼうさせてくれ。

「あひょ、ひょのへんはをひょいていけ」

　そのお前の握にぎっている携けい帯たい電話は、マユのものであり、みーくん専用なのだ。本人がそう言い切っていたから、僕も便乗して構わないだろう。

　長瀬は、僕に都合良く振る舞まい、「良いッスよ」と微び笑しようする。

　そこが、現実に触ふれていた長瀬との違ちがいなんだろう。

「決定権はそっちにあるから、抵てい抗こうはしない」

「うむうむ」本来の長瀬がそんな引ひき際ぎわを心得た子だったら、僕らは友達で終わってたな。

「でもその前に、自分は透へ質問しておかないといけないッス」

「ひゃい？」

「みーくんは、長瀬透の何ど処こが好きだったッスか？」

「あぁむ？」

「みーくんは、何を基準に人を好きになってるッスか？」

　真ま面じ目めな態度で問い詰つめられない分、こちらも惚とぼける暇ひまがあった。

　先さき程ほどより更さらに答え辛づらい、無意識の範はん囲いに触ふれる必要さえある二つの質問。

　長瀬は、僕にとって未知な、意地悪い唇くちびるの釣り上げを実じつ践せんし、意識を突つき放した。

「より良い夢を目指す為ためのアンケート。答えは、目覚めてから出してくれて良いッス」

　長なが瀬せはそう快活に笑い飛ばし、果か敢かんに僕の首を両手で絞しめた。

　脈みやく絡らくもなく殺害されようとする、夢の中の僕は抵てい抗こうしない。押し倒たおされてベッドから転げ落ちて馬乗りされて、質量のない長瀬が全体重をかけようと無む駄だに躍やつ起きになる。

　それでも長瀬は、たおやかであり健すこやかであり、病やめない笑え顔がおだった。

　僕は現実で、こいつに恨うらまれているのだろうかと、ふとした疑問にも同時に襲おそわれた。「とぅるるるる、とぅるるるる」







　その自作目覚ましに、身体からだの内側がわで夢の糸を切られた気がした。

　苦労して睡すい眠みんを時間から奪だつ取しゆした割に、今度の目覚めも多方面に最悪だった。

　喉のどの渇かわきで息が詰つまりそうになっていることに辟へき易えきしながら、目を開ける。

　点つけっぱなしの電でん灯とうに照らされた、唇くちびるをすぼめて、とぅるとぅる鳴いている女が目と鼻の先にいた。

　何だこの二重人格者みたいな奴やつは。

　そして何な故ぜ、僕の首を摑つかんでいる。搔かかれてなくて一安心、してられるはずもない。

　息は外圧ではなく心根の影えい響きようで停止し、寝ね起おきに関かかわらず、限界まで見開いた眼球が事態を把は握あくするまでは無呼吸を通した。状じよう況きようの認にん識しきが終しゆう了りようし、深呼吸が自動で開始する。

「一番面おも白しろみのない反応ね。藻も搔がくことも、苦しむこともなく、起き床しようの延長上に扱あつかって」

「慣れてるからね」

「マジで？」噓うそでしょうね。

「マジで」噓だけど。

　湯ゆ女なの、添そえられていただけの手が外れて、萎しなびた笑みを僕の天てん井じようとしてくる。

「貴方あなたが意外と隙すきだらけに寝ているので、つい首をキュッとね」

「注意深くレム睡眠を取れるほど器用じゃないよ」

　さて。取とり敢あえず、お約束に切り返しでもこなしておくか。

「「昨夜はお楽しみでしたね」」

　お互たがい、今回は感かん慨がいなど何一つ湧わいてこない。

　この程度は予定調和だ、日本国民なら必修の掛かけ合あいといえる。背中に張りついて寝ついている伏ふし見みだって、平常時には難なくこなすであろうと根こん拠きよもなく期待を込めてみた。

　額に手を当てると、寝ね汗あせが酷ひどい。……何か、変な夢を見ていた記き憶おくがうっすらと、心の表面にまだ積もっている。除じよ雪せつ車を出動させろと、理性が即そく座ざに指示を飛ばした。

「不用心ね。これで貴方が犯人だったら寝首を搔かかれて、私達は安眠ハッピーエンドよ。そんな辛つらい結末はお嫌きらいじゃなくて？」

「ふぅん、僕が甘い物好きなんて良く知ってたね」

「「人の不幸は蜜みつの味、」」「ですもの」「から連想したわけだ」

「「今は」」「七時よ」「時報ありがとう」

　こいつが小説のキャラクターだったら、行数が稼かせぎ辛づらいから嫌きらわれるだろうなぁ。僕も同罪だけど。頭皮を搔かき、そろそろ身体からだを起こそうとする。が、人じん為い的な金かな縛しばりに遭あって、後背部の重量が著いちじるしく増加していた。……いや、後で怒おこられそうだな、著しくは訂てい正せいしておくか。精々、そこそこにどすこい程度だ。余計、張り手とか頂ちよう戴だいしそうな気もするが、今度はボールペンで記き載さいしてしまったので消しゴムの出番がない。頭ず突つきとかされないように気を付けよう。

　僕の思考が途と切ぎれるのを見計らったように、湯ゆ女なが営業スマイルから笑え顔がおを引いた作り顔になる。寝ねたまま応対する横着については、特に触ふれないようだ。

「お客様、サービスについてはこれでよろしかったでしょうか？」

「白しら雪ゆき姫ひめサービスがまだですけど」

　セクハラってみる。白雪姫サービスとは、対象が惰だ眠みんを貪むさぼっている間に口づけを交かわして、起き床しようした後に料金をせびる一種の恐きよう喝かつである。……地方限定用語である。……思春期傾けい向こうの十代が狙ねらわれ易やすい。設定を継つぎ足したら、余計に胡う散さん臭くささを水増ししてしまった。

　湯女はきょとんとしている。僕の本物の割には、理解が遅おそいな。などと格好つけている間に合点がいったらしく、魅み力りよくの干ひからびたにこにこ顔で首を少し横に傾かたむける。

「申し訳ありません、すぐに取りかからせて頂きます」

「え、うぃっ？」

　膝を屈かがめて

　頭部を摑つかまれ

　キス

　された。

　鳥とり肌はだが僕を乗っ取った。

　眼球は捲めくり返り、後頭部までケーキの生地みたいに引き伸のばされる。視界がパノラマに対応出来ず、白線だけでお茶を濁にごす。

「あががががが！」

　お互たがいの唇くちびるがかさついているとか、お肌の健康とか気にかけている余よ裕ゆうも噓うそも裸足はだしで逃にげ出す。

　とても女性に唇を押しつけられているとは思えない感想が口の端はしから飛び出る。限界が訪おとずれたので湯女を突つき飛ばし、心の平へい穏おんを取り戻もどした。

　これも日ひ頃ごろから噓と冗じよう談だんばかり言っている報むくいだろうか。咳せき込み、寒気がしてきた。

　背中に伏ふし見み、口に湯女。マユが知ることとなったら、素す手でで百人斬ぎりとか達成しそうだ。

　そして心なしか、背後から胴体へ回されている伏見腕うでの締しめつけが強くなったような。

　まさか起きてる？

　湯ゆ女なが壁かべにゴンとぶつかってからまた跳はね返ってきた。簞たん笥すだったら良かったのに。

　テキパキと仕し舞まえるし。

「よろしければご感想をアンケートにご記入下さい」

「鏡の中の自分に迫せまられてキスされたような、最悪の気分になったよ」

　目眩めまいまでする。額に手を当てて蛍けい光こう灯とうを遮さえぎり、そのまま二度寝ねしたくなる。

「不思議ねぇ、貴方あなた。そこは私と違ちがうの」

　じゃあきみは会って二日の自分みたいな奴やつとちゅーするのが嬉うれしかったわけか、あぁん？

「むしろ違わないのが後、性別ぐらいなことに問題を感じてほしい」

「唇くちびるも手も、違いがあるというのかしら」

　肩かたを竦すくめ、僕をからかうように問う湯女。僕も頰ほおを竦めたりして対たい抗こうしたいのだが、やり方が咄とつ嗟さに思いつかなかったので、無言という選せん択たくに流れてしまう。

「私からすると、貴方のように心の触ふれ合う相手といる方が余よ程ほど薄うす気き味み悪く不快なのだけど」

　ジト目で、不快の原因を押しつけて睨にらまれる。その手前勝手な性格は、果たしてどちらが見習うことで何かしらの効果が見受けられるのだろう。性しよう悪わる同士だから、水と蒸留水を混ぜて爆ばく発はつ的な化学反応を引き起こそうと躍やつ起きになるようなものだ。

　湯女の言い分は、触ふれ合ってる当事者としても共感出来る部分はある。僕らは腕うでの血管や筋肉を剝むき出しにして合わせあってるようで、主観と客観、どちらも痛々しい。

　だけどここで、その通りでございますと、マユの唇とまーちゃんのおててが一いつ緒しよだと納なつ得とくさせられるわけにはいかない。噓うそだけど。

「風ふ情ぜいを解さない奴やつだな。エロ本の価値を理解出来ない性格と見た」

「エロ本……ああ、春画ね」現代人と真逆の発想を演じながら、僕の目前に部屋の鍵かぎを下手投げで放ほうった。所持していることで、他人を閉じ込めることぐらいは出来る道具を手に握にぎり込む。

「貴方は考えなしを装よそおいながら、そこにちゃんと価値を持たせる性格ね」

「………………………………………」

　僕らが翌日に殺害されて鍵の所持者である湯女が生き残っていたら犯人は確定するから、だからこそ任せた。何も全面的に信用したわけではない。誰だれに渡わたしても変わらない以上、近くにいた人物を指定しただけ。

　そういうことを言いたいのだろうか。随ずい分ぶん、買い被かぶられてしまったけど。

　枇び杷わ島しま八や事ごとを過去から掘ほり起こす言い分に、右の瞼まぶたが微び痙けい攣れんで応こたえる。

「僕のやることに一々意味があるとでも？」

「ええ。貴方は秘密裏に着々と事を成しているわ」

「……お互たがい様にね」

　ふふふ、と敵を幾いくらでも作りそうな笑え顔がおで不気味に貶おとしめ合ってみる。自じ画が自じ嘲ちようである。

　湯女が屈かがめていた膝ひざを払はらいながら、立ち上がる。

「で、他ほかに用はなしか？」

　気が滅め入いりそうな、もとい、身の危険が増えそうな情報提供は付属してないわけだな。

　ベッドから三歩離はなれた地点で、湯ゆ女なが大げさに振ふり向く。浴衣ゆかたの端はしが捲めくれ上がった。

「ああ、そうそう。朝の新聞代わりに伝えておくことがあったの」

「なに？」と聞き返しながら、そういえばこの家は新聞を取っていないことにも気付く。

「今日は、貴たか弘ひろが死んだわ」

　淡たん々たんと、悪意溢あふれる報告だった。『今日は』が強調されていたあたり、人工だな。

　僕は目から鱗うろこの他ほかに、タイ米でも零こぼれそうな衝しよう撃げきに貫つらぬかれた。どれだけ便利に多機能な眼球なんだろう、使いこなせるだろうかと悩なやましささえ身に浸しん透とうする。噓うそだけど。

「……またかよ。きみの口から死人の報告を二日連続で聞くとは、どんな悪あく趣しゆ味みだ」

　湯女はしたり顔だった。一人死ねば二人目も死ぬだろう、と軽い摂せつ理りで納なつ得とくしきっているような様子で、肩かたを竦すくめる。

「君は……何つうか、死体を怖こわがってないみたいだな」

「だって、死体は動かないもの。ファンタジーやメルヘンじゃないのよ」と冷淡に言い返してきた。メルヘンはメンタル変へん貌ぼう中の略りやく称しようだって、誰だれが嘯うそぶいてたかな。あ、僕か。いや、先生だったかな。まだ、夢の残ざん滓しに意識と記き憶おくの連結をかき乱されてる気がする。

　間を空けて、「全くだ」と、まず素す直なおに同意してみた。それからすぐに異論を付け足す。

「きみはさ、僕と同じ系統の人間だと分類してるんだけど」

「系統……種類かと、私は思っていたけど」

「一つ、大きな差異があることを今発見した」

　人差し指を一本立てる。本当は足の指も一本だけ、精力を込めて直立させているのだけど、水面下の努力は評価されないものである。噓だけど。

「きみは噓を最低限にしか使用しない。要領が僕より優すぐれているんだろうな」

　それに対しての返事は、子供が昆こん虫ちゆうの足をもぐ時のような嗜し虐ぎやくの容よう貌ぼうだった。

　湯女の手が、僕へ差し伸のべられた。

「さ、見学に行きましょう」

　怪かい奇きな微笑ほほえみで、誘さそいかける湯女。

　背中に張りついていた額と手が、上下に揺ゆれた気がした。







　現場に着いた時、朝の挨あい拶さつをするかで多少迷った。僕は躾しつけの厳しい母に三つ子の魂たましいを鍛きたえ抜ぬかれたので、礼れい儀ぎ正しさの消費期限が百歳さいまで保もつほどである。おはようございますと頭を下げられない若造ではない。けれど、通路の壁かべに寄りかかった貴弘さんの死体を囲む五人の視線は、お前などお呼びじゃないと半ば睨にらんでいる人が大半を占しめていたからだ。

　結局、無言で現場検証か葬そう儀ぎの参列、どちらかの行事に参加することとなる。湯ゆ女なは菜な種たねさんと潔きよしさんの間から死体を覗のぞき込む。僕は、大おお江え家の中では比ひ較かく的、友好度の高い茜あかねの隣となりから身体からだを割り込んだ。そうすると、茜の側そばにいた桃とう花かは僅わずかに距きよ離りを置き、死体より我が身優先として僕を警けい戒かいする姿勢になる。茜は、その妹の挙動を楽しそうに眺ながめていた。

「桃花は照れ屋さんだなー」

　脳天気に率そつ直ちよくな感想を、死体の空気と血の臭においに負けじと言い放ほうる茜。桃花は、しかめ面つらで無言の抗こう議ぎを貫つらぬくけど、僕はすぐに貴たか弘ひろさんの遺体へ目を落とした。

　貴弘さんの胸に突つき刺ささっているナイフは、菜種さんが、敢あえて表現するなら事件の初日に話していた所在が不明だったものだろうか。自分の部屋から出てすぐ、扉とびらの脇わきに、足が伸のびきって、腕うでは手の平が上に向いて垂たれ下がっている大江貴弘。胴の前面を流血で浸ひたし、寝ね間ま着きは、洗せん濯たくするのなら他ほかの服に色が移らないように注意が必要なほど、仰ぎよう々ぎようしい赤で塗ぬりたくられていた。ざっと見て、その傷以外に外傷はなさそうだ。

　そして誰だれかが順調にいなくなってきている。こんな時こそ、国民の盾たてと矛ほことして粉ふん骨こつ砕さい身しんなお巡まわりさんの出番であるけれど、流石さすがに事件を認にん識しきせずに駆かけつけてくれるほど、彼らは有能すぎず、暇ひますぎない。透とう視し能力者がいなくては、文明の利器で通報するという科学の繫つながりが必ひつ須すで、それが不可能なら当然、この密室ではお役御ご免めんというわけである。

　他ほかの人が死体を見る目にも、恐きよう怖ふが確定していた。潔さんは下した唇くちびるを嚙かんで蒼そう白はくの肌はだとなり、菜種さんはそんな旦だん那なの肩かたを爪つま先さき立だちで支えながら、死体より目を逸そらしていた。……いや、絵になるのは逆だろ。耕こう造ぞうさんは息子むすこに対して、握にぎり拳こぶしが震ふるえている。憤ふん怒ぬや憎ぞう悪おでなければ、情感の嵐あらしだろう。茜はほけーっと物もの珍めずらしそうに死体を見下ろし、桃花は、貴弘さんではなく息をしている全員を睨にらんでいた。彼女は死せる被ひ害がい者しやや、屋や敷しきからの脱だつ出しゅつより、生ある加害者に興味の重心が偏かたよっているようだ。好感が持てる。

　そして僕は……うーむ、と適当に寝ね起おきの頭を働かせる。

　何な故ぜ、拳けん銃じゆうで殺さなかったんだろうと何となく疑問に思い、ああ、そうかと勝手に解決した。

「誰だれが、殺したんだ」

　耕造さんが、落らく涙るいを押さえて悔かい恨こんを産み落とす。その産卵風景は、周囲の戸と惑まどいのなさから察するに、真新しいものではなく、既すでに幾いく度どか繰くり返されているのだろう。

「ここにいる誰かが、」鬼き気き迫せまる表情で左右に首を振ふり、不在者に頓とん着じやくする。

「お前の連れはどうした？　まさかあいつが！」

「いえ、部屋にいます。扉とびらの鍵かぎも継けい続ぞくしてかけてありますから、お気にせず」

　僕はやんわりと制し、危険と安全の両面について対策ありを主張する。

　あいつも、と心配しないのが予想通りで、こちらも冷静に対処できた。

　伏ふし見みはあのまま、ベッドの中で震ふるえさせておいた。僕についてくると、やはり既に起き床しようしていた伏見は縋すがってきたけれど、目下の隈くまの繁はん殖しよく具合から駄だ目めと判断した。健全な女子高生は、一いつ睡すいもしていないどころか、夜の墓はか場ばで運動会に興じてきたように憔しよう悴すいしていた。

　こんな状態で、今度は鉄てつ格ごう子し越ごしではない死体を見たらノイローゼになる。よって、自室に謹きん慎しんを命じた。この展てん覧らん会かいの催もよおしが終しゆう了りようしたら、一度部屋に戻もどる約束はした。

「僕らは部屋に閉じ込められていましたから、残念ながら今回の犯人にはなり得ませんね」

　湯ゆ女なの表情を盗ぬすみ見る。湯女は貴たか弘ひろさんを観察中で、こちらに対しては言わざると見ざるを発動していたから、僕もただ伝達させておくことに留とどめた。

　耕こう造ぞうさんは歯は軋ぎしりで分かり易やすく、神経を逆さか撫なでする物言いの僕に敵意を照射してくる。もし昨晩、始終、扉とびらが鍵かぎっ子こを育成中でなかったら真っ先に僕の息の根にご執しゆう心しんとなっただろう。

　……さて、見る物も見たし、部屋に帰ろうか。そう促うながしたいところだけど、そんな空気を漂ただよわせているのは僕と、二酸化炭素だけ吸っていても平気そうな茜あかねぐらいだった。これでは迂う闊かつな発言一つで、僕も宇宙人扱あつかいされてしまう。自転車で空を飛べたところで、青空と雲を仰あおげない密室の屋や敷しきから脱だつ出しゆつする手立てにならないよなぁ。

　などと葛かつ藤とうしていたら、空気を微び妙みように読んで、尚なお、次へ進もうとする勇者が臆おく病びように現れた。

「この後、話し合うのは、どうで、しょう？」

　潔きよしさんが控ひかえめに、耕造さんを窺うかがいながらこれからの行動を提案する。

「話し合う？　何をだ」

　耕造さんが、自分より背せ丈たけのある潔さんを睨にらみ上げる。身長の差は権力で補おぎなえそうだな。現に潔さんも、腰こしが後ろに折れ気味で引けている。

「いえその、貴弘、おぼっちゃまを誰だれが殺したか、と。ええ、」

「そんなことを、話し合っただけで分かる見込みがあるのか？」

　潔さん苛いじめで息子むすこを失った憂うさ晴ばらしを図る耕造さん。迂闊な発言で宇宙人より身近な言葉のサンドバッグとされた潔さんは、「ひ」と単発な悲鳴の材料を零こぼす。

　けど、耕造さんの憂さがそれで晴れて冷静にはなったのか、頭皮を散々に搔かきむしってから、潔さんの案を吟ぎん味みし直す。

「話し合いか……明らかにしたいことが幾いくつもあるからな、そうしよう」

　腕うで組ぐみをして、周囲の六人を見渡わたす。

「すぐに、食堂へ集合してくれ」

　独どく断だんで祭り上がったリーダーの命令に、目立った返事こそないものの、何となく従う雰ふん囲い気きとなっているので各自、実行はするだろう。

　意見の浸しん透とうを把は握あくしたように耕造さんが小さく顎あごを引き、そのまま、貴弘さんを細めた目で見下ろす。

「貴弘も、このままにはしておけない」

「……地下室に運べばいいんじゃないの？　地下霊れい園えんみたいな感じに」

　桃とう花かが、耕造さんの呟つぶやきに対して意見を放つ。耕造さんは、今回は桃花の突つっかかりへ異論を唱えず、「そう、だな」と曖昧あいまいに頷うなずく。

「私が、台車でお運びしますね」

　菜な種たねさんがおずおずと、死体運送の役を買って出る。その後に、雇やとい主ぬしの表情を窺うかがう。

「あ、えぇと、でも地下へ運ぶ前に、血を綺き麗れいにしてあげた方が……無む駄だですかぁ？」

「いや……お願いする」

　耕こう造ぞうさんは力なくそう言って、息子むすこから離はなれ出す。途と中ちゆうで振ふり返ると、茜あかねが邪じや魔まで、貴たか弘ひろさんに引かれた後うしろ髪がみは意味を成さなかった。つい、と首を戻もどして、一人去っていく。

　それから、菜種さんと潔さんが並び、その後ろに桃とう花かと、手を握にぎった茜が続いて階段の方面へ移動していく、こちらの四人は、別段、貴弘さんへの名残なごりを見せない。首はあくまで前を向き、安全歩行だ。

　そして、残った僕と湯ゆ女なが、顔を見合わせる。死体を挟はさんだ立ち位置のまま、物言えない人間に優ゆう越えつ感かんを覚える為ためにお喋しやべりをしてみる。噓うそだけど。

「貴方あなた、すっかり容疑者の筆頭ね」

「エリートな経歴を誇ほこってるからね。それで、きみは僕のことを、何と見ている？」

「その質問、貴方から私に向けても、一度把は握あくしておきたいところね」

「……じゃあ」「ええ」

　せーの、

「「人じん畜ちく無む害がい以外の、何か」」
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　屋や敷しき滞たい在ざい三日目の朝方。

　食堂の空席は順調に増加していた。残る席は、八つ。

　僕の隣となりの伏ふし見みは、部屋から出てきたはいいけど、寝ね癖ぐせを直す余よ裕ゆうもなく身を縮ちぢませている。

　耕こう造ぞうさんの席は両りよう隣どなりが自由席となり、客入りも悪く寂せき寥りようとしている。仕方ないので余ったチケットは耕造さんが買い取り、椅い子すに片方ずつ足を載のせる大名行こう為いに及およんだ、わけがない。

「やはり、身体検査でもしてナイフの所在を明らかにしておくべきだったな」

　僕を真っ向から睨にらみ、遺い憾かんのように腹から感情を押し出す。それは僕の発言を肯こう定ていするものではなく『言ったからにはやれよ』と逆さか恨うらみしているに過ぎない。ついでに潔きよしさんも、申し訳程度に僕を非難がましい目で捉とらえてきたけど、見つめ返したらあっさりと顔を背そむけた。

「それにだ、俺が昨日提案したとおりに鍵かぎをかけて夜を過ごしていれば……」ぐ、と唇くちびるを嚙かむ。

　貴たか弘ひろは死ななかったかも知れない。いや、俺の計算は正しいはず、よって平へい穏おん無ぶ事じだった。羽の生えていない論法を無理に飛ひ躍やくさせ、正義に昇しよう華かさせようと目もく論ろむ耕造さんを阻そ止しする役割を受け持つのは、当然ながら大おお江え桃とう花か。

「あんな穴だらけの案、採用するわけないじゃない」

　なにィ、と今にも煮にえくり返った腸ちようが涙るい腺せんから出てきそうな目つきで娘むすめに振ふり向く父。

「共犯者がいたら、確率なんてもっと上がるのに」

　桃花が若じやつ干かん、父に対する蔑さげすみを感じさせる正論を返した。だけど、耕造さんは怯ひるまない。

　俺が言いたいのはもしもの可能性であって、現実なんかじゃない、と反はん撃げきに移りかける耕造さんへ、微び妙みような間を置いて追つい撃げきが届く。

「大体、全員がこの人だけは信用出来る、と意見の一いつ致ちなんて可能なの？」

「それは……」俺だろ、と言い切ってほしいところだけど、言葉を濁にごしてしまう。

「だから、父さんの提案は今夜も無理でしょ。自分の身は、自分で守るってこと」

　桃花が結論づけて、耕造さんの立場を潰つぶす。耕造さんは一ひと頻しきり悔かい恨こんの貧びん乏ぼう揺ゆすりと頭皮搔かきで苛いら立だつけど、声を荒あらげて無関係な内容への罵ば倒とうに至らないことで、最低限の面めん目ぼくを保つ。

　お互たがいに冷めすぎて、触ふれ合うことに不快さえ伴ともなうような家族だな。

　幼少期の家族構成に類似する点が散見されて、親近感が湧わく。

「それでお父様、知りたいこととは何なのかしら」

　湯ゆ女なが軽度のからかいを含ふくみながら、場の空気の行き先を変えるべく言葉を紡つむぐ。

「ああ、」と耕造さんが一息吐はいて肩かたの力を抜ぬいてから、

「昨日、鍵をかけた部屋で過ごした人間は誰だれだったか、一応の確かく認にんだ」

「はい」と率そつ先せんして挙手する僕。伏見も心ばかりに、小さい手で無罪を主張する。それを見咎とがめるように、鼻から中心に顔をひしゃげさせる耕こう造ぞうさん。これは、今夜から鍵かぎを開けたまま眠ねむれと強要されそうだな。

「あ、潔きよしさんも鍵をかけて、私が預かってました……よねぇ」

　少し引き締しまった語尾で、旦だん那なのアリバイと自身の容疑を確立する菜な種たねさん。潔さんが侮ぶ蔑べつの視線に晒さらされるのを嫌きらってか、俯うつむいて眼球を封ふう印いんした。僕と伏ふし見みは真っ先に部屋へ押し込まれたので立ち会わなかったけど、他ほかの人が目もく撃げきはしているだろう。

「アタシは鍵かぎかけてない」「あ、ぼくも。寝ねる時は寒かったから、開けっ放しにしといた」

　次いで桃とう花かと茜あかねが発言する。茜は『暑い』と『寒い』も反転させるみたいだな。

　……ん、待てよ。何ど処こまで逆なのか。鍵をかけてないという桃花と同じ、反対の意見になる茜であるなら、かかっていたということになる……のかな。いや、それはないか。

　後は貴たか弘ひろさんも、部屋の外で死んでいた以上は鍵をかけてはいない。

「そして私もかけていないし、お父様も」そこで一いち瞥べつし、耕造さんが顎あごを引いてから、「つまり容疑者はお父様、菜種、桃花に茜、それと私、ね」

　五本指が直立不動となっている手の平を、衆目に突つきつける湯ゆ女な。その手相の線が異様に長い手に刺し激げきされたのか、桃花が今思いついたように話し出す。

「ナイフさ、凄すごく深く突き刺ささってた気がするんだけど」

　手の平が退き、桃花への視界を確保する。それで？　と小首を傾かしげる湯女。

「あれって、結構腕わん力りよくとかいるんじゃないの？」

　そこで桃花の言いたいことが全員に伝わる。集つどう視線は当然、旦那様へ。

「それだけで、俺が犯人だと決めつけたいのか？」鼻で笑い、余よ裕ゆうを演じる耕造さん。

「怪あやしいと思っただけ。別に断定じゃない」

　疑ぎ惑わくの眼めを崩くずさないまま、メンチを切り合って拮きつ抗こうする父子。

　それをおろおろしつつも口出しせずに傍ぼう観かんする坂ばん夫妻。

　空気がまた澱よどんできたので、ここは無呼吸な発言をしよう。

「あの、僕も確かく認にんしたいことがあるんですけど」

　容疑者の中で唯ゆい一いつ、男性である人に睨ねめつけられる。けれど僕の疑問は菜種さんに確かめるべきことであり、貴方あなたは仏ぶつ頂ちよう面づらで引っ込んでいなさいと忠告してあげたい。何となく噓うそだ。

「貴弘さんにくっついてたナイフ、あれは初日……という表現も変ですけど、最初の日に台所からなくなってたやつですか？」

「えぇと……はい、それはもう。握にぎり心地ごこちで、確信出来ちゃいましたねぇ」

　何な故ぜか少し誇ほこらしげな様子でもある菜種さん。返答としては機能しているから、態度に僕が言げん及きゆうする必要はないので、流す。

「あ、後もう一つ」

　今度は、七人に対して声をかける為ため、声質を明るめに調整する。

「拳けん銃じゆう、まだ金庫にあるかなって」







　昨日、拳銃を破は壊かいしなかったということは、使用したいという意思が各自にある。ならば誰だれかに先取りされないよう、早期に入手することを決意する確率は高い。

　だから昨日の夜、誰かが持ち出した、という気がほんのちょっぴりしたわけです。

　僕がそう説明したら、後ろめたさのありそうな人が次々に賛同し、昨朝同様、八人で拳銃観賞会に参加する次し第だいとなった。茜あかねが「ここは一発撃うってみたい」と無む邪じや気きに疑ぎ惑わくを募つのらせたりしながら、僕達は再び金庫、それと怪かい談だんの発はつ祥しようの地にでもなりそうなロッカーと相あい見まみえる。

「俺が開けていいのか？」

　耕こう造ぞうさんは頭をきちんと使っているのか怪あやしげな確かく認にんを、嫌いやみになってすらいないけど僕に取る。無言で、食堂を出てからうつらうつらしている伏ふし見みが大だい丈じよう夫ぶか心配していたら、勝手に金庫の扉とびらを開き出した。

　そして、僕の危き惧ぐは現実となった。

「……拳銃が、ない」

　息を飲む音が、それぞれの頭中に濁にごりながら沈しずむ。

　険しいというか、犯罪者を見る軽けい蔑べつ的な目つきで犯人を確定したように耕造さんが振ふり向く。

「お前、何で」「僕が取っていったのなら、言うわけないと思いますけど」

　機先を制し、言いがかりを弾はじく。耕造さんが更さらに嚙かみつく。

「そうやって無関係を装よそおっているだけかも知れないだろう」

「ああ、なるほど……それはあるかも。貴方あなたも、拳銃がないことを昨日の内に知っていた割には随ずい分ぶん驚おどろいたふりしていますからね」

　カマをかけると、耕造さんが露ろ骨こつに正統派な驚きよう嘆たんを示す。尻しり餅もちをついて首筋を金庫で打ち、痛覚でしかめ面つらになりながらも見下ろす人間から脅きよう威いに濡ぬれた瞳ひとみを離はなせない。それはハッタリに対して最大級の評価であり、僕としても鼻が天てん狗ぐになりかねないので、頰ほおの緩ゆるみは自じ粛しゆくする。

「抜ぬけ駆がけは禁止されてませんからね、誰だれも貴方を責めはしませんよ」

　身に覚えのある人は、他ほかにもいるでしょうし。

　僅わずかなる公衆の面前で恥はじと秘密を暴あばかれ、耕造さんは一層に僕への恨うらみで歯は軋ぎしりするのでした。そろそろ、殺意とかになりそうですね。

「ねえ、身体検査とかすれば見つかるんじゃない？」

　桃とう花かが惨さん劇げきを未然に予防するべく、案件を提出してくる。けど、僕の首くび振ふりは横線を描えがいた。

「それは難しいかな」

「何でよ」

「検査されることを前提に隠かくし持つことを実行したわけだから当然、見つからないように細工はしてると思うよ」

　少なくとも、拳けん銃じゆうが紛ふん失しつしていることを全員で確かく認にんするまでは。

　桃とう花かも「そうね……」と悔くやしそうに横目で壁かべを逆さか恨うらみしつつも認め、場が静まる。

「でも一応、やってみようか」

　手の平をあっさりと裏返す僕の言動に、桃花が「いい加減なやつ」と的確な評価を下した。

　というわけで、急きゆう遽きよ検査してみた。女性が男性に触ふれるのは何となく許されるけど、逆はまかり通らないのが世の常。このような非常時でも、それは適用される。全員が生死の瀬せ戸と際ぎわには立たされているけど、生き残った場合のことを考こう慮りよする必要だって十分あるのだ。

　よって、検査するのは僕と耕こう造ぞうさん、潔きよしさんを除のぞく女性陣じん。女性全員が共犯であるとは、流石さすがに誰だれも疑いの眼めを広げすぎだ、と疑ぎ惑わくを持ち得なかった。伏ふし見みという部外者も紛まぎれ込んでいるので、それが却かえって検査の潔けつ白ぱくを演出していた。

　やり方が取り決められてから、順々にやってくる女性に身体からだをまさぐられた。感想を述べるなら、湯ゆ女なが一番いい加減な手つきで、伏見が最も恥はずかしがっていた。

　その後、十分近い検査の結果として、びっくり箱の要素は誰にも存在しなかった。

「やっぱり無む駄だだったじゃない」

　桃花にそう苦言を呈ていされて、「すまないねぇ」と謝罪してから、そのやり取りに何か違い和わ感を覚えたけど、それより先に視線が異物を捉とらえた所せ為いで霧む散さんしてしまった。

　耕造さんが無言で、離り脱だつを試みていた。一応、僕が代表として声をかける。

「単独行動は、」「うるさい！　これ以上、犯人と一いつ緒しよにいられるか！　いつ撃うち殺されるか分かったものじゃない！」叫さけびつつ、手近の窓に拳こぶしを叩たたきつける。僕への苛いら立だちか、閉へい鎖さされた屋や敷しきへの憤いきどおりかは判別を敢あえて無視するとしても、耕造さんの手は鉄製に成り得ないようだった。窓を全開にしてあった所為で鉄てつ格ごう子しと正面衝しよう突とつした握にぎり拳こぶしは、痛み分けの比率が十対零ぜろに配分されたことだろう。顔面の各部位が、日本列島の形に歪ゆがみかねない状態となっているのが第三者にも伝わってきた。

　耕造さんは涙なみだ目めを隠かくす為ために僕らへ振り返らず、手を押さえながら、競歩で去っていってしまった。それにしても、お約束な台詞せりふを拝はい聴ちよう出来て少し満足。

　一人が興ざめな態度で集つどいから離り脱だつし、自然と解散する流れに乗った。菜な種たねさんと潔さん、桃花と茜あかねの順当な組み合わせで、男女混合肝きも試だめしの如ごとく通路の奥へと消えていく。

　金庫は開け放たれたままで、窓まど際ぎわ族の扱あつかいに落ちぶれてしまった。

「何だかな……」

　望んだわけでもないのに、耕造さんと対立を深めてしまっている。

「……ん、おおっと」背後へ倒たおれかけた伏見を支え、頰ほおに触れて目を覚まさせる。伏見は欠伸あくびか天然ものか、涙を少量零こぼしながら、瞼まぶたを押し上げて僕と、今し方の出来事を認にん識しきした。

「ごめん」くたっと、萎しなびた花のように頭を垂たれ、自前の足で絨じゆう毯たんを踏ふみ直す。

「部屋で少し寝ねるか？　僕が見張ってるよ」

　戸と締じまりの管理は、ここまで情勢が急激に悪くなっては誰だれに頼たのんだものか。

　伏ふし見みはぶるぶると、最初は震ふるえているのかと見間ま違ちがうほど小刻みに、首を横に振ふった。

「お前が視界からなくなるの、怖こわい」

「……そか」

　頼たよられているのか、こいつから目を離はなした時、命が終わるぜと息巻いているのかどっちだろう。出来れば、後者を望む。そうでないと、ここから脱だつ出しゆつした後にまーちゃんが牙きばを剝むく。「がおー」とか鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画がごっこで首筋をはむはむと……携けい帯たい電話を買い直して、フォトらねば。

「ちょいとそこの旦だん那な」

　集団下校に逆らい、まだ残っていた湯ゆ女なが、伏見を透とう過かして僕に話しかけてきた。

「少し、問答に付き合ってくれる？」

「どんとこい」とは一言も返事をしなかったのに、勝手に始められてしまった。

「何な故ぜ、拳けん銃じゆうを欲しがる人がいるのかしら？」

「便利だからだろ」

　杜ず撰さんかつ大おお雑ざつ把ぱに一般的な理由を述べてみる。第二問が到とう来らいする。

「そうね。では、犯人がお母様を殺してから、拳銃を金庫に戻もどした理由は？」

「銃刀法違い反はんは、持ってるだけで捕つかまるからだろ」

　適当かつ脳のう味み噌その皺しわを引き伸のばす、安直な理由で言葉を打ち返す。

　湯女はそれに満足したのか、或あるいは僕のやる気を負の方面に引きずり出そうと決意したのか。

　艶えん容ようと妖よう艶えんの共存した、歓かん迎げいは明らかに不可な面持ちで僕との距きよ離りを詰つめてくる。

「デュワ！」と身構える僕の両腕うでをすり抜ぬけ、肩かたと肩けん胛こう骨こつを絡からめ取って耳元に唇くちびるをつけてきた。

　ざらついた舌が耳たぶを這はって、僕を凍こおりつかせてから、呪じゆ詛そを囁ささやく。

「貴方あなた、お母様を殺した人間が誰だれか、もう分かってるんじゃないの？」

　予想内ではあったけれど、使用される確率は低いと踏ふんでいた設せつ問もんが敢あえて出題されて、言葉に詰つまる。流石さすが、僕の性転換後モドキ。そっくりそのまま熨の斗しつける暇ひまなくお返ししたい。

　うんともすんとも言わなかったら沽こ券けんに関かかわるので、一言だけ返しておいた。

「僕にだって、都合と事情がある」主に、マユに基づいて。

　その回答は、果たして湯女を満足させられるのか、と言ってから一秒だけ悩なやんだ。

　採点を浮かび上がらせる表情筋が僕の頰ほおに触ふれたので、それで答え合わせをしてみると、どうやら模も範はん解答だったようだ。







「貴方、一度服を洗ったら？」

　別れようとしたのに、わざわざ立ち止まってから湯女が簡素に忠告してきた。

「ん、あぁ、そうするかな。三日ぐらい着てるし……といっても、替かえの服がない。洗せん濯たく機と、ついでに服を借りるのは、難しいかな」

「貴たか弘ひろや潔きよしの服をお父様が貸し出すと思う？」

「物の見事に嫌きらわれたし、嫌いやがらせの一いつ環かんとして無理だろうね」

　その答えを待ち望んでいたかのように、「うくく」と湯ゆ女なが不気味に転ずる。

「私の服を貸してあげるわ」

「おい、今大事なのは中身の類似性じゃなくて、外見なんだよ」

　きみ、女みたいなの。僕、男的なの。

「安心なさい、私の所有してる服はどれもフリーサイズよ」

「頭の中身までフリーサイズなことに問題の焦しよう点てんを当てろ」

　僕の罵ば倒とうなど大河の一いつ滴てきにさえ成り叶かなわず、湯女は「待っていなさい」と浴衣ゆかたの裾すそをはためかせて走り去った。当然、僕は人の言うことを聞かない子である。

「さ、部屋に戻もどろうか」

『お前』『綺き麗れい』「な」『方』「が」『いい』

　お久ひさな手帳語を駆く使しして意思を露あらわにする。それから、伏ふし見みに腕うでを捕ほ獲かくされた。命の危険が迫せまっている状じよう況きよう下で、人の衣服の清潔を心配している場合かなぁ、と一応は疑問を渦うず巻かせる。けど、伏見が血ち生なま臭ぐさい話題以外に、関心を逸そらせる手助けにはなるかも、と安易に心中の流れを停止させる。

「………………………………………」

　雨あま粒つぶみたいなものが心に去来したので、待つことにした。







　十分後。

　藤ふじ色の、女物の浴衣を着た僕が大おお江え家で産うぶ声ごえ（歯は軋ぎしり）をあげた。

「あら、予想より似合うわ」

「………………………………………」

「髪かみ、もう少し伸のばせないかしら？　良いお人形さんになれそうなのに」

「出来たらまずお前の首を絞しめてるよ」

　額を押さえ、寿じゆ命みようを縮ちぢませる為ために嘆たん息そくした。これでまた、湯女と似通う点を増やしてしまったということだ。嘆なげかわしい、自分を目標にしてどうする。

「……笑える？」そっちを期待してお隣となりさんの娘むすめに尋たずねた。

　伏見は、思い切り目を惹ひきつけられてポッと頰ほおを染めていた。

「いけない世界に目覚めそう」

「寝ねてろ」







　金庫と掃そう除じロッカーの配置された奥の通路から広間の方に戻もどる前にそのまま直進して、昼過ぎの日ひ射ざしに天てん日ぴ干ぼしされている景けい子こさんの死体を、硝子ガラスだけは開け放たれた窓より鑑かん賞しようする。

　漠ばく然ぜんとした、静まらない疑問の湧わき上あがりを現場を眺ながめることで多少、整理がつかないかと淡あわく思考していた。

　鉄てつ格ごう子しの上部を突つき抜ぬけた先には、群ぐん青じようと雲海が穏おだやかな、丸みのある空。草木は自然の息い吹ぶきに身体からだをくすぐられ、土の匂においが舞まい上がっている。

　死者である（と、そろそろ確定してもいい頃ころ合あいか）景子さんの方が、健康に良い環かん境きように浸ひたっていた。命を馬ば車しや馬うまの如ごとくこき使って存命中の僕らは日の光を存分には浴びてないのに。

「………………………………………」

　生前、僕を質疑だけで攻せめ殺そうと躍やつ起きだった大おお江え家の奥おく方がた様。

　今は、僕の方から質問したい事こと柄がらだらけで、立場が逆転していた。

　何な故ぜ、景子さんは朝方から裏庭へ出歩いていたのか。確証を得るには、本人の証言が最も手っ取り早いんだけどな。まさか腹話術で真実を騙かたらせるわけにもいかないし。

　目を瞑つぶっている伏ふし見みを引っ張り、二階に上がる。

　すると右の方の部屋から、十五人ぐらいの声が聞こえてきた。

　陸を歩いている最中でも船を漕こぐことを忘れられず、また夢に吞のまれがちな伏見の手を握にぎって誘ゆう導どうし、『茜』と表札が釘くぎで打ち付けてある部屋に、ノック抜ぬきで押しかけてみた。元から扉とびらが半分以上開いていて中の人達と目が合ったので、合図は不要かと手抜きに走る。

　室内は黄色を基調とした家具で彩いろどられていた。囲いとなる壁かべは白くて、卵の内側がわに入り込んだような錯さつ覚かくが目を掠かすめる。ついでに確かく認にんすると、僕の探求すべき物品はこの部屋にないようだ。

「あらぁ、どうしましたぁ？　……その格好」

「趣しゆ味み以外の何かです、お気になさらず」

　その中身である菜種さんが、ベッドに腰こしかけてテレビ観賞に耽ふけっていた。桃とう花かもその存在自体には言げん及きゆうしていたけど、実際にこの家で二十四インチの映像受信装置を拝見したのはこれが初めてで、つい立ち止まって見入ってしまう。

　画面では、鯨くじらがどうだこうだと熱く議論していた。二人も人間が死んでいるというのに鯨の生死を熱く論議している場合か不ふ謹きん慎しんな、と憤いきどおってみた。けれど当然ながら、何ど処この局のニュース番組でも報道してないだろうし、むしろこんな環かん境きよう下かでテレビ観賞に耽ふけるな、とブラウン管の奥から逆に説教されそうだと思い直した。噓うそだけど。

「あ、テレビですかぁ。遠く離はなれながら一いつ緒しよに見ます？」

　警けい戒かいしながら誘さそうという高等技術を見せつけてくる。

「んみ……見る？」と、寝ね惚ぼけた声も、菜種さんのお膝ひざ元もとからあがる。ただ、僕の衣い装しよう替がえは良い目覚ましになったらしく、そいつは寝ね転んだまま飛び跳はねた。

「おねえちゃん、なにその格好。湯ゆ女なおにいちゃんそっくり」

「その言葉、両方にとても重い意味を感じるよ……」

　菜な種たねさんの腿ももに頭を載のせ、親指の爪つめを甘あま嚙がみしているのは茜あかねだった。桃とう花かがこの風景を目もく撃げきしたら、また突つっかかりそうだな。

「おねえちゃん達もテレビ見るの？」

「そうだな、暇ひまだし」と本音を漏もらしつつ、テレビと気け怠だるい午後二時を過ごすことにした。

　菜種さんとしっかり距きよ離りを取って腰こしを下ろす。伏ふし見みも思考能力が著いちじるしく低下したまま、僕に隣りん接せつして座り込み、肩かたにもたれたかと思えばそのまま滑すべり、茜と同様の体勢で僕の膝ひざ元もとに収まった。寝息を健すこやかというか、加速させて立てる。不ふ眠みんと緊きん張ちようの限界が訪おとずれたようだ。

「あらぁ、そういう男女をばかかっぷると呼ぶんですよねぇ」

　略せよ。本当にただの馬ば鹿か扱あつかいされてるみたいになるから。

　菜種さんは人の苦情など意に介かいさず、茜の髪かみを指で梳すいて一本の白しら髪がを摘つまみ上げる。

「あ、お腹なかは空すいてませんかぁ？」

「残念ながら、水が空きっ腹に染みて痛む程度には空腹ですね」

「大変ですねぇ」と別に打開策を提示することもなく、世間話として締しめる。

　そして、両者の罵ののしり合いが盛んになってきたテレビを見つめて、菜種さんがぼやく。

「……不思議ですねぇ。どうして、鯨くじらを保護してはいけないんでしょう」

「捕ほ鯨げいに反対してるんですか？」

「いえ、別に鯨が好きなわけじゃないんですけどぉ……むしろ大きいから嫌きらいですねぇ」

　理り不ふ尽じんな憤いきどおりで、海中を泳ぐ鯨の映像に怒おこってみる菜種さん。自分が小さいからかな。この屋や敷しきの住人では一番小こ柄がらじゃないだろうか。

「菜種もお腹小さいじゃん。ぷにぷにしてるし」

　茜が茶々を入れるように、菜種さんの脇わきの肉を摘む。

　その行こう為いに対し、菜種さんにしては、唇くちびるの引きつり方が亀かめより兎うさぎ寄りだった。

「はたっ」と茜の耳穴に指を突き入れて、ぐりぐりと捻ひねる。「うにゃにゃにゃ」と悶もだえて逃とう亡ぼうしようとする茜を押さえつけ、菜種さんの体たい罰ばつは耳掃そう除じの体裁を取り続ける。

「で、鯨って美お味いしいの？」

　耳の穴を拡かく張ちようされるのにも順応した茜が、相手を特定せずに味のレビューを検けん索さくする。

「癖くせがありますねぇ。私は結構好きですよ」

「………………………………………」

　その感想が矛む盾じゆんしていないのが、人間の面おも白しろみかな。

　仕切り直すように菜種さんが後ろの髪をゴムで束ね、目を線にした。

「知性が高いから食べてはいけないって、結構的を射てると思っちゃうんですけどねぇ」

「………………………………………」哲てつ学がくの持ち合わせがないので、無言。ふと入り口付近より投射されるものが視界の端はしに引っかかり、流し目を送ると桃とう花かが部屋を覗のぞいていた。微び妙みような崩くずれ顔で菜な種たねさんと、膝ひざで丸くなる茜あかねを凝ぎよう視ししていて、僕に気付かれたことを察したらあっさりと離はなれていってしまった。

「こんな年でメルヘンなんてちょっと恥はずかしいですけど……ウサギが言葉を喋しやべって、人間とお話しできるようになったら、誰だれも食べようと思わなくなってくるんじゃないでしょうかぁ？」

「……まぁ、そうでしょうね」そんな小説を読んだことがあったな、確か。

「それって、知性があるから捕ほ食しよくしないんですよねぇ？　同じこと、言えませんかぁ」

　しゅび、とテレビを指差して茜への教育的指導を終える菜種さん。ひょっとして今までのは壮大な独ひとり言ごとだったとか、菜種さんの特とく殊しゆ能力でテレビ越ごしに人と通信出来るとか、そういう僕を置いてきぼりにする為ためだけの展開が待ち受けているのだろうか。というか、あの面つらの皮かわが鉄仮面みたいになってるおっさんに救きゆう援えんを要よう請せいしろよと憤ふん慨がいするのが先か。噓うそっぽい風味が抜ぬけきってない。

「でも、これって他ほかに色々と事情があるみたいですから。それに鯨くじらって、そこまで賢かしこくはないらしいですよ」と、対話かどうか判別する為に話しかけてみた。

「あ、そうなんですかぁ。世間に疎うとくて申し訳ありません」

　そう謝罪した。勿もち論ろんテレビに向かって。僕に頭を下げるなんて非常識なことはしない。

「菜種さんはどちらかというと、普ふ通つうから逆走して物事を考えてるんですね」

　人の裏を目指して直進する思考形態の持ち主は、この街には結構な確率で出しゆつ没ぼつするからさして珍めずらしくもないけれど。

「あ、それは中学校ぐらいの時から友達に言われましたねぇ。潔きよしさんからも、そこがいいんだってよく褒ほめられます」

　惚のろ気けられた。自分が行う分には絶頂だけど、他人にやられると腹が立つ、典型的なバカップルの片割れこと僕であった。噓だけど。

「ねー菜種」目を瞑つぶったまま、茜が口だけパクパクと大げさに開閉する。

「何でしょうか？」

「お腹なか空すいた」

　場の空気に染まらない茜は、何の気なく欲求を発はつ露ろする。普段であったら、ここで菜種さんが冷蔵庫から生ハムだの骨だのガムだの与あたえただろうけど。

　使用人はお嬢じよう様の和なごやかな我わが儘ままに苦笑し、冗じよう談だんめいた非難を口にする。

「おばかちゃんなんですから、もぉ」と茜の頰ほおに触ふれる。それから「今はですね、食料がとても大事なんですよぉ。お金を積んでも買えないんですから、大事にじっくりとですねぇ」

「何言ってんだー、お腹減ったら食べる為にご飯あるんだぞ。ぼく、お肉が食べたいのである」

　茜が俯うつぶせ状態のまま、駄だ々だっ子こになる為に足を上下させる。

　菜な種たねさんは埃ほこりが賛同して舞まい上がることに苦笑しながら、「はいはい、分かりましたから、今は寝ねて我が慢まんしてくださいねぇ」と根性論を提示して、不満を言いくるめた。

　茜あかねも「仕方ねー」と一層、菜種さんの膝ひざ枕まくらに頰ほおを寄せて、眠ねむる姿勢を確立する。

「……ふぅん」

　そんな風に膝元で大人しくして、それを受け入れている二人を傍ぼう観かんし、ふと呟つぶやきが漏もれた。

「菜種さんと茜は、結構余よ裕ゆうありますよね」

「えぇと、どういう意味ですかぁ？」

　茜の髪かみの毛を手の平で撫なでながら、菜種さんが首を傾かしげる。

「景けい子こさんや貴たか弘ひろさんを殺害した犯人、まだ確定はしていないのに。疑い合ってないのは素す晴ばらしいことですね」噓うそだけど。それが普ふ通つうの人付き合いらしいって、何ど処こかで習ったよ。

　菜種さんはテレビに目線を移す。鯨くじらの捕ほ獲かくされる場面を線目で捉とらえながら、

「貴方あなたはぁ……すみません、お名前なんでした？」「岐ぎ阜ふ太た郎ろうで結構です」「太郎さんは、私達のことを疑ってらっしゃるんですかぁ？」

　吊つり上がった語尾は、何処か挑ちよう発はつを兼かねているようだった。

「菜種さんも、僕らを警けい戒かいしてはいるでしょう？」

「えぇ。潔きよしさんがそういう態度ですから、不安がらないように私も合わせていますので」

　良妻は、夫の要素を交えながら本人の無む警けい戒かい主義を晒さらす。真しん偽ぎの割合は、一方に偏かたよっていそうだけど。

「ぼくは、おねえちゃん達を信じてないよ」

　茜が、頰を菜種さんの太ふと股ももで潰つぶしながら、そう発言した。言葉の明度からするに、逆かな。

「僕も、疑ってはいないよ。ただ、信用出来るほどあなた方を知らない」

　前半は茜に、後半は菜種さんに向けて、心情を発信する。

「そうですねぇ。ずっと一いつ緒しよに暮らしてる潔さんは昨日、お前しか信用出来ないと泣きついてきましたけどぉ……実際のところ、どうなんでしょう」

　また惚のろ気けながら、菜種さんがリモコンを操作し、番組を変へん更こうする。

「犯人は、お屋や敷しきの中にいるわけですしねぇ」

「………………………………………」

「奥様、どうして殺されちゃったんでしょう……」

　テレビの中では、誘ゆう拐かい犯と、部屋に鎖くさりで繫つながれている子供がブラウン管に隔かく離りされていた。

　無論ながら、僕は全くもって平静で、無難だった。なんて茜の真ま似ねをしてみたり。

「いえまあ、犯人のことは僕にとって、ある意味でどうでもいいんですけど」

「そうですね、探たん偵ていさんが出てくると思いますから、お任せしたくなりますよね」

　その楽観視を耳にした時点で質問する意欲の六割が削けずられた。でも、出かかっているので、無理に飲み込んで胃にもたれるのが嫌いやだったので、何とか吐はき出す。

「今の状じよう況きようが怖こわくないのかと、思いまして」

　菜な種たねさんは、僕の言葉に瞼まぶたの上部を摑つかまれたのか、顎あごを引いて黄こう桃とう色のカーペットに目線を落とす。長い睫まつ毛げを微び震しんさせながらの憂うれいた横顔は、娘むすめが不ふ機き嫌げんそうに唇くちびると眼球をひん曲げている時の血色と、共通の血液を見み出いださせる。

「怖いというか……日常からまだ離り反はん、出来てないんでしょうねぇ。延長線も引っ張らずに、ただ流されている感じですか。何だかまだ、胃に伝わってくるものがないんですよねぇ」

「……そんなものですか」昔、僕は被ひ害がい者だった気がするから、その言い分を理解するのに体感が不足している。

　僕の乾かわいた返事に、菜種さんは「駄だ目めですかぁ？」と髪かみを搔かき上げる。

「僕が持ったのは否定じゃなくて、疑問ですので」

　そう言って、場を凌しのぐ。菜種さんは相そう好ごうを崩くずし、

「私がおろおろばっかりしてると、潔きよしさんが心配しますから……」

　今度は照れ笑いを、世間体の為ために混ぜ込んで夫婦の関係を説いてきた。僕とマユも、世間にこういった振ふる舞まいをして、周囲にこんな胸の沸わき立つ想おもいを贈ぞう与よしているのか、と感かん涙るいから感動と涙なみだを差っ引いたものが大挙襲しゆう来らいしたので、電波の周波数を変へん更こうして駆く逐ちくした。噓うそであります。

「太た郎ろうさんも、そっちの花はな子こさんが怖がらないように強がってるんですよねぇ？」

　にこーっと、ばかかっぷるの一片を見当違ちがいに評価する家政婦みたいな人。

「あれぇ、違いました？」と目線から読み取ってきたので、口もバーコードも必要ないだろうと具体的な否定は唾つばに溶とかして飲み込んだ。

「それに何より、私にはお食事係という使命がありますからぁ。それが私の仕事であり、お給金を頂いて社会人の枠わく組ぐみに収まる為の常道なんです。人間、食べなきゃ生きていけません。生きていかなければ食べられません。食べることより、生きることを表すものは他ほかにありません。それは死ぬことを何より否定しますよねぇ？」

　菜種さんが、語尾を伸のばしながら早口という、熱意に支えられた技術の結けつ晶しようで弁舌を振るってきた。食に関する妙みような力説具合と肉体の形に線が繫つながったけれど、耳の穴は今の型が好ましいので「そうですね」と曖昧あいまいに流した。

　僕のお膝ひざ元もとの花子さんにされた伏ふし見みは、寝ね癖ぐせの酷ひどくなりそうな寝入り方で、身動きはほとんど取り払はらっている。お昼寝というよりは寝込んでいるといった方が正しいか。次にいつ眠ねむれるか、或あるいは永えい眠みんする可能性だって零ぜろではないわけだから、再び起き床しよう出来る余地のある睡すい眠みんを、今は記き憶おくにないほど堪たん能のうさせておこう。

　そう判断し、時間殺しの為にテレビと、もう一人の人間を利用することにした。

「そっちはどう？　殺人事件が、怖くない？」

　茜あかねが色素の薄うすい髪を揺ゆらし、全体として鋭えい利りな、母親似の顔を上げる。

「んー、ぼくはね……何だろ。そういうこともあるんじゃないかなーって、考えを散らかしちゃってるな」

　纏まとまっているのか、そのままの意味で適用されているのか。どちらとも取れる言い分だった。

「ぼくにとっての世界はここだし。人がいる場所なんだから、テレビの中に映ってる世界みたいに、色々起こってもいいんじゃないかなー」

　談笑の一いつ端たんであるように、茜あかねが容易たやすい許容をひけらかす。

　誘ゆう拐かい犯と、誘拐相手が、

　仲が良さそうに仲が良さそうに仲が良さそうに会話している場面に、笑いかけた。

「あ、でも桃とう花かは困る。うん？　困る、困ると言っちゃえばいいんだよね。そう、なくなったら、えっと、そう、なくなったら」

　辿たど々たどしく、『家族』の領域に捉とらえている存在の無事を付け足して。

　その桃花が犯人であっても、この子は物もの怖おじさえないんだろうな。

　むしろ犯人であったなら、桃花本人は殺害される可能性が減少する為ために、喜びそうだ。

「と、いうわけみたいでして……言い分を纏めると、楽観的、ということでしょうかぁ」

「……そうみたいですね」

　納なつ得とくしながら、連れん鎖さする形で次の興味が少し湧わいた。

「菜な種たねさんは、何でこの屋や敷しきで働いてるんですか？」

「はい？　ああはい、高校三年生の時、奥様にうちで働かないかと誘さそわれまして」

　就職活動しなくて良かったので、助かりましたと苦笑する。

「景けい子こさんと、知り合いだったんですか？」

「高校生の時、ふかクラブの先せん輩ぱいだったんですよぉ」

「……何ですか、その青春を感じさせないお名前は」

「あら、分かりませんかぁ？」

「分かったらまず自分を褒ほめています」

「それはそれは」と趣しゆ旨しの不明な反応を見せつつ、菜種さんが部活動の全容を語る。

「卵が孵かえるのをじっと待つ傍かたわら、漫まん画がを読んだりするクラブです」

「それはそれは」てっきり葉っぱのビキニを着込んで槍やり一丁を装備した鮫さめ狩がり集団の一員かと想像してしまった。

「地元でもの凄すごく有名なお嬢じよう様でしたからねぇ、奥様。お給金も期待出来るかなぁと、ほいほいついていったわけです」

「刷すり込こみされたひよこみたいですね」流石さすが、孵ふ化か俱く楽ら部ぶの会員である。

　その後、一時間ぐらいやたら画質の悪い刑けい事じドラマを二人とも虚うつろな目で楽しみ、犯人が暴あばかれる寸前で食事の準備がある、と菜種さんは職務遂すい行こうの為に部屋を出た。その際、「すみません、お願いしますねぇ」と改めて眠ねむる茜の頭を空いている腿ももに載のせてきた。

「………………………………………動けん」投げ出されているリモコンにも手が届かない。

　どちらの頭の方が重量級かについては、発言を控ひかえる方向でよろしく。







　夕方、日が沈しずみ出した頃ころ。

　屋や敷しきは依い然ぜん密室ながらも、胃腸の要求を閉じ込めることは出来ない。

　八人は食堂に集つどい、その半数が食事を取っていた。二十数時間ぶりの栄養摂せつ取しゆに、しかし心は躍おどらないのか、洋風の食しよく卓たくにウィットの効いた小こ粋いきな会話は飛び交かわない。外人成分が不足した面めん子つだからかな。耕こう造ぞうさん、菜な種たねさん、潔きよしさんに桃とう花かは黙もく々もくと、肉を煮に込んだスープを啜すすっている。少ない材料を節約するには、ああいった料理は水増しも可能なので効率的といえる。皆みな、意外に長期戦を想定しているのかも知れない。

　きっと食事組は、少量の蓄たくわえを胃に収める度たびに痛感するだろう。

　ああ、これでまた死に近づいていくと。

　所しよ望もうした肉料理が食卓に並んだ、茜あかねを除のぞいて。

「ていうか、何なのその浴衣ゆかた姿。まさか温泉卓球に興じていい旅夢気分？」

　目線がかち合った桃花に手厳しく、今頃突つっ込まれた。お前の姉ちゃんにも同様の台詞せりふを浴びせるべきだろう、と愚ぐ痴ちりたくなったけど、肩かたを竦すくめるだけで言い訳も自じ粛しゆくした。

　僕の奇き抜ばつに男性像をはみ出た服装に対しての反応は、それぐらいだった。男性陣じんからは、一いつ切さいの感想が寄せられてこない。蓄ちく音おん機を用意して、全員の罪状を語って盛り上げる義務もないので、僕も自発的な発言を自重して静観を決め込む。

　食堂という施し設せつで飯をかっ込む以外の作業に耽ふけっている伏ふし見みは、茜の携けい帯たいゲームに付き合わされていた。茜は誰だれよりも一足早く食事を終えてしまったけど、まだ桃花が食事中なので対戦相手がいない為ため、代理である。最初は僕から離はなれたがらず渋しぶっていたけど、息抜ぬきになるよと勧すすめたら皺しわの深い表情で頷うなずき、茜と向かい合うことになった。茜の「おにいちゃん、つよっ」という脳天気な声から察するに、伏見が大敗を喫きつしているようだ。勝負事には、吹ふっ切れない限りは勝ちに行く姿勢さえ片へん鱗りんも見受けられないような容姿だからなぁ、あいつ。

　一方の僕と湯ゆ女なは、絨じゆう毯たんの上にオセロ盤ばんを直じか置おきして、白黒の駒こまを交こう互ごに重ねる遊びで時間に対して共同戦線を張っていた。湯女は食欲がないそうだ。この環かん境きよう下かで舐なめたこと言ってるな、と全員の目が語っていた。けれど大助かりでもあるだろう。

　僕と伏見は、当然ながら夕食抜き。昼間に菜種さんと会話して友好的な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた所せ為いか、「食べますかぁ？」と食事を一度は勧められた。

「えぇと食べ辛づらいようでしたら、皆みなさんが食べ終わってから、後でこっそり食堂に来て下されば……」と、母親みたいな台詞も付け足された。

　お気き遣づかいは有り難がたいけど、別の意味で気遣いが思し慮りよ不足だった。声が大きすぎて男女の秘密のお喋しやべりは周囲に筒つつ抜ぬけである。

　必然として、直後に家の主人が「おい」と一言挟はさんできたので、行ぎよう儀ぎ作法に疎うとい僕は上流階級の食しよく卓たくを敬遠してお断りしておいた。噓うそだけど。

　伏ふし見みは、そのやり取りに関かかわらず、「吐はき気け、するから」と食事を断った。ただし、腹の虫も微び妙みように秋の夜長を連想させる鳴き方ではあったので、喉のどが渇かわきすぎて何も飲み込めない症しよう状じようの如ごとく、矛む盾じゆんを抱だきかかえているのだろう。

　というわけで、湯ゆ女なと白黒つけてみることにした。あちらで勝手に大道芸の如ごとき賑にぎやかを演出するゲーム機と異なり、こちらは音も自前で、映像も役者として参加することになる。大変羨うらやましいが噓だったりする。

　湯女が、四十三個目の黒くろ駒こまを息さえ止め、震ふるえを制して白駒に載のせる。指を一本ずつ、慎しん重ちように剝はがし、憎にくたらしくも分ぶん離りに成功した。にまっと、品はあるけど秀しゆう麗れいじゃない笑えみで僕に勝ち誇ほこる。

　僕らのルールでは、駒を置けないとゲームから降りたら、その時点まで重ねた数の分だけマイナス点が加算され、挑ちよう戦せんして崩くずしたら二倍のマイナス点となる。

　プラス点は存在しない。如い何かに深みまで堕だ落らくしないか、現状維い持じに懸かける勝負なのだ。

　で、僕の番。四十四個目に対して、どういった抵てい抗こうを試みるのか、熟じゆつ考こう。

「今日のは少し酸すっぱい気がする。味付け、また失敗した？」遠くの桃とう花かが、一応は会話を試みている。話しかけている相手は、菜な種たねさんかな。

「………………………………………」長考中。

「あぁ、えぇ。昨日は、ちょっと薄うすすぎたのでぇ……不ま味ずいですか？」

「贅ぜい沢たく言ってられないし、別にいいわよ」

　そこで向こうの会話は途と切ぎれ、またスプーンが皿の底を突つく音だけで以心伝心を図ろうというエスパー修行に励はげみ出す。エスパーキヨシが誕たん生じようする日もそう遠くはないけれど永遠に誰だれも近寄れないので不成立だ。大噓だけど。

　楽観的な人材がこちらの遊ゆう戯ぎ組に偏かたよっていることに、一いつ家か団だん欒らんの不成立の原因があるのだろう。空気の換かん気きが出来ず、あちらは澱よどんでいる。

「敗北か、大敗か決心はついたこと？」

　台詞せりふが被かぶらないよう気を遣つかい、不純に手て垢あかだらけの笑顔で挑ちよう発はつする湯女。

「ん……まぁね」

　僕は気負わず、白の駒を重ね置く。そして、重心を容易たやすく崩くずした。

　建こん立りゆうしていた別のオセロ塔とうも巻き込み、麻雀牌マージヤンパイをかき混ぜたような音を立てて盤ばん上じようは瓦が礫れきの山となった。

「纏まとめて崩したから、僕の負けだな」

　敗北宣言で、規定のない勝負に終わりを付ふ与よさせる。湯女は時間を互たがいに差っ引かれただけの勝負に快勝して、ただ肩かたを回した。

「さて、と」中ちゆう腰ごしまで膝ひざを伸のばし、簡単に挨あい拶さつしておく。

「んじゃ、後片づけをよろしく」

　僕の一言に、湯ゆ女なだけでなく背を丸めて画面に集中していた伏ふし見みも敏びん感かんに顔を上げる。

「ここは社会常識として、負けた貴方あなたの出番でしょう？」

「敗北した屍しかばねを処理するのは、生き残った勝者だろ」

　屁へ理り屈くつだからこそ「それもそうね」と快く飲み込む湯女。

　僕は立ち上がりきり、入り口へのんびりと歩き出す。

「おい、何ど処こへ行くつもりだ」

　目め聡ざとい耕こう造ぞうさんに発見されたので、早足で食堂を出た。







　お忍しのびの一人歩き……のつもりだったけど、すぐに二人、追いかけてきた。

　まぁ、実際は全く忍んでないしな。

　振ふり向き、心細げなのと楽しげなのが小走り終しゆう了りようを迎むかえるまで立ち止まる。

「伏ふし見みと、おや……」うぅん、ともう一人に目を凝こらす真ま似ね。架か空くうの眼鏡まで持ち上げる。

「あらあら、出会う度たびに自己紹しよう介かいをしなければいけない人だったようね」

　一いつ瞬しゆんだけ唇くちびるの端はしを引きつらせた、浴衣ゆかたの女が裾すそを摘つまんで恭うやうやしく一礼する。

「中なかめましてジェニファーですの」「確か、佐さ内ない利り香かさんでしたかな」

　湯女が、不意を突つかれて目を白黒させる。やはり、僕と脳のう味み噌その皺しわの数が互ご角かくなら、外人で来ると思っていたぜ。しかも、咄とつ嗟さに用いる名前まで似通った傾けい向こうがあるようだな。

「ほほほ、面おも白しろい方」

　足裏から笑いの養分を吸い取っているように、痛快と快楽を隠かくさず微笑ほほえむ自じ称しようジェニファー。どちらかというとジェファーソンな気もする、主観の話で申し訳ないが。

「それで、何を、」湯女が言いかけて、隣となりの熱気を読み取る。口を噤つぐみ、発言を譲ゆずった。

　伏見が両手で手帳を摑つかみ、僕の目玉に向けて力強く押し出してくる。

『何処へ行こうというのかね』「はてな！」

　紳しん士し口調の後に疑問符ふで怒おこられた。自分でもどんな状じよう況きようの説明か理解出来ていないけど、展開されている事こと柄がらを忠実に表すとそうなってしまう。消しゴムを働かせることも忘れない。

「凄すごい声ねぇ」と湯女が嘲あざけることもなく、純じゆん粋すいに仰ぎよう天てんする。けれど伏見は、自身で決めつけた欠けつ陥かんを露ろ出しゆつさせたことも厭いとわず、僕を剣けん吞のんな目つきで睨にらみ上げる。

『一人』『駄だ目め』消しん子とあだ名をつけられそうに、また手帳の紙面を修正する。

　伏見を一人にすることに対する警告か、僕が独どつ行こうすることを戒いましめているのか。

　まさか経験値を独ひとり占じめすると後で泣きを見るぞと忠告しているわけではないだろう。

「すまん。これからはずっと一いつ緒しよさ」取とり敢あえず、後先考えずに口走ってみた。

　伏ふし見みの、半ば拗すねたような頰ほおの膨ふくらみがこれで多少は改善する、というか破は裂れつした。完かん熟じゆくした果物くだものの皮が裂さけ、中身が飛び出すのを防ぐかのように伏見が鮮せん烈れつな朱しゆ色いろの頰を、これまた真っ赤な血潮の通った手で覆おおう。

　観賞に耐たえうる顔芸なので、湯ゆ女なと二人で存分に眺ながめ倒たおした。

　やがて、汗あせばみながらも落ち着いて、伏見が会話を再開する。

『それで』『何ど処こ』『行く気』「はてな」の後に、まだ少し荒あらい息を整える。

「ああ、貴たか弘ひろさんの部屋に行ってみようと思ってね」どうせ、救助など待つだけ無む駄だだし。

「貴弘の？」と湯女が横から口を挟はさむ。

「まだあの部屋は調べてなかったことを思い出したんだ」

　それと、僕がこの家へ来た目的も忘年会に参加させてしまうところだった。

　僕が行うべきことは、殺人の恐きよう怖ふと戦うことなんかじゃないわけなのだよキミィ。

　生存中に、その人物が使用している部屋を探たん索さくするのは認にん可かがない限り駄だ目めであると景けい子こさんは主張していたが、流石さすがに死人となった後に所有権を振ふりかざす輩やからはいないだろう。不ふ謹きん慎しんに、好き勝手な言い分だけど。

　含ふくむものがあるように、僕の行動予定に赤あか錆さびが浮きそうなほくそ笑えみを向ける湯女。

　伏見は、微び風ふうを手帳で生み出しながら僕の背中に追つい随ずいする意思を表明した。

『私』「も」『行く』「もちもちもちろん、ずずずずびっと、一いつ緒しよ」

「うん」やかましい、もちもちの木かお前は。

「ワタクシもお供しますわ」

「んう」

　学習する行程は教科書にないが、「うん」の反意語が「んう」であることは周知の事実、だといいなぁと生しよう涯がいで一度だけ切望する瞬しゆん間かんがあることを事前に運命づけられていた僕は両手を組み、床ゆかに膝ひざを突ついて歌と祈いのりを……「頭の中で収拾つかないから早めに突っ込んでくれ」

「んう」湯女に真ま似ねされた。何より、僕を貶おとしめる単純な攻こう撃げき。

「んうんうんう」鼻詰づまりのような調子で、無用の長ちよう物ぶつを手帳に溜ため込む伏見。

　人工と天然に屈くつ辱じよくを贈ぞう呈ていされ、素すで居たたまれなくなる。よって、これ以上は足あ搔がかずに移動という形で退たい避ひを選せん択たくした。

　肩かたで風と、ついでに湯女の性しよう根ねを斬きり飛ばしたい。

　そう、切に願った。







　二階にある貴弘さんの部屋は、空き部屋に毛と簞たん笥すが生えた程度の差があった。

　部屋に見る物はほぼない。簞笥の引き出しを下から順に開放して、中身を漁あさる。男物の、特とく徴ちようと方向性のない服が畳たたんで収納されていた。女物の衣服が飛び出てきたら、今後貴弘さんの死体と鉢はち合あわせても一線引いた態度で接しないといけなくなるので僥ぎよう倖こうな噓うそ。

　女物の浴衣ゆかたを着込んでいる今の僕が何を言うかと、遥はるか上空から突つっ込まれそうだし。

「……おや？」

　引き出しの端はしに、金属製品を発見した。決して鉄製の下着とかそういう色物ではない、鍵かぎだ。分類としては、小さな鍵でも大きな鍵でもないようだ。かといって、盗とう賊ぞくとか魔ま法ほうな様子もない。この部屋の鍵かも知れないと、懐ふところに収めた。窃せつ盗とうの理由だけ噓うそなのだが。

　一応、だいじなもの一つ目に登録しておく。

　整ったシーツを引っ剝ぺがして、寝ね床どこも荒らす。目立つ物も目立たない物も皆かい無むだ。

　伏ふし見みと湯ゆ女なは、入り口付近で僕をつぶさに観劇している。ついてきた意味が見み出いだせるのか問い詰つめてみたいぐらい、傍ぼう観かん者に徹てつしている。

　後は風ふ呂ろ場と、それとトイレを覗のぞき込んでみた。

「むぅ……これは、」思わせぶってみた。

　トイレで妙みようなものを拾った。

　一応、だいじなものの項こう目もくに整理しておくことにした。

　ぼくは『らべる』をてにいれた。

　ぼくは『らべる』をつかった！

　それをつかうなんてとんでもない！

「……そんな馬ば鹿かな」

　呪のろいのアイテムか、これ？　特価と赤ペンで記き載さいしてあるし、やはり美お味いしい話には裏が、

「貴方あなた、便座相手に何を盛り上がってるの？」

　客観的な自分にトイレの外から指し摘てきされた。そんな好こう奇き心しん溢あふれる瞳ひとみで僕を凝ぎよう視しするな。

「なんでもないよ」

「もし本当にそうなら重じゆう症しようね」

　やかましい、正しいことばかり言うな。

　恥はじと外聞を満たされない腹に、そして大事なものは浴衣の帯に挟はさんで退室。

　二つも重要アイテム（か？）を拝借しておきながら、何食わぬ顔でいる僕。恐おそれを知らない戦士というか、盗人ぬすつと猛たけ々だけしいわけである。噓だけど。

「用も済んだし、食堂に……戻もどらなくていいか。部屋に直接行こう」

　僕は予定を口外し、二人はどうするかを遠回りに追つい及きゆうする。まず、湯女が反応した。

「そうね、私も部屋に戻るとして……今晩もそちらが納なつ得とく出来るなら、鍵の管理を依い頼らいして結構よ」

「いいのか？」

　預かる以上は、それを他人に譲じよう渡とは出来ない。つまり、自分の身は保障出来ない。翻ひるがえれば、夜中も自由行動が可能だということを意味するのだけれど。

「構わないわ」と余よ裕ゆうを見せつける湯ゆ女な。

「要は、誰だれにも侵しん入にゆうされず殺害されなければいいのよ」

「ははは、こやつめ」と朗ほがらかを装よそおって呆あきれる。僕なら、その台詞せりふの後にお約束を思い浮かべるんだろうと、自じ嘲ちように自じ戒かいもトッピングしながら。

「どちらにしても、僕は耕こう造ぞうさんの命令で今夜からは、鍵かぎを外したまま過ごすことになりそうだからね。丁重にお断りしておく」

「そうね、それなら第三の事件が起きたとして、貴方あなたを犯人扱あつかい出来るもの」

「完全に矛む盾じゆんしてるけどな。けど、むしろ何でこいつらの安全なんか確保しないといけないんだーって、今いま更さらながら気付いたのかも知れない」

「あ、そういう見方もあるわね」

　自分のことを棚たなに上げて、他者の愚ぐ考こうを笑い話に仕立て上げる。

　それから湯女が、自前の良心を積もらせた程度の身長さがある伏ふし見みを見下ろしながら、印刷に失敗したような微び笑しようを顔面に張りつける。

「そちらの……」「伏見」「そうそう、伏見さんはどうするの？」

　回答をせっつかれ、縮ちぢこまっていた伏見が僕に近寄る。

　目を合わせず、足あし下もとに熱視線を向けながら、僕の服の袖そでを握にぎりしめた。

「……今日も僕の部屋に来る、とか？」何な故ぜか恐おそる恐るの口調となる。

　伏見は俯うつむいたまま、更さらに顔を伏ふせる。そのまま前転に繫つながりそうだった。

　僕と湯女が顔を見合わせ、

「「そういうことらしい」」「……わね」

　発する日本語こそ同一だが、その響ひびきには差異があった。

　僕が隠かくし味あじに薄うすめ液えきを投入したシチューで、湯女が、傷いたんだ高級な刺さし身みのようだった。







　さて、浮気中ですこんばんは。

「……いや、したくてしてるわけじゃないんです」

　部屋の入り口の扉とびらが親身になって話の聞き役に回ってくれるので、僕もつい責任転てん嫁かを起こしてしまう。けどこんなことまーちゃんに密告したら、伏見を死んじゃわせちゃうから舌が引っこ抜ぬかれるまでは白状しない所存だ。さて、と。

　湯女と別れてから数十分が経過した現在、僕は見張り番に就ついていた。伏見嬢じようが入浴中なので、覗のぞき魔まとついでに殺人鬼きが横行しないか、随ずい時じ豆電球の如ごとく目を光らせている。噓うそだよ。

　昨日の伏見は何故か、頑かたくなに風ふ呂ろは拒きよ否ひしていた。けど流石さすがに三日連続の入浴抜きは女子の感性から許せなかったらしく、決意と青ざめた唇くちびるを従えて浴場へ突とつ入にゆうしていった。

　ひょっとすると、スプラッター映画の見過ぎで影えい響きようされたのかも知れない。

　先さき程ほどまで何の音もなかったけど、今はシャワーノズルから放出された水が床ゆかを打つ音に、耳を奪うばわれている。それと、こういった場面ではお約束の鼻歌は、一いつ切さい無音となっている。

　けど、同じ部屋に寝ね泊とまりが確定している、同い年ぐらいの女の子がシャワーを浴びてるって……何とも「ぬわっ！」あぐらを搔かいたまま飛び跳はねた。

　それは、突とつ然ぜんに肝きもを試ためす演出だった。

　ドンドンドンドンと、洗面所の扉とびらが内側がわから全力でぶっ叩たたかれ始めた。

　誰だれがって、まずそれにさえ目を白黒させるほどの力強さで、打だ撃げき音が鳴きまくる。

　正直言おう、肝っ玉は壊かい滅めつした。

「ど、どうした？　排はい水すい溝こうからジェイソンでもにゅるっと……」いかん、想像したら僕まで鳥とり肌はだ立ってきた。十三日の金曜日に出しゆつ没ぼつするのはアメーバの仲間だったなんて。噓うそだけど。

　心臓が生き急ぎ、早計な鐘かねを刻む。そこで気付いた豆知識として、あまりに腹が空っぽだと、心しん拍ぱくの衝しよう撃げきが腹の底にも響ひびき渡わたる。少し切なさ増量中だ。

　ドンガラとかカッコンカッコンとか、洗面所が慌あわただしい。

　そして返事はないが、伏ふし見みが洗面所から、腰こしを抜ぬかしたように前ぜん傾けい姿勢で飛び出してきた。

　その奇き抜ばつなファッションに度肝と理性まで抜かれかける。噓に決まってらぁ。

「お前、なに、その格好」

　タオルなど卒業した、とか意味不明に頭の悪い自己主張を身体からだ全体で訴うつたえているのか、半はん乾かわきでも乾かん濡じゆ両道でもなく生なま濡ぬれだった。べったべたのパジャマからは水すい滴てきが滲にじみ、零こぼれる。

　そしてそのまま、僕に飛びかかってきた。沼ぬまから浮上し、強きよう襲しゆうをかける水陸両生の生物みたいだった。

「ど、どしたの」

「シャワーの音で、何にも聞こえなくなって……それで……」

「……怖こわくなった？」

　がくがくと、顎あごと濡れた髪かみが僕に触ふれる。

「お前がいるか、不安に、なって」

「……そりゃ、あーっと、悪かった」と、つい謝ってしまう。

　この勢いだと、明日からは風ふ呂ろの中まで護衛に引っ張りだこかも知れないな。

　いやはは、何も合意の上で覗のぞきたいというわけでは、ええ決して。

　しかし、伏見。ずぶ濡れでなんて格好だ、と女の浴衣ゆかたに身を包む男は戯ざれ言ごとを取り下げた。

「とにかく、身体とか拭ふこう。な？」

　あやすように、不快に湿しめった伏見の背中を撫なでて離はなれることを求める。

　このまま抱だき合ってたら、伏見に惚ほれてしまいそうだったから。

　無論、冗じよう談だんだけど。お互たがいの為ために。







　それから時計の長針が一周の三分の一ほど進んでから、伏ふし見みはようやく僕から離はなれて、身体からだもろくに拭ふかないまま茜あかねから借りた服を着た。寝ね間ま着きは身体に張りつき、身体の曲線その他肌はだ色その他諸もろ々もろが透すけている。というわけで僕は伏見の正反対を監かん視しするという逃にげ道みちしかなかったのである。浮気良くない。

　そんな伏見とそんな僕は、ベッドにいた。それだけ記き載さいするとまるで今夜がお楽しみのようで誤解を招きそうなものだが、僕にはベッドから下りられない正当な理由があった。

　伏見に手を握にぎられているのだ。それも握あく力りよく計けいで奈な月つきさんの年ねん齢れいを超こえた数字を記録しそうなほどの、青春の絞しぼり汁じるが滲にじむ力を込めてくる。無む下げにというか、仮に本気で振ふり払はらおうとしても、こちらがいい汗あせかいて風ふ呂ろ場を利用する羽目になるだろう。

　二人で寄り合うように座り、壁かべに背中をつけて毛布を膝ひざまでかけている。

　伏見は肩かたが強こわ張ばり、風呂上がりの春に人の手を熱ねつ烈れつに握っている所せ為いか汗もとめどなく流れ、それを拭き取りもしない。

　伏見の心の延長となる手帳も、床ゆかに放ほうり出したままで拾いもせずに、ただ怯おびえる。

　……そうか、これって、今の状じよう況きようって、恐きよう怖ふに値あたいするのか。

　なるほどなー。

　死体に、殺人に。更さらに、犯人候補と扱あつかわれていることに。

　そして殺人犯はこの屋や敷しきの中の誰だれかを演じながら、今尚なお生存中と煽あおられて。

　怯えも、するかもなぁ。

　僕の基準が規格外なだけで、伏見の反応が普ふ通つうなんだ。

　この屋敷の住人も多少、冷れい淡たんな気がするけど、それともまたそりが合わず。

　そう、普通。伏見柚ゆ々ゆは、あり得ないぐらいに一般人だ。

　僕と一いつ緒しよにこうしているのが不思議なくらいに。

「………………………………………」

　何か話そうと、何となく思う。

　小こ粋いきな会話で彼女のハートを鷲わし摑づかみしている場合じゃないけど、正直言って暇ひまだった。

　そういうことにしておく。噓うそは、まぁ今回は出番取り上げで。

　よぅし、ここは洒しや脱だつに淫いん靡びな、垢あか抜ぬけた都会の洗練されたもうどうでもいいや。

「春休みの宿題やった？」

　投げやりになったら、小学生のレベルに落ち着いてしまった。長なが瀬せ透とおるが相手だったら『見せてあげないッスよ』で枇び杷わ島しま八や事ごとだったら『キモいです』、にもうとは無言で蹴けりの連打に落ち着くだろう。

　ちなみに伏見が相手だと、僕を涙なみだ目めで見上げ、それから遠く離はなれた手帳に一度、目線を走らせた。

　なるほど、手帳がないから返事に困こん窮きゆうしてるんだな。

「よし、ちょっと待て。拾ってく、ぐあ」手を引っ張られた。壁かべで後頭部を殴おう打だした。

　腰こしを上げようとして、阻そ止しされた。僕の腕うでに伏ふし見みが全身でしがみつき、ふるふると首を横に振ふる。横に振る。横に振る、っていつまでシェイクするんだ。

「離はなれ、ないで」

　重々しく、その願いは吐はき出された。

　卵たまごの殻からがふとした弾はずみで声こわ音ねを手に入れたような、肌はだをざわつかせる音色で。

　伏見柚ゆ々ゆが僕に縋すがる。その両手がどんどんと、僕の肘ひじ、胸と侵しん食しよくし、最後は肩かたにかかる。

　全力で抱だきつかれ、互たがいの骨が軋きしみをあげても不思議じゃないほどだった。

「怖こわいの、やなの、やめて一いつ緒しよ、一緒がいい、離れるの、ぜったいやだ」

　表情筋や涙るい腺せんが子供の日を迎むかえたのか、高校生という身分も放ほうり捨てて泣きじゃくる伏見。涙なみだは汗あせ同様、僕の首筋や胸むな元もとに吸い込まれる。量が多くて、全部の処理は無理だけれど。

「一緒にいて、お前が、いないとやだ、お前じゃないと、やだ……」

　まるで告白か、結婚の申し込みのように僕を頼たよる伏見。

　僕が言うのも何だが、確かにここの住人は誰だれも彼かれも、信用ならない雰ふん囲い気きを持ち合わせてるからな。半ば消去法で、僕を選せん択たくするしかないのは分かる。池いけ田だ浩こう太た君と杏あん子ずちゃんが生きる術すべとして僕に懐なついたのと、類似している。

　……けど、本当にいいのか。胸の間に僕の肘が思いっきり埋まい没ぼつしているのですが。

　これは由々しき事態なのではないでしょうか。別に伏見柚々とかけた冗じよう談だんではないのです。

　などと丁てい寧ねい語で驚おどろきをごまかしてどうする。噓うそだけど。

「……伏見。信用してくれるのは構わないけど、顔見知りだからっていうのは無条件に肯こう定ていする要素じゃない。例えば僕が、」

「ない！　そんなの絶対ない！」

　うむ、更さらに泣かせてしまった。僕は春休みの宿題を尋たずねようとしただけなのに、何な故ぜこんな事態にまで飛び火したんだ。それに、最近は女の子を泣かせてばかりな気がする。この屑くずめ。

「お前は人殺しなんかしない！　そんなやつじゃない！　ぜったい、ぜったい！」

　耳に砂さ塵じんが舞まい込んだように、激しい声質と否定だった。

　理り屈くつなどなく、筋道さえ跳ちよう躍やくし展開さえ無視して、ただ純然と僕を肯定する。

　下手すれば、マユより僕を信しん頼らいしている程ほどに。

「………………………………………」

　僕みたいな人間でも、それ以上は言葉を紡つむげない。

　……例えば僕が保健体育の成績だけ優秀な男子だったらという前振りを話そうとしていたことなど、今更言えるはずがない。どの顔して訂てい正せいするんだよ。……いやあの、噓よ。

「違ちがう、違う……」

　咳せき込みながら、それでも低く唸うなるような声で否定を続ける。もはやそう信じ込むしか、活路はないと言わんばかりだ。

　その姿を見て不ふ謹きん慎しんにも、本当に健全だなぁとか、そんな感想を持ってしまう。

　逸いつ脱だつ者しかいなかった僕の家と三百メートルしか離はなれてないご家庭の娘むすめさんなのに。

「うん。……とにかく、落ち着いて。ありがとう」

　伏ふし見みの背中を軽く叩たたいてあやす。犯罪と縁えんのない背中は、ただ弱々しい。

　……この背中を、

　外ならいざ知らず、

　この中では、僕が守る役割を任じられているようだ。

「……当たり前、なのかな」

　自分の行いに他人を巻き込んだ責任は、取らないといけないから。







「足あし下もとと天てん井じよう、崩くずれ出して恐おそろしいのはどっち？」

「……足下」

「堅けん実じつ派だなぁ。じゃあ象ぞうさんとキリンさん、懐ふところが大きいのはどっち？」

「キリンさん」

「むしろどっちも懐なさそうだけどねぇ……こんな会話で落ち着くか？」

　伏見は僕にもたれかかり、腹部に頰ほおを擦こすりつけて半ば寝ね転んでいる状態で、小さく頷うなずく。まだ嗚お咽えつを漏もらしたり鼻を啜すすったりと多た忙ぼうだが、時間を割さいて僕と会話して下さっている。というか、何か話せとのご命令が下ったので、頑がん張ばって場を盛り下げることに尽じん力りよくしてしまった。

　僕と伏見柚ゆ々ゆ。単なる部活仲間のはずなのに、今はまるでバカップルのように寄り添そってしまっている。それほど遺い憾かんでもないけど、この現場をマユに見られたら言い訳のしようがない。僕と伏見、どちらから殺害されるんだろう。伏見も僕相手に誤解されては災さい難なんだろうに。

　僕はつい、旋毛つむじを指でぐりぐりしながら伏見に同情してしまいました。

「うう……苛いじめるなぁ」

　ぐす、と泣なきっ面つらで抗こう議ぎしてくる。うむ、罪悪感と嗜し虐ぎやく感を同時にそそる子だ。

「今、どれぐらい怖こわい？」

「すごく」

「死にたいと思うぐらい、怖いか？」

　伏見が固まる。首は、上下左右の概がい念ねんを見極きわめる為ために筋が浮かび上がる。

　僕は嫌いやってほどでもないけど経験あるぞ。でも、死ななかった。感極まってマユとお互たがいの首を絞しめ合ったこともあるけど、それでも、ちゃんとバカップル万ばん歳ざいにまで成長した。

　ま、今は少し別居中だけど、復ふく縁えんも時間の問題だな。うむうむ。

　などと、余よ裕ゆうがあるから伏ふし見みを労いたわれるわけだが……何であるのだろう。場数を踏ふんでいるっていうのも理由の一つで、環かん境きよう的に、昔の状じよう況きように似ているということもある。

　違ちがう点は、敵が明確に表立っていないこと、それにもう一つぐらいか。

　伏見が、首を肯こう定てい否定、どちらにも振ふらないまま、心境を吐と露ろする。

「お腹なか空すいたし、銃じゆうなんてテレビと漫まん画がのものなのにあるし人が死んでるし殺されてるし。出られないし、死んじゃうんじゃないかって、夜が怖こわくて……お腹空いたし」

　最初と締しめに空腹を持ち出すあたり、なんかまだ余裕がありそうだ。

「はぁ……確かに、不安ではあるか」

　部活仲間を非常識に巻き込んだ僕が出来ることは、虚きよ言げんを駆く使しすること……だけどなぁ。

　事件に関かん与よする原因となった張本人が、慰なぐさめるというのも不細工な関係なんだけど。

「慰めの言葉とか、苦手だからな。あんまり、格好良いこと言えないけど」

　ぎゅ、と伏見の脆もろい肩かたを握にぎって、顔を直視しないようにしながら意地悪を告げる。

「泣いてもいいし、怖がってもいい。諦あきらめてもいいぞ、僕が勝手に助ける」

　伏見が、ぎゅわっと顔を上げたのが振しん動どうで伝わる。でも少しの間無視して、火ほ照てった頰ほおを冷れい却きやくしたかった。格好つけすぎた所せ為いで、身体からだが痒かゆい。調整が下手くそなんだよ。

「助ける……お前が、私を？」ぐいぐいぐいと、浴衣ゆかたの袖そでを引っ張ってくる伏見。

「そう」仏ぶつ頂ちよう面づらに似合いそうな、無骨な調子で肯こう定ていする。

「助けてくれる？」声が上うわ擦ずる、乙女おとめな伏見さん。

「嫌いやでも助ける。望んでも一応は何とか」

　この状じよう況きようで相手が長なが瀬せ透とおるであっても手を差し伸のべられるか、目の奥で迷いが掠かすめた。

　対照的に伏見は目の潤うるおいが引き、底に光が灯ともっていた。水力発電とは、侮あなどれない奴やつ。

「僕が三回まで助ける。約束する」

「……何で、三回？」

「それが相場だから」

　古こ今こん東とう西ざい、願い事のお約束というやつを踏とう襲しゆうしただけだ。

「だからまぁ、悲観しても安心しろと矛む盾じゆんを植えつけたいわけで……」

「ううん」と絶好調に首を振り、否定する伏見。久しくなかった、あどけない笑いが隈くまと瘦こけを押し退のけて表情を占せん拠きよする。

「大だい丈じよう夫ぶ。私は、お前に助けてもらえるから、大丈夫」

「……復唱しないように」

　鱗りん粉ぷん中毒なのか、伏見がぽーっと幻げん覚かく温泉に浸つかったように夢心地ごこちとなっている。

「お前は……あう……」何か言いかけて、口ごもる。

「ん、手帳取ってこようか？」

　伏見が扇せん風ぷう機の六倍の速度で首を横に振る。毛布と僕の浴衣と、ついでに太ふと股ももをがっしりと摑つかんで離はなさない。まだまだ、恐きよう怖ふが心を占しめる度合いは減退の見込みがないようだ。

　しかし恐怖で青ざめるは聞き慣れた表現だけど、耳や頰ほおを真っ赤に燃えたぎらせる奴やつは珍めずらしいだろうなぁ。腹が空すきすぎて石炭でも食べたのか？

「お前は、そういうわけで……」どういうわけだ。「私が、ど、ドレミファ！」先せん鋭えい的すぎて舞ぶ台たいの端はしから転げ落ちそうな自己紹しよう介かいだな。「じゃあ僕がソラシド担当なのか、うーむ」

「は、置いといて」伏ふし見みが両手を右から左へ、身み振ぶり込みで話題を移行する。

「ど、どれっくらい、の」そこで喉のどが詰つまり、噎むせる。「お弁当箱？」「も、置いといて、す、すすスナフキン、好き？　あ、すき、スキーヤー？」

「………………………………………」

　整理してみると、お前はそういうわけで私がドレミファなの、どれくらいスナフキンはスキーヤー？　こいつぁ難問だ。設問の意図を読解出来ないぜ。

　出題者の伏見でさえ「うあうあうあ」と頭を抱かかえて参っている。ここは年長者たる僕が、何とか事を収めないと。

「よし、次の問題来い。今度は正解して、赤点を免まぬがれないとな」

　意気込みを伝えて、姿勢を正す。何な故ぜか激しく趣しゆ旨しをすり替かえてしまった気もするけど、今いま更さら後にも引けず、横にも逸れられず。

「こ、ここっこー」「……まだ朝をお知らせしなくていいよ」

　伏見の鮮せん度どが良くなり、足がばたつく。元気を食物摂せつ取しゆ以外で取り入れるのは大変結構である。

　けど、本当にどういうわけだ。ある意味、僕にとっては伏見柚ゆ々ゆが最も理解し難がたい。







　翌日。三日目に一つ日数が覆おおい重なり、四日目。

　それに反比例するように、人数は、七人となる。







　僕らが朝方、何食わぬ顔で食堂に顔を出して耕こう造ぞうさんに鬱うつ陶とうしがられながら、腹の虫で断食仲間との会話を開始しようとした時に悲報か貴報、どちらかが舞まい込んできた。

「あれぇ、やっぱり桃とう花かがいない」

　茜あかねは食堂へ飛び込んできて顔ぶれを見渡わたすなり、そう素すっ頓とん狂きようかつ物ぶつ騒そうな一言を口走った。視神経がくたびれそうなほど驚きよう愕がくすることに酷こく使しされた、各自の眼球が、まだまだこれからだと発言者に向く。

「本当にいなかったの？」と入り口に近い席の湯ゆ女なが茜に、慎しん重ちように問いかける。

「うん。部屋にもトイレにもいなかったし。いつもは、ぼくの方が寝ね坊ぼうするから、起こしてもらってご飯食べに来るのに、今日は来ないからおかしいなーって、覗のぞきに行ったの」

　そしたら、いなかった。茜あかねは事の重大さを蚊か帳やの外に置いてあるように、平へい坦たんに言う。

　その情報に、潔きよしさん、菜な種たねさん、耕こう造ぞうさんの大人勢はざわめくし、戸と惑まどうけれど、誰だれかが先導することを待たい観かんする受け身の姿勢で椅い子すからは離はなれない。三日連続の人員削さく減げんに、迷える群衆の指導者を目指す耕造さんも、発言の機会に食いつくことが出来ない消しよう耗もうがあるようだ。

　伏ふし見みは最近、すっかり暇ひまな胃腸に力を込めて「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、大丈夫」と昨夜の誓ちかいを反はん芻すうしている。

　湯ゆ女なは平気に平均、安定感のある孤こ高こうな虫の態度を保っているけど、行動に移る気が皆かい無むなように組んだ足の先を揺ゆらしている。

　待つだけ時間の無む駄だなので、僕が発言して場を動かした。

「みんなで確かく認にんに行きましょう」

　僕の意見に、流石さすがに反対する人は名乗り出なかった。

「ぼくの言葉を信じてないの？」とぶー垂たれる子は若じやつ干かん一名いたけど。







　僕達は七人で粘ねばり気なく集つどったまま、二階の桃とう花かの部屋を捜そう索さくした。茜の報告通り、桃花はあまりに高度な隠かくれんぼを求めて痕こん跡せきさえ隠いん遁とんした。噓うそはこの場に似つかわしくないけど、影かげも形もないとはこのことだった。ベッドのシーツには使用された形けい跡せきが少し残っているが、それは昨日のものか二日前の名残なごりか、判別はつかない。

　菜種さんと茜が、本格的に隠れんぼ説を採用したのか引き出しを漁あさり出す。そこに桃花が殺人対策として隠れていて、今も安あん眠みんしていたら貴重な笑いの種が屋や敷しきに潤うるおいを与あたえるけど、残念ながら肩かたの重荷を追加されるだけとなった。茜は、遊び相手の消失に不服なのか、簞たん笥すを足の裏で蹴けり飛ばす。

　トイレにも洗面所にも浴よく槽そうにも、桃花は転がっていなかった。

　部屋より最後に出た僕が後ろ手で、空き部屋に退化しつつある空間を外界から遮しや断だんする。

「………………………………………」

　桃花の部屋で気になるものはあったけど、こちらは後で単独の収しゆう穫かく時に明らかとする予定だ。

　それからも付かず少し離れ、残っている七人で揃そろいながら屋敷内を桃花発見の為ために駆かけ回った。

　結局その後、三十分以上の捜そう索さくをこなしたけれど、桃花は勿もち論ろん、血けつ痕こんや凶きよう器きの収穫さえなく、食堂へ戻もどることになった。

「姿がないというのは、どういうことなんだ」

　耕造さんが席に着くなり、不可解な事実の首を絞しめ上げようと藻も搔がく。

「ええ、あの、もしかして家から出られた、なんて」

　潔きよしさんの淡あわい生せい還かんへの縋すがりを、耕こう造ぞうさんが一ひと睨にらみで両断する。

「それなら、俺達にその経路を説明しなかった理由は何だ。あいつが犯人だったのか？」

　大人げなく、歯は軋ぎしりで桃とう花かへの不信感を露あらわにする。

　確かに桃花が犯人でなかったとしても、茜あかねぐらいは救助対象に含ふくめただろうな。

「んー……ぼく、もう一回探してくる」

　茜が宣言し、疲ひ労ろうでもつれ気味の足をばたつかせて食堂を出ていく。誰だれも止めなかったし、協力を申し出なかった。義務感での捜そう索さくは、既すでに義理を果たしているのだ。

　そして耕造さんが、知ち恵え袋ぶくろから取り出されたとは推すい測そくし難がたい話を切り出した。

「桃花のことも含ふくめて、犯人についての一つ、推すい理りがある」

　そこでどうしてか、僕を射殺そうと目つきの悪さを最大限まで絞しぼりきる。

「昨日、潔と話し合ったんだがな」

「………………………………………」何をでしょうか、と尋たずねてほしそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出していたので、惚ほうけ面づらで放心してみた。

「景けい子こや貴たか弘ひろの殺人、それと玄げん関かんの破は壊かいが共通の犯人による犯行だったら、お前達がもっとも怪あやしいと昨晩、そんな結論が出た」

「……はぁ」と後頭部を搔かく。お前達、つまり僕と伏ふし見みね。

　饒じよう舌ぜつな耕造さんが、鼻歌でも演奏するように持論を紡つむぐ。

「確かに玄関は破壊されている。だが、家の外部に協力者を置いて、指定日に外から扉とびらを開けるよう指示すれば、脱だつ出しゆつが出来るじゃないか」

　耕造さんの知恵が濃のう縮しゆくされた、本人にすれば乾けん坤こん一いつ擲てきの妙みよう案あん。それに対してなるほど、と頷うなずいたのは菜な種たねさんと潔さん。伏見はあまり動どう揺ようせずに「ん？　ん？」とど真ん中に穴の空いた容疑を不思議がり、湯ゆ女なは明後日あさつての方を向いていた。どうも、僕しか反論出来ないみたいだ。

「それ、別に僕達でなくても成立するんじゃないでしょうか」

「ふん、残念だが俺達は滅めつ多たに外出しない。娘むすめや息子むすこは学校にも行ってないのでな、外に知り合いがいないのだよ」

　一家総出で引き籠こもっていることを、胸張って自じ慢まんされたのは初めてだ。この際だから無職なことも誇ほこってはどうだろう、と勧すすめるはずがない。僕のにもうとだってそこまでは開き直ってないぞ。それに、拳けん銃じゆうを調達するには外部との繫つながりが必ひつ須すだろう、とか陳ちん腐ぷな突つっ込みは入れない。

「菜種さんは、スーパーとかに買い物行くと思いますけど」

　矛ほこ先さきを向けられ、菜種さんがびくっと肩かたを持ち上げる。「あのぉ、私は……」

「いいだろう、では菜種も容疑者に加えたとしよう。それで、お前らの疑ぎ惑わくはどう外れるというんだ？」

「……答えないと駄だ目めなんですか、それ」嫌いやがっているのを、誠実に表現してみる。

　そうしたら「答えられるのか？」なんて、脂あぶらぎった中年に勝ち誇ほこられてしまった。

　……マジかよ。見れば、伏ふし見みも耕こう造ぞうさんの推すい理りに無理に埋うめ尽つくされたのか、少し啞あ然ぜんとしている。いっそのこと、ステレオで相手を罵ば倒とうし尽くしたくなった。

「金庫に拳けん銃じゆうがあったことを僕らが知っていたと？」「そうだ」と耕造さんが、肯こう定ていするのかよ。「番号まで調べ尽くしていたと？」「そうだ」「どうやってです？　この屋や敷しき、客が来るのは六年ぶりらしいですけど」「だったら簡単だ、景けい子こは他ほかの方法で殺害されたんだ」その完かん璧ぺきだと、にやつくのを止やめなさい、はしたない。「じゃあ、あの銃声と実際になくなっていた拳銃の弾たまはどう説明するんです？」「音は空くう砲ほうでも事前に録音していたものでも構わないし、弾だってその前に抜ぬき取っておけば問題ない！」「では鉄てつ格ごう子しの目立つ削けずり跡あと。屋敷の内ない壁へきに弾だん痕こんがない以上は内部犯行を示している証しよう拠こですが、あの存在に拭ふき掃そう除じをしている人間が気付かなかった、つまり職務怠たい慢まんであると？」さっきから菜な種たねさんばかりがとばっちりで貶おとしめられてるじゃないか。「気付いた、とは言い切れないだろう」「あのですね……」いかん、腹ぺこで目が回ってきた。声量ではとても敵かなわない。この屋敷も人数が減ってきて、声のでかい奴やつが発言権を得る世界に移行しかねない。「貴たか弘ひろさんの死体はどう説明するんです？」「その口くち振ぶりと話題逸そらしは、景子の殺害を認めるということか？」「認めるって、その方法自体をまずご教示願いたいほどなんですけど」「結局、認めないと言えないようだな」ははん、とご機き嫌げんに見下されてしまう。「……僕は貴方あなた」みたいな凝こり固まった自信家「を納なつ得とくさせることが不可能みたいなんで、保留でいいです、譲じよう歩ほします。それで、貴弘さんはどう説明つけるんです？　僕と伏ふし見みは部屋に入り、鍵かぎをかけられていたんですよ。そしてそれを貴弘さん自身が見届けているわけですが」「ふん、お前はこの前からそれを主張している。アリバイの生命線なわけだ」「はぁ」「湯ゆ女な……が共犯だとすれば、お前のアリバイは全すべて崩くずれる」

「「………………………………………」」僕と湯女、両方の沈ちん黙もく。

　叩たたかれるビスケットの如ごとく増える容疑者と共犯者だな、おい。壁の方を向いて表情が露あらわでない湯女だけど、肩かたがひくついている。裸はだかの王様が馬ば鹿かには見えない濡ぬれ衣ぎぬを他人にかけようとしている現状に居合わせて無反応を貫つらぬき通すのは、幾いくら何でも無理のようだ。

「その格好、男女で浴衣ゆかたを共有しているところも十二分に根こん拠きよの一つだ」

「いやいや」つい真顔で否定したくなる、悪あく臭しゆう漂ただよう粗そ悪あくな根拠だった。

「それに家の人間が共犯だったのなら、先さき程ほどの金庫についても説明がつく。この家に何年もいれば、調べられるだろうからな」

「……ふむ」それは、確かにそうだな。実際、拳銃は使用されたし奪だつ取しゆもされた。家中では金庫の番号が公に近い形となっていたのは事実みたいだ。

　だけど耕造さん、まだ見知らぬ第三者が隠れている可能性よりも家の人間の方が完全に犯人候補なわけだなぁ。真っ黒い絆きずなは腹から糸を伸のばしていそうだ。

「そもそも、お前達がこの家へ訪おとずれた理由からして不ふ明めい瞭りようだったんだ。探し物なんて、訳わけの分からないことを宣のたまって、信用できるか」苦々しく、妻の客を非難する。

「ああ……もう見つかりましたよ、ご心配おかけしました」

　これで、何とか胸とは言わずとも、鼻先ぐらいは張って帰れそうだ。

「くだらない戯ざれ言ごとで煙けむに巻こうとするな。結局、今の可能性は否定できないんだろう？」

　耕こう造ぞうさんが勝利の幻げん覚かくに気分を高こう揚ようさせられ、余よ裕ゆうの態度でせっついてくる。動機には一いつ切さい言げん及きゆうしないんだなと、話を膨ふくらませる気き概がいも湧わいてこない。

　こっちは雑草でもいいから、その場凌しのぎに飢うえを抑おさえる道具を使用して、長文に備えたいほどなのに。殺人犯より飢き餓が感の方が、内に巣すくっている分、恐きよう怖ふが身近だ。

「……じゃあ、反論はしますけど。さっき耕造さん自身が、家の人間に外の知り合いはいないと豪ごう語ごして、自分達の容疑を否定したわけですが……湯ゆ女な……さんは、僕と共犯なら知り合いのはずでは？」

　相手の前提を利用して、思いつきの集合体に刃やいばを入れてみた。

　耕造さんの余裕が表皮から霧む散さんし、鼻の脂あぶらが益ます々ます充じゆう塡てんされる。

「ならば、そうだお前達が家に来てから、湯女が持ちかけたんだ！」

　耕造さんが怒ど鳴なりちらし、持論の保護に喉のどを嗄からす。

　やったな、湯女。とうとう、黒幕にまで登り詰つめたよ。出世頭なのか、地の底へ落ちたのか。

「そうなると、外に用意してあるらしい脱出の手招きを行う人物がいなくなりますけど」

「自殺目的だ！　全ぜん滅めつだ！」

「………………………………………」ディベート終しゆう了りよう。僕の負けで結構です。

　凄すごいなぁ、と痛く感動した。噓うそを真実と思い込める力は、僕には存在しないからな。

　それが備われば、僕の世界はどれだけ幸福を得るか、暗算するまでもないのにさ。

「行こう」と伏ふし見みを顎あごで促うながし、席を立つ。伏見も暴論で犯人扱あつかいされて噴ふん飯ぱんと憤ふん慨がいの臨りん界かい点を迎むかえたらしく、大人への反はん抗こうにも迷いがない。生徒手帳に載のっている模も範はん生徒みたいにノリの利ききまくった挙動で、直線に身体からだを駆く動どうさせる。

　それでも胸部の稼か働どうが曲線的であることは、一種のげいずつである。芸術とはいわない。

「待て！　お前が犯人であるなら、然しかるべき処置を、」

「本気で殺人犯と思い込んでいるなら、もう干かん渉しようしないで下さい。それがお互たがいの為ためです」

　この食堂は、何て胃に優やさしくないのだろうか。今まで飲んでいた水に硝子ガラスでも混じっていたんじゃないだろうな。

「ただし、部屋の鍵かぎなどかけられては堪たまらないので抵てい抗こうはさせて貰もらいます」

　それだけ前もって言い切り、威い圧あつを与あたえておく。そうでもしないと、僕らは武装もしていないうえに武道の心得もない、『ばびべぼ』な高校生なのだ。耕造さんと一対一でも、正直、半々の勝率を維い持じ出来るか不ふ穏おんである。伏見なら全敗、だと思う。ぱふぱふではねぇ、ちょっと。真しん剣けん勝負の場では、リアクションなく撲ぼく殺さつされかねないよ。

　横を通る際、湯ゆ女なが小声で「お疲つかれ」と労いたわってくれた。

「私の弁護も、ついでにご苦労様」

「いやいや。そっちこそ、黒幕任命されてお仕事大変だね」

　失笑は、お互たがいに不自然じゃない形を保てるのであった。







　そして、四日目の日にち没ぼつを迎むかえて、僕は活動を開始する。

　同部屋の住人と化した伏ふし見みが、過か敏びんに背中を追ってきた。

「何ど処こ行く？」

「桃とう花かの部屋を調べに行こうと思ってる」

「ん……朝、みんなで見たけど」

「正確に言うと、めぼしい物の回収かな」

　無許可で女子の部屋を漁あさるのは気が引けるけど。

　まぁ、構わないよな。

　僕の見立てでは、桃花は既すでに死んでいるし。

　納なつ得とくしかねるように首を捻ひねりながらも、伏見は僕に約束を守らせる為ために付き添そう。

　二人で、照明の機能しすぎている通路をのしのしと闊かつ歩ぽする。

　その途と中ちゆう、二階で坂ばん夫妻と遭そう遇ぐうした。

「あら、どうもぉ……」消極的な挨あい拶さつだった。首輪が塡はまっているように窮きゆう屈くつそうだ。

　旦だん那なの方に至っては、薄うす気き味み悪そうに首をすぼめて唇くちびるをきつく閉じている。亀かめみたいだ。

「あ……えぇと、失礼しますね」

　不ふ甲が斐いない潔きよしさんの代理として、挨あい拶さつを取り仕切る菜な種たねさん。そのままそそくさと、二人は目を合わせないように離はなれていってしまう。そこで気付いたけど、菜種さんは随ずい分ぶんと憔しよう悴すいしているようだった。目の下の隈くまが、伏見級に酷ひどくなっていた。

「やれやれ……」

　孤こ立りつした館で無む援えんの、遭そう難なんに漂ひよう流りゆうまで加わった状態だな。

　伏見が、虎とらの穴で生せい誕たんした子犬のように不安げな瞳ひとみで僕を見上げながら、「大だい丈じよう夫ぶ」と励はげましてきた。巾きん着ちやくの紐ひもを握にぎるように、拳こぶしは一つの塊かたまりとなる。

「僕も、別に大丈夫だよ」

　生なま返へん事じに、意味のない口答をする。

　味方がいないなら、裏切られなくて済むと楽観視すればいい。

　敵はただ正直に愚ぐ直ちよくに、僕らを討うつだけだ。

　桃花の部屋。名前に反して、暗色で塗ぬり固められている。

　当たり前だけど、桃とう花かは何ど処こにもいない。

　茜あかねがいるかもと考えていたけど、形けい跡せきさえ見当たらなかった。

　室内には大したものはなかったけれど、小なるものはあったので拝借しておく。

　これで、三つ目かな。

『ぬすっと』「はてな」と、一連の行動に伏ふし見みが罪状を突つきつけてくる。

「いーや、リサイクル活動です」意気揚よう々ようと大噓うそを言い放つ。

　これで、僕の目的は達成された。

「さーて、」

　もう、事件を野放しにする必要はないわけで。

　マユ成分の補ほ充じゆうの為ためには、屋や敷しきから生せい還かんすることが前提であるから。

　説明に骨が折れそうだけど、そろそろ、犯人でも決めつけておくかな。
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　桃とう花かの部屋から、伏ふし見みと一いつ緒しよに巣す立だつ。噓うそだけど。

「別にやることなかったし、面おも白しろくなかっただろ？」

　伏見は頭を振ふり、ほんのりと血行が良くなった頰ほおをほころばせる。

「お前見てると、自分がほわほわして楽しい」

「……オクスリ扱あつかいですか、僕」

　頭痛薬を八錠じようぐらい一いつ遍ぺんに飲み込むと、世界が軽くなるって中学の担任が言ってたな。

『質問』

　伏見が手帳を舞まい踊おどりさせる。「なに」と内容に触ふれると、喉のどが鳴った。

　ぐ、ぐ、ぐと首にヘリウムガスを溜ため込むように間を置き、問いかけを絞しぼり出す。

「しゅがっく、りょっこーうのお土産みやげ」『美お味いしかった』「はてな」

　また懐なつかしい話を。それは前巻の話だろ、人生の区切り的に。

「甘かったよ、ごちそうさ」『美味しかった』「はてな！」

「おおう」首をがっくがくと揺ゆさぶられた。甘いって美味しいの類義語じゃなかったのか。

　そして、味の感想を強要されている。僕は言論の自由というか、自由に言論しすぎて人の反感を掃そう除じ機で吸い取っているほど言葉に生きる者なので、「おいしかたです」そのような強制には当然ながら大人しく従う社会の歯車であった。噓うそばっかりだ。

『一件落着』と僕を解放してご満まん悦えつな伏見。

『これから』『どうする』「はてな」

「そうだな……誰だれも予期しない探たん偵てい役でもやってみるかな」

　そうこうしている内に二階の、階段周辺に到とう着ちやくして、さて探偵役でも演じてみようかと意気込んだ瞬しゆん間かん、「ん？」

　突とつ然ぜん、影かげが世界の全すべてを包囲した。僕の視覚は暗くら闇やみだけを見据すえる、無む駄だな行こう為いに走る。

「停電？」

　全身が通り雨に濡ぬれたように、緊きん張ちようで滑ぬめりを帯びる。

　そして、何かが、本当に微かすかな音量で絨じゆう毯たんを踏ふみ、駆かけてくる音感。

　最初はお化け屋や敷しきの要領で、伏見に飛びつかれたかと思った。

　けれど、衝しよう撃げきは頭上から振ふり下ろされた。

「っつ！」闇やみに火花ではなく、赤が散った。後頭部を本気で、何かに殴なぐりつけられた。呻うめく暇ひまもなく、首筋に追い打ちが叩たたき込まれる。足あし腰こしを奪うばわれ、絨毯に顔面まで沈しずんだ。心の状じよう況きようは出しゃばる痛覚に邪じや魔まされながらも運営可能だけど、身体からだがヘタレ仕様なので傷薬でも回復出来なくなっていた。

　くそ、絨じゆう毯たんで足音を消音にするとは、性しよう悪わるな作りの家だよ。

　異変を感じ取った伏ふし見みが叫さけぶけど、手探りの位置に既すでに僕はいない。連続する殴おう打だ音。頭部は初回以外は狙ねらわず、背中や肩けん胛こう骨こつ、そして蹴けり飛ばしてひっくり返した後に腹部を攻せめてくる。殺す気があるのかないのか、はっきりしてほしい。ていうか伏見は逃にげろ、僕は囮おとりに使用するのが正しい用法なんだよ、ほら逃げろ。今、人生で一番、人様の役に立ってる時なんだ。花を持たせろ。足を竦すくませて喚わめいてないで、暗幕の下りている内に速すみやかな退場を心がけろ。

　襲しゆう撃げき者の攻こう撃げきが、締しめに入る。そうそう、長々と時間をかけていたら、お前が危ない。

　誰だれかが屈かがみ、荒あらい息づかいが側そばに寄る。そして僕の左腕うでを摑つかみ、「＆〝％＆Ｔ％[image: カンマまるかっこ]）Ｉ（～）＆％％％＆[image: シャープドル]〟！」足あ搔がきをものともせず、肘ひじを支点にして折ってきた。骨の壊かい滅めつする音が、自前の苦く悶もんの中でも一ひと際きわ、鼓こ膜まくを揺ゆらした。

　爪つま先さきから額、耳の裏にまで根を張る痛覚に、中身のない胃液をぶちまけた。

　そしてそれでご満まん悦えつなのか引き際を心得て、賊ぞくが全速で離り脱だつするのが絨じゆう毯たんを踏ふむ振動から伝わってきた。狙ねらい定めた人間以外に危害を加えないとは、紳しん士しだな。

　心はまだ許容範はん囲いの縁ふちに引っかかっていたけど、身体からだがそこで音を上げる。

　気絶、復帰は、出来そうもない。

　伏見の前で格好、悪く、クラスで言い触ふらされたら、生徒会………………………………………………………意識が壊こわれる寸前、

　三年に進級してもマユと同じクラスなのかなぁと、そんなことをまず心配した。







　　　あとがき







　初めてファンレターなるものが届いて『俺の時代が来た！』と上のぼり調ぢよう子しになって『ゆくゆくは皆みなが僕を尊び敬い、総そう理り大だい臣じんとかになってブロマイドが女子高生を中心にバカ売れすることうけあい』と、そこらへんでこれが通じ辛づらい世代の中高生を中心に売れているんだなぁと自身の年ねん齢れいに軽く落ち込んだりしました。

　どうも、在学中の就職活動を完全に素す通どおりした社会人です。読者となって頂いた皆様のお陰かげで、俺達の戦いはまだ始まっていない様子。本当に有あり難がたいことです。

　さて、今回は初はつの続きものとなります。大長編です。でも心の友とかは出てきません。むしろ大腸が変になっていそうな人達ばかりです。大変ですね、主に腸が。

　実はあとがきのネタが尽つきつつあるので、書いてる本人も腹部が痛んでます。

　昔、憧あこがれていた『あとがきを書く』ことに今悩なやんでいるとは、我ながら贅ぜい沢たくになったものです。







　今回も編集のお二ふた方かたには全方位でお世話になりました。何巻まで続くか未だ不明瞭ですが、というよりその後もお世話になる気がしますが、今後ともよろしくお願いします。

　それと、イラスト担当というかむしろ俺が本編のイラストに小話を添そえる担当じゃないかという感じの左ひだり様。あまりお会い出来る機会がありませんので、この場を借りてお礼を述べさせて頂きます。いつもありがとうございます。

　作家になって何が良かったって、まずはラフ画を見せて頂けることですね。

　その他ほかにも何だかお世話になりすぎている気がする校こう閲えつの方。『俺の指導のお陰かげで作家になれたんやな』と最近になってよく分からんことを言い出した父や、母にも深い御お礼れいを申し上げます。

　それと、いつも最後になってしまいますが、読者の方にも謝辞は尽つきることがありません。

　ご購こう読どく（だと嬉うれしい）ありがとうございました。








入いる間ま人ひと間ま









入いる間ま人ひと間ま

この文章を書いている時はまだ21歳。これがたくさんの人の目に触れる頃には22歳。順調に歳を取ってるなぁとはほくそ笑まない。脳細胞死んでるなぁとも嘆かない。生きてるなぁとは、時々思う。
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左ひだり

横浜市在住のふたご座。カードゲームや雑誌のピンナップ等を中心に活動しているフリーのイラストレーター。流行に疎い仙人のような生活をしています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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